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　神々が大地より去り、肉を持って生きる者たちが世界の主となって千年。

　大陸北ほつ方ぽうより世界に覇はを唱えた魔ま王おうオルデンの軍勢は、人間の国家を次々と打ち破り、人の世は風ふう前ぜんの灯ともしびと思われた。

　魔は世界を瞬またたく間まに侵おかし、空には竜りゆうが舞い、地には悪あつ鬼きと亡もう者じやが蠢うごめいた。

　しかし。世界に一人の勇者、アルヴィス・アルバースとその仲間たちが現れ、人々と国々の力を束ね、魔の群を押し返し始めた。

　そしてマルドゥ歴一〇十五年。疲ひ弊へいしきった人類が出し得る最大最後の連合軍勢五十万と魔王軍百万の決戦の中、破邪の矢の如ごとく魔王城へと突き進んだ勇者一行は、並み居る魔物と魔の重臣たちを討うち果たし、とうとう魔王オルデンの眼前にまで迫った。
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「さらばだ、三界の希望。神と精霊と大地の代行。祝福を与えられし人。──勇者よ」

　しかして、人類の命運は今砕くだかれた。

　勇者アルヴィスの胸から深しん紅くの血華が散る。糸の切れた人形が放り投げられるように、手足をばらばらに打ち振りながら彼は壁へと叩たたきつけられる。

　幾多の魔ま物ものを屠ほふってきた聖剣が、その傍かたわらへと突き刺さった。

「ア────アルヴィスッ！」

「っ……！　イザナ！　全速で癒いやせい！　儂わしらで保たせる！」

　老剣士マガツが風の如ごとく魔王の死角に入り込み、入神の域に至った剣を振るう。

　城じよう塞さい級ゴーレムすら真っ二つに切り裂さくその一いち撃げきは、しかし音すら無く魔王の指先で持って止められる。

「チィ、やはり通らんか……！」

「色気出すなジジイ！　どうせ効きかん！　捌さばきに徹するぞ！」

　反撃の雷らい霆ていを障壁で散らしながら、こちらの叱しつ咤たは大魔導師フブル。

　イザナと呼ばれた女性が、必死の形ぎよう相そうで壁にもたれた勇者へと駆かけていく。

　戦いの天てん秤びんは魔王の側へ傾いたと言っていい。魔王の暗黒の衣を貫つらぬける、神の祝福を受けた聖剣の主──勇者アルヴィス・アルバースは、その心臓を鎧よろいごと粉ふん砕さいされ死亡した。

（終わりか……!?）

　刀を握るマガツが眉み間けんに谷を刻きざむ。勇者が斃たおれた今、人界に魔王を傷つける手段は無い。絶望が広間を埋め始めていた。

　神官イザナが口を模した補助詠えい唱しよう器官を空中に浮かべる。回復魔法と蘇そ生せい儀式を同時詠唱。

　しかし、傷の修復と蘇そ生せい儀式を終えるまでの時間はあまりに長い。

　元々、アルヴィスを含めた四人で拮きつ抗こうしていた戦いだ。神官イザナによる防御と回復の魔法を欠いて、かつ残りの仲間二人でオルデンと戦い続けるのは土台無理な話である。

（なんて呪じゆ傷しよう……！　まだ傷が広がっていく……！　早くしないと、皆が……！）

　それをイザナも理解している。それでも、聖剣はアルヴィスの魂たましいしか主と認めない。アルヴィスを復活させるしか、手段は無いのだ。

　────イザナ

　愛する男の声を、イザナは幻聴と思った。声の主は目の前で歯を食いしばったまま動かない。

　────聞け、イザナ

　は、とイザナは勇者の傷口から顔を上げた。肉声ではない。心に直接響かせる魂たましいの声だ。神官であり、そうなる前から魂に触れる才覚を持ったイザナになら聞き取れる声。

　────頼みがある

「な、何？　蘇そ生せいなら今……」

　──無駄だ。間に合わない。

　即座の断定にイザナは口をつぐむ。勇者は魂の状態であっても、冷静に状況を俯ふ瞰かんしている。

　その彼の、頼み。

「待って……！」

　察して、イザナは必死に止める。しかし、声はためらわず、決意を持って響く。

　────頼む。今だけ、かつてのお前の力を、頼む──！

　予想していた指示に、イザナは顔を伏せる。

　出来るわけがないと心が叫んで、その実、理性は冷れい酷こくに認めていた。

　手段はそれしかないし、彼はそういう男だ。──勇者なのだから。

　勇者だから、状況に対し、折れない。夢を見ない。──迷わない。

　疲ひ弊へいした人間側が大戦力を揃そろえ、野戦で魔ま王おう軍を引きつけていられる機会は今後無い。

　魔王城の最深部に踏み込める機会は今しかない。

　数多あまたの手下を排除し、魔王が一人になっている状況は今しかない。

　魔王が手傷を負っている状況は今しかない。

　──人間を滅ほろびから救うチャンスは、今しかない。

　アルヴィスの声が再び響く。イザナは涙を瞼まぶたで断ち切り、その手を広げた。

　紫むらさきの魔力が迸ほとばしる。

　体が急速に崩くずれていくのを、アルヴィス・アルバースは知覚する。

　死によって体と離れた魂が、今は逆に呪じゆ法ほうによって縛り付けられようとしている。

　死霊術ネクロマンシー──

　終わった生を、魔力という名の楔くさびによってつなぎ止める術である。

　正せい邪じやで言えば間違いなく邪じやに属する魔法系統。しかし、その根元、元の望みは切なるもの。

　術法には種類あれど、目的は一つだ──死者の復活。

　正当の術法、聖者神官が操あやつる神聖魔法の蘇そ生せい魔法からすれば遙はるか不完全。

　だがしかし。

　いくつかの差異から敢あえて挙げるなら一つ。

　死し霊りよう術が神聖魔法を凌りよう駕がする点がある。

　────手っ取り早い。




「──其そは貴魂の身体なれば。皮を捨て肉を捨て腱けんを捨て、さても自みずからの生に執を遺のこすのであれば。自みずからの身に心を遺のこすのであれば。帰り返り還かえれ彷徨さまよえる人じん魂こんよ。いざこれより貴魂を宿すは、己おのれより最も離れた己──」

　やがて。アルヴィスはイザナの詠えい唱しようを、魔ま力りよくより生成される聴覚で捉とらえた。彼女に捨てた業を使わせたことに、アルヴィスは申し訳なさを覚える。

　手を見る。骨。顔を触る。肉の感触は無い。

　何もない。鍛きたえ上げられた肉体も、二十年近く慣れ親しんだ自分の顔も、内臓すらも。

　自らの体を構成していたほぼ全て。この骨格以外は何もない。

（だが、体は動く）

「いざ歩き出せ、その足で。いざ世界に戻れ。その体で。汝なんじは今より、死を越える者。竜りゆう牙がの兵たる力の化身。誰の縛りも受けることなく、正常なる世界を歌え食らえ犯おかせ──！」

　魔力の高まりに、戦う仲間二人と魔王オルデンもこちらの異常に気づいた。

「イザナ…………！」

「馬鹿な、アルヴィス！」

　仲間達たちの悲痛な叫び。

「正気か、貴様──」

　ほんの僅わずか。しかし戦せん慄りつの色を含んだ魔王の声。

　勇者アルヴィスは立ち上がる。立ち上がれる。

　剣を持つ。魔王の障壁を唯一打ち破る祝福の聖剣は、今や不死者なれど正真正銘の剣の主、アルヴィスの魂たましいに応える。しかし聖剣の力は、邪じやの存在となった勇者を蝕むしばんだ。

　それを無視して、アンデッドを動かすただ一つの理・魔力を纏まとう。

　溢あふれる魔力は術者であるイザナより、全開で送られている。

（──終わらせるぞ、オルデン）

　声を出す術は未まだ彼にはない。

　生前に迫る魔力の放出で、スケルトン・アルヴィスは魔王の懐ふところに突っ込んでいく──




　それから、三年。

「──そして勇者は魔王討とう伐ばつの後、こうして平和に遊び暮らす日々を送るのであった。まる」

　朗ほがらかな陽気である。そんな言葉に、いくつかの人影が反応する。

《またアルのホラ話が始まったたたたたた……》

「あんたが勇者なら私なんだっつうのよ。女王様？　お姫様？　……ほら、これでどうだ！」

　響くのは軽木がふれあうような軽い音だ。周囲には石や木で作られた沢山のオブジェが並ぶ。

「ホラじゃねっつの。それでも魔王軍まだ頑張ってるらしいけど……ほい、槍そう兵へいで王手」

「まあホラでも何でも、私らにはあんま関係ないわ……あれ、ちょっと待って一手待って」

　戦せん駒く盤ばん（将棋に近い盤上遊ゆう戯ぎ）を打ちつつ、詰めをかけた側が冷たく頸椎を左右に振った。

　待ったはなし。

「鬼おに！　あんた血も涙も無いの!?」

「無いに決まってんじゃーん。……骨だし」

　そう。互いに駒を交わしているのは、骨のみとなった人体と、あちこち肉が朽くち落ちた女性の死体。周囲には似たような姿がさらに数体。襤ぼ褸ろ布が光をまとって浮いたものもいる。

　──アルと呼ばれたスケルトン、それにゾンビとゴースト──魔ま力りよくで動くアンデッド達たちだ。

　そしてここは、昼日中から不死者がたむろする放ほう棄き墓地、その一画であった。

「あーくそ！　負けよ負け！　駄目だー今日アタシ脳腐ってるわー」

「ふははは勝ち越し！　勇者の力を思い知ったか！　いつでもかかって……およ」

　勝利を得たアル──外がい套とうと剣帯を身に付けている──が、ふと背後に気配を覚えた。

　振り向けばそこにはいつ降り立ったものか、一匹のフクロウの姿がある。

「このフクロウちゃん、確か…………」

　アルが、仮想魔力脳から自分の記憶を掘り起こしていると、

『い・つ・ま・で・遊び惚ほうけとんじゃアルヴィスー！』

[image: ]

　そのくちばしから、幼さすら感じさせる甲かん高だかい声が走った。

「うわ、フクロウが喋しやべったわよ！」

　喋しやべる死体が何か言ってるぞ、とアルは女ゾンビを見てから、ややたじろいだ様子で返答する。

「や、やっぱしフブルさん……か」

『そーじゃよ！　大だい魔ま導どう師しにしてエイン王国魔導宰さい相しようフブル・タワワトちゃんじゃよ！　お主がブン投げた後処理全部任された、勇者様の元仲間の・な！』

「ご、ご機き嫌げんうるわしゅう、宰相サマ……元気？」

『じゃかあしいわ！　黙って見とりゃあいつまでもいつまでもぐだぐだぐだぐだぐだぐだ！　なんじゃクソ忙しい儂わしに対する当てつけかこの骨！　いい加か減げん働かんか！』

　かつての戦友を名乗るフクロウから発せられる怒ど涛とうの罵ば声せいに押されるアル。

「くそ、この威い圧あつ……！　目の前に顔が浮かぶようだぜ。相っ変わらずとんでもねー」

　周囲のアンデッド達たちは金かな縛しばりに近い状態になっている。彼らの体を流れる魔力と、フブルの声から発せられた桁けた違ちがいの魔力が共鳴を起こしているのだ。

　しかし、アルは負けじと言い返す。

「でも嫌いやでーす。働きたくないです。現役の時に貯ためた金で寝て遊んで生きたいです」

『死んどるじゃろがお主！　ああん!?』

　夜の墓場に大声が響く。

「いやだいいやだい、来月出るボードゲームがあるんだい。それ遊ぶまでは死ねねえー」

　子供のように駄々をこねる彼へ、フブルフクロウが打って変わって静かに告げた。

『──イザナが消えた』

　ぴたり、とアルが動きを止めて立ち上がる。

　向けられた髑どく髏ろを促うながしと見て、フクロウは再び告げる。

『書き置き一つで消えおったわ。ま、アレをどうこうできる奴なんぞおらんじゃろーが……理由は言わんでも分かるじゃろ。お主じゃよ。いいのかなーアルヴィス君、放ほっといて』

「あの馬鹿～……もう」

　アルが頭ず蓋がいを指骨で覆おおう。勝ち誇ったようにフクロウが叫んだ。

『よーし決まり！　いいかお主！　それ以上怠たい惰だを貪むさぼるようならな！　儂わしの権限でお主の預金凍結するからな！　ていうかした！　今した！　もーした！　魔ま法ほうでした！』

「なっちょっ……！　それひでえだろ！　俺はどーやって遊べばいいんだよ！」

『働けっつーとろーが無駄骨！　ニート！　イザナ探しのついでじゃ！　もっかい冒険者にでもなってちっとは世のためになれい！　大体お主得意じゃろ人助け、っつか世界救済』

　雑に言い置いて使い魔のフクロウが飛び立つ。

『自分で自分の推薦状でも書け！　見とるからな！』と捨すて台詞ぜりふも忘れない。

　ざわつく墓地の中、スケルトンの痛切な呟つぶやきが漏れた。

「そっちこそちゃんと仕事しろよお宰さい相しよう……ちくしょお……」




「用意は済んだか？　勇者サマよ」

「自分で移動できるってのはいいわよね。私ら魔力が多い夜中じゃないと、外動けないもの」

《ほんとに勇者だったんだなななななな……》

「しかしマジでなるの？　冒険者。ていうかなれんの？　骨が」

　旅支度を終えたアルの周囲を囲むのは、墓場の仲間たちだ。

　数年過ごしたため、アルが勇者と判明しても態度はさして変わっていない。

　剣帯と外がい套とう──夜と同化するような黒色だ──を身に付けたスケルトンは立ち上がる。

「どうにかするさ……はあ、また旅暮らしに逆戻りかよ。俺のゲームとか、管理頼むな」

　女性のゾンビがうなずいた。

「ま、駄目だったら戻ってくればいいわよ。頑張ってねー」

　一房残った頭髪をぴょこぴょこゆらし、態度に反して軽い足取り──物理的にどうしてもそうなる──で歩き出す外がい套とう付きスケルトンを、墓場に残る死者達たちが手を振って送り出した。
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「え……えーと……」

　アルの目の前で、受付の娘の顔が何とも言えず引きつっている。

　旅立った墓場から北西へ歩いて三日ほどにある町・アロンダ。

　魔ま王おうが健在であった時は最前線に近く、数多くの兵士や冒険者であふれていた。

　現在も当時ほどではないものの、今度は人間側が取り返した土地への物資輸送などで多くの人が行き交う、それなりの規模の町である。

　そんな、人間だけではなくエルフやドワーフなどの亜人種も珍しくない町。さらにはぐれ者が多く集う冒険者組合の支部館であっても、此こ度たびの来訪者は珍しいと見えた。

　何せ今、彼女の前で申請書を出しているのは亜人どころか、生物ですらない。外がい套とうと剣を備えた動く骸がい骨こつ、スケルトンである。それが、す、と冒険者証の申請書を出してきたところだ。

　冒険者証とは、冒険者組合に登録している人間ですよ、という証明書である。

　冒険者の等級は上から《神火デイヴアイン・聖火セイクリツド・篝火ベルフアイア・松明トーチ・蠟燭キヤンドル》の五種があり、請うけ負える依頼が違ってくる。実績や働きに対する評価などで等級を上げることが可能だ。

　冒険者証には登録者を読み取る魔法がかかっており、種族名などの簡易な情報が浮かび上がる仕組みで、身分証明書にもなる。

（流石さすがにそのまんまで来たのは不ま味ずかった気がする！）

「そ、その、死霊術士ネクロマンシーの方の代理申請、ということなのでしょうか……？　ええと、いくら出不精でも、流石さすがに登録にはご本人が来ていただかないと……」

　恐る恐るという具合に推論を口にする受付嬢へ、アルは手骨をひらひらと揺らした。

「そんなご主人様は面倒そうで嫌いやです……じゃなくて。俺は野の良ら骨ですお嬢さん」

「そ、そう言われても……って、スケルトンが喋しやべった!?」

　館内にはレストスペースもあり、今も複数の冒険者が警けい戒かい半分、興味半分にその有あり様さまを眺ながめていた。そんな彼かれ等らが一ひと際きわざわつく。すわ魔物の侵入かと、焦あせって武器を構える者も出た。

　杖つえを構えるエルフの魔法使いまでいる。危機感。

「おわあ！　ちょっと待ってちょっと待って！　俺は小心者なんだよ！　心臓無いけど！」

　慌てて両手を上げるスケルトン。

「俺の名前はアル！　頭もおかしくなってないし、生前の事も覚えてる！　そんで、そんで……そうだった、これ！」

　言いながら、アルは困惑している受付嬢へ一枚の封書を渡す。

「これは──推薦状ですか？」

「そそそ。ダメならダメでいいから」

　いぶかしんだままの受付嬢はそれを受け取り、裏返して名前を確認し──目を見開いた。

「推薦者……アルヴィス・アルバース……!?」

　完全な自作自演である。しかし、それを知らぬ人々の間にはどよめきが広がった。

「え……」「アルヴィスって……勇者の？」「俺伝記読んだわ」「アホくさ」「噓うそだろオイ」

「推薦状というか、保証書というか。前に彼の手助けしたことがあって」

「ええ……いやその……こういうのはですね……」

　あからさまに信じられていない。

（あらら。ま、言われた手前推薦状はテキトーに作ったけども。冒険者になれないならなれないでも良いよな。今さら仕事とかめんどいしー）

　だがそこへ、後方の事務室から受付嬢へと声がかかった。

「え？　首都本部から連絡？　一応鑑定をしろ？　……はい、はい。しょ、少々お待ちを」




　　　○




　時を同じくして、エイン王宮の魔ま導どう宰さい相しよう執しつ務む室しつ。遠見の水晶の前に、一つの影がある。

「逃がさん……お主だけは……」じゃあくなえみがうかんでいる。




　　　○




　受付嬢が事務室から出てきた。やや緊張したように、弾んだ息を整える。

「鑑定の結果、推薦書は本物と判断いたしました。筆跡も一致、サインに込められた魂の魔力波形も登録と一致。間違いなく、勇者アルヴィス・アルバースにより書かれたものです」

　おお、と再びのどよめきが館内に走る。

　一方アルの心中は（通っちゃったかー）とちょっぴり苦い。

「一部、読み上げさせていただきます……

『……アルというスケルトンの人格及び安全性は、勇者アルヴィス・アルバースの名において保証する。超良いい奴やつ。我々の旅において、彼による貢献は多大かつナイスだった。彼の資質は、冒険者としてもばっちり十全に働き、人々の助けとなるものと確信する。やったぜ』」

（こ、こんなの読み上げるとか何の罰ゲームなの……真ま面じ目めに書けば良かった）

　明らかに途中から面倒になった作成時間三分の文章を、ちょっぴり後悔するアルであった。

「──加えて。先ほど通信符により、勇者アルヴィスの仲間である魔導宰相のフブル氏からも『絶対に逃がすな』と保証？　をいただきました。よって、我々冒険者組合は彼、スケルトンのアルに蠟燭キヤンドル級冒険者証を与えるものとします」

（あ、あの女～……！　先読みしやがったか！　てか、アンデッド区分とかあったんだ……）

　確かに、アルの冒険者証にはしっかりと『アンデッド（スケルトン型）』と記されている。

「マジかよ！」「モノホンか！」「人語話すスケルトンとか初めて見たぞ俺」

　周囲から感嘆の声。コボルトやエルフなどの亜人達も一様に驚きと興味の表情だ。

「本来、勇者アルヴィスの推薦ともなれば篝火ベルフアイア級からのスタートも検討するところですが、その、何分アンデッドの登録というものは異例でして……」

　謝罪半分恐怖半分に付け加える受付嬢。

「ローソクか！　じゃ、じゃあ、こんな馬の骨に任せられる仕事なんか無いよね？　ではまた」

　サボる目もく論ろ見みが外れたアルは、言い置いてすぐにでも回れ右の体勢である。しかし。

「あっはい。ございます。少々お待ちを」

（ちっ、あるのか……）

　ファイルを開く受付嬢。それを待つ間に、アルも渋々壁に貼はられた依頼を見ていると、

「なあ、あんた」

　周囲で見ていた者の内、一人の女性が恐る恐ると言った風に近づいてきていた。

　うずうず来た。勇者の頃から、そういう性分なのである。

「ばあ！」勢いよく振り向く。

「ぎゃあああああ！」

　叫んで半泣きになる女性は、組合内にいる他の冒険者たちとは少し装よそおいが異なっていた。

　一言で表すなら、女性らしい愛あい嬌きようがある。まだ顔や仕し草ぐさに幼さが残る茶色の髪の女性だ。美女と言うよりは美少女の範はん疇ちゆうであろう。胸部は平坦だが。

「ついノリでやってしまったごめん……。アルです、よろしくね」

　アルが差し伸べた手骨を、恐る恐るというように女性が握り返す。

（……へえ）

　アルは少し感心する。可愛かわいらしい外見とは裏腹に、堅く締まった、一ひと角かどの商人の手だ。

「普通に怖いから止めてよお……。あ、あたし、行商のレヴァっての。納品に来た先でこんな珍しい光景に出くわすなんてね」

　成人（エイン王国規定では十八歳）はしているだろうが、この若さで一いつ端ぱしの商人。興味の湧わいたアルは、首を傾かしげる仕草で用件を訪ねる。

「スケルトンなんてネクロ（死し霊りよう術士の略称）が使ってるのしか見たことなくてさ……ま、ここにいる人たちみんな気になってるんだけど。ちょ、ちょっといいかな？」

「……おっけ。やっぱ怪あやしいって後で襲おそわれるのはごめんだ」

「そもそも、何で昼間に一人で動けてるの？」

「作られた時の触しよく媒ばいにいいの使って貰もらっててね。体に魔ま力りよく貯ためられるんだ、俺」

　胸を外がい套とうの上からこつこつと指骨で叩たたくアル。周囲全体から「へえ～」と感嘆の声。カウンターからも聞こえたのでアルが振り返ると、受付嬢が笑って誤ご魔ま化かして作業を再開した。

「んじゃさ、どうやって喋しやべってんのそれ」

「魔ま力りよくで空気震ふるわせてる。練習したんだぜ」

「他のアンデッドって話とか出来んの？」

「話してくれる奴やつならね。死ぬとトチ狂うのも多いし」

「普段昼間とか何してんの？」

「ゲーム……戦せん駒く盤ばんとか、あとボウリングとか。肋ろつ骨こつ立てて頭ず蓋がい骨こつ転がしてパコーン、って」

「痛くないのそれ!?」

　立て板に水である。レヴァは感心したように顎あごに手をやった。

「いや～、こんだけスムーズに喋しやべれるなら、本当に術者いないのね。すごいわあんた」

「だから気ままに墓場暮らししてたんだけどさ。いい加か減げん働けって怒られたぜ」

　段々と談笑の装よそおいになっていくレヴァ達たちに触発されたのか、周囲からも声が上がる。

Ｑ「死因は？」Ａ「まだ魔ま王おうも生きてて戦争中だったから。仕事中に魔物にザクっと」

Ｑ「誰にアンデッドにされちまったんだ？」Ａ「腕うで利ききの死し霊りよう術士だよ。冒険者だった」

Ｑ「恨うらんでないのか？」Ａ「生きてるだけ儲もうけもんかなって……いや死んでるんだけど」

　etc.etc.……

「え～と、ご歓談中すいませ～ん」

　受付嬢がそろりと手を挙げた。

「あまり新人さんを質問責めにするものではないですよー」

　それに、盛り上がっていた冒険者達たちがしゅんとなる。「ゴメンね！」と手を立て、レヴァも席に戻っていく。

「お待たせしました。蠟燭キヤンドル級向けの仕事としてはこんなところですね。配達系が多いですが……その、アルさんの装よそおいは……」

　リストを開きつつ、受付嬢が言いにくそうにする。

「だよね。じゃあ止めよ……と言いたいとこだけど。まあ白旗でも持ち歩くさ」

「ご苦労お察しします。じゃあ、この中からご自由に選んでください」

　アルがのぞき込むと、リストには薬草の調達、荷物の輸送などが並んでいる。その中の一つに彼は目を（無いのだが）留とめた。

「これかな」指骨でさす。

「あ、商人さんの護ご衛えいですね……。ティグ村はちょっと僻へき地ちなので、諸もろ々もろ月一で運ぶんですよ」

　今度は地図を指し示しながら、受付嬢。

「前は魔王軍に占領されてたこともあったんですが。勇者に解放された村の一つですね。アルさんでしたら、事情を話せば邪じや険けんにはされないでしょうし、良いいかもしれません」

「……うん。俺も生きてた頃行ったことある」

「あ、そうなんですね。今日は丁度依頼が持ち込まれたところなんですよ」

　そう言って受付嬢が視線で示す先には、レヴァが手を振っている。

「これも縁ってやつかな？」

「という割には汗が出てるぜお嬢さん。いいの？」

「いーわよ！　女商人なんて度胸無しでやってられるかっての！」

　レヴァが薄い胸を叩たたく。その笑顔がやや引きつっていた事には、アルも言及しなかった。




　　　○




　ティグ村はアロンダから東へ三十キル（一キル＝一ｋｍ弱）といった距離にある小さな農村である。村の名物も、アロンダには十近くありそうな水車ひとつ、という世の中にはいくらでもあるような村だ。

　そこへ続く街道を行く、荷を運ぶ二人──アルとレヴァの姿があった。とはいえ、レヴァは自前の一頭立て馬車に乗り、アルはと言えば──

「おっレヴァ、今日はごついの雇ってんな！　馬は大丈夫かよ？」

　行き会う商人が冷やかす。それもそのはず、馬車の荷台に乗るアルは全身鎧よろいの出いで立たちである。ちなみに、レヴァの商品だ。サイズは問題なかった。何せ彼はスリムである。

（ばれませんよーに……）

「ま、まあアロンダから東に離れたら、魔ま王おう軍の斥せつ候こうと遭あうかも知れないからね。念には念よ」

「そんな心配することもねえと思うがな。バルキア国境辺りで粘ってた幹部『十じゆう堕だ臣しん』の軍も壊かい滅めつしたって聞くしよ」

　ぴく、と荷台のアルが反応する。

「ま、頼むぜ護ご衛えいさん。何かありゃその鎧よろいで頑張ってくれや。……てか、動けんのかそれ？」

　商人の軽口に、やや心配げにレヴァがアルへと視線を向ける。が、アルは軽々と鎧よろいに包まれた手を上げ、悠ゆう々ゆうと身振りも加えて見せる。

「まあ魔王軍の斥候つーと……オーク程度なら何とか、こう、上う手まいことするよー」

「ほっ、正規騎き士し並なみにやれるってか！　中々力持ちみてえだし、こりゃ頼もしいな、レヴァ」

「馬に苦労させてる分くらいは働きまーす」

　冗談と思ったか、愉快そうに笑いながら商人が後方へ遠ざかっていく。

「ふう……やり過ごしたね。結構力あんじゃん」

「ハナからこれじゃ、先が思いやられるけどな。もういっそ下へ手たに隠さず開き直ろうかなあ。アロンダじゃ何とかなったし、イケないかな？」

　さーね、とレヴァは軽く嘆息する。

「しっかし馬に苦労させてる分って……あんた骨じゃん。あんまり働かないってこと？」

「俺が働くことない方がいいっしょー。自慢じゃないがホラーになるぜ」

「そりゃそーだけど。久しぶりの里帰りだし」

「へえ？　そうなの？」

「普段は他のがやってんのよ。あたしは代役。丁度こっち来たら商業ギルドのえらいさんにね。地元だろって」

「なんだい、帰りたくないの？」

　口調に迷いを見み出いだして、アルが問い返す。

「どーかな。きつい農作業に嫌いや気けが差して、ガキの時分に家を飛び出した身だとね。思い切りケンカ別れだったからねえ……元気にしてるといいけど、またケンカになりそーだし」

「顔を合わせ辛づらいと。でもまあ、商人も楽じゃなかったろ？」

「まーね。店持てるような一人前になれればね。楽させられるし、会いやすいんだけどね」

　身の上話に、アルは空を見る。良い天気である。自分が死んだ日はどうだったか。

「ま、会える内に会っとくのがいいぜ。骨だと会い辛づらいぞー。俺まだ実家帰ってない」

「ブラックすぎて笑えないってそれ。……でも、そーね。ありがと」

「ン……お、ミータ鉄装備一式ある。昔欲しかったんだよな、これ」

　しんみりした空気を変えるためか、アルがことさらに明るい声で荷台を漁あさる。とがめる気にもならず、レヴァが答えた。

「勇者様の仲間なら、もっと良いいの持ってんじゃないの？　なんかこー、伝説の装備的な」

「勇者ったって最初から期待されてた訳じゃないもの。アルヴィスだって最初にエイン国王から貰もらったのは、使い古しの銅剣一振りと銅貨五十枚だよ」

「ええ、マジでぇ……王様ケチいなあ……ってか、詳くわしいね」

「ま、まあなんせ一緒に旅してたからな。色々聞いたんだ、色々」

　アルは商品を矯ためつ眇すがめつ、懐なつかしげに実感がこもった使い心地を語る。

（確かにベテランね。色んな道具の性能把握してる。戦いの方はどうか分かんないけど……）

　そんな道行きである。三十キルは荷を担かついで徒歩ならば半日強というところだが、馬車ならば休み休みでも夕刻近くにはティグ村を望める丘までたどり着いた。

「さてこれなら、日没までには着けますか、ね……っとい」

　アルは荷台の縁へひょいと器用に立ち上がり、ぎりぎり視界に入った村と畑を眺ながめ──

「……、レヴァちゃん、すとっぷ！」即降りた。

「ととと、何よもう」

「静かに。馬もなだめて。……なんか、おかしい」

　これまでとは打って変わり、アルの口調は静かだ。レヴァが気け圧おされ、指示通りに馬を止めた。彼は丘に身を伏せて進み、目を凝こらす。正確には魔ま力りよくを視覚能力に集中する。

　薄暗くなりつつある風景の中、彼の視界に農作業を行う村人の男が見える。畑の脇には犬と、村人を見張るように立つ──

「──噂うわさをすればなんとやら。オークか」

　アルは勇者時代の経験上、大たい抵ていの魔物の知識がある。乞こわれてモンスター図鑑の監修・補足をしたこともある。その記憶を探ってみる。





◆オーク（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｃ。部族によって変わる。現状は六割ほどが敵対的）

　鼻が吊つり上がり、禿とく頭とう。全体のバランスとしてはずんぐりとした体たい軀くでありながら、成人の平均身長は二百セル（一セル＝一ｃｍ弱）ほどもある大型の亜人。

　複数の家族をまとめた部族単位で行動することが多く、国を作ることは西の果てにあると言われるオークの国以外、例は無い。文化レベルは基本的に人間より低く、棍こん棒ぼうや皮の衣服などの原始的な装備を持つ。

　人側に与くみするか魔王側に与くみするかは部族により異なるが、大半は魔ま王おう軍に協力している。



　勇者アルヴィス曰いわく『力強いけど基本的にあまり技術ないので、小手切りとか良く効きます』




「……はぐれが住み着いた、って感じじゃないな」

　アルが視線を転じれば、村には一定間隔で村内を見張るように複数のオークの姿が見えた。あちらにも、こちらにも。

　観察を続ければ、村人の多くが戻っていくのは家畜小屋や使われていなかったであろうボロ屋だ。反面、オークと若い女性や子供が出入りするのは民家である。

「うーわ、モロ占領されてるー。またかよ」

　ここらはアロンダよりも前線に近い。連絡の間を突かれたのだった。村の規模的には小規模な拠点にしか使えないが、アロンダ周辺への橋きよう頭とう堡ほにする算段とアルには見えた。

「やだもーめんどくさーい……さて、どうしよっか」

　丘へかしゃりと仰あお向むけになるアル。その横へ、慌あわてたレヴァが滑り込んで来る。

「どどどどどどど、どうしよっかじゃないでしょ！　マジ!?　マジなの？　マジオーク!?」

　彼女は商品の中から遠とお見み筒づつを取り出し、村を見る。その顔色がみるみる青あお褪ざめていった。

「噓うそ、でしょ……そんな……」遠見筒を持つ手が震えだす。

「いやあ、マジでしょ」対してアルは平静そのものだ。

　レヴァが受けている依頼は荷物の運搬であるが、

（運搬どころの話じゃない……さっさとアロンダに取って返して報告、がいちばん無難……でも、私の、村……）

「レヴァ？」

（アロンダに引き返せば夜、駐留軍に報告しても動き出すのは早くて翌日。……それに、占領ってことは村のみんなは人質にされる。それか、奴ど隷れいとしてさらわれるかも。どうにかするにしたって、オークの集団なんて、そこらの冒険者一人二人でどうにかなるレベルじゃない）

　レヴァは口の中がからからに乾いている感覚を得る。

「オークの小部族ごと来てる感じかな。それだと、数は多くて五十……聞いてる？　おーい」

（何を吞のん気きな声で……！）だが、その内容にレヴァはさらに絶望的な心地になった。

（いつかは、いつかは商人として成功して、朝から晩まできつい農作業ばかりの父さんたちに楽させてやれると思ってた……思ってたのに）

　そのいつかはもう来ないかもしれない。アルの横顔──死の象徴──を見て、身震いする。

（ここでアロンダに戻れば、もう父さんと母さんには会えないかもしれない。どうしよう……どうする。ふたりだけでも逃がせないか）

　アルは、レヴァの決断を待っている。だが、

（彼の仕事は道中の護ご衛えい。村の奪だつ還かんなんて依頼に入ってない）

「おいってば。レヴァー」

（やっぱり、口調は軽い……、そりゃそーだ、戦う気なんて無いよね）

　少し失望してしまうのを身勝手とは知りながら、レヴァは覚かく悟ごを決めて呟つぶやいた。

「アル。今すぐアロンダに戻って駐留軍に知らせて。馬使っていいから」

　言い置いて、レヴァが丘を滑り降りかけたその時。

「いやだから待てっちゅーに」

　ぐい、とレヴァの襟えりをアルが持つ剣の鞘さやが引っかけた。ひょいと宙に浮かせ、傍かたわらに戻す。

「きゅうっ!?　な、何すんのよ？　人がせっかく覚悟決めたってのに！」

[image: ]

　涙目で言うレヴァに、アルが嘆息するかのように肩けん甲こう骨こつをすくめた。

「我に策あり、だ。村や町一つ救う程度、昔は良くやったもんでね……協力してくれるなら、君が命賭かけるよりは目があるぜ」




　　　○




「…………？」

　日も暮れかけて、木の柵で作られた村の入り口を見張るオークは、門（というにはささやかなものだが）脇の松明たいまつに火を点つけていた。門番の相方へ話しかける。

「しかし……暇ひまだな。セッケル様からの指令はまだ来ないのか」

「暇つぶしするにも、労働力にするから殺しちゃ駄目ときた。面倒な話だ」

「従わせるにゃ一人二人見せしめにするのが早いんだがな。ま、せいぜいメスでお楽しみを」

「つっても若いのも少ねえしな、回りが悪ぃよ……ん？」

　気配に、オークが視線を前方へ向けた。

「なんだありゃ……人間？　何かに追われてんぞ？」

　視線の先、丘から下り坂になっている草原を、駆けてくるふたつの姿があった。

「わあああああぁぁぁああああ！」

　その人間、レヴァが走りながら叫ぶ。その後方から、重なるような叫び。

「ヌオオオオオオオオオオ！　死ネエエエエエエエェェェェェ！」

　火種を持ったオークも目を凝こらす。ややあって、その眉み間けんが歪ゆがんだ。

「後ろのありゃ、骨だぞ。スケルトンだ。メスを追ってんのか」

「やれやれ、運の悪ィ人間だ──ほーれ、ちょっと待て」

　村門を駆かけ抜けようとするレヴァを、火種を持ったオークが止めた。

「う、うわー捕つかまったー！　離してー！」

「うるせーな！　じっとしてろ！」

　彼女の腕を摑つかみ上げたオークが、相方へと目をやる。

「で、あっちはどうす……」

　言葉はそこで中断された。村まで五十メル（一メル＝一ｍ位）ほどまで近付いたスケルトン──アルが、走りながら黒色の幅広い剣を抜いたからだ。

「けっ、死んでトチ狂ったクチかよ。やる気かぁ？」

「俺にやらせろや。骨ごとき、暇ひまつぶしにブッ壊こわすにゃ丁度いいぜ」

　先にアルを見つけたオークが、素す槍やりを携たずさえて前に出る。相方はレヴァを捕とらえたまま、それを見物するように下がる。

「お前はこっちだ。へへ、若いメスが増えたぜ」

　うおおー、と雄お叫たけびを上げながらどたどた迫るアルに、槍やりを持つオークは相あい対たいする。

「へっ、やっぱアンデッドは気味悪ぃな……。せいぜいいたぶってやるか」

　顔をにやつかせた槍やりオークが、アルの膝ひざを狙ねらって槍やりを突き出した。レヴァが叫ぶ。

「アルッ！」

「無駄ァァァァァ！」

　しかし。唸うなりながらも器用に、アルは黒剣の腹で槍やりを受け流してみせた。続く第二撃げきも、彼は意味のない叫びを上げながらひょいと片足を上げてかわしてみせる。

「おお？　この野郎生意気な！」

「おいおい、しっかりしろや。助けてやろうか？」

「いらねーよ！　見てろ……？」

　槍やりオークが苛いら立だちを露あらわにして槍やりを持ち直した瞬間だ。

「ハイ隙すきアリャァァァアアア！」

　引かれた槍やりに合わせて、アルが踏み込んだ。

「早ッ!?」

　うめいたのは相方のオークだ。槍やりオークにとっては、スケルトンが視界から消えている。

「ツマラヌモノヲキッタアァァァァアア！」

　槍やりオークを通り過ぎて妙なポーズを決めるアルの後ろで、槍やりオークがよろめき、倒れ伏した。

「す、すご……は？　き、斬きったの今？　ぜんっぜん見えなかった……」

「はあああ!?　冗談だろこの！」

　残ったオークはレヴァを放って棍こん棒ぼうを構え、一瞬後に気づく。もう片方の手で門の鐘を鳴らそうとする……が、それは致命的な隙すきだった。オークの脳天に強烈な衝しよう撃げきが走る。

「ぐえ……」

　訳がわからないといった表情で、彼はどう、と倒れ伏す。その背後には、息を荒げてミータ鉄製のメイスを振り下ろしたレヴァの姿がある。

「はっ……、はっ……」

　レヴァが顔を上げるが、既すでにアルの姿は無い。

「う、うぐぐ……い、いいんだよね、行って……」

　一瞬の逡しゆん巡じゆん。しかし彼女の脳のう裏りに、家を出た五年前の家族の姿が閃ひらめいた。

　「……ええい！　女商人は度胸が命！　父さん母さん……絶対助けるからね！」

　レヴァは気合一番、村の広場に向かって駆かけ込んでいく。

「あん？」「おい、メスが外出てんぞ」「おお、新顔じゃねえか！　捕つかまえろ！」「よっしゃ！」

「う、うわ……」

　当然、外を歩いていたオーク達たちはその姿を捕ほ捉そくする。しかし、ここからは入口の倒れた二体は見えない。エロオーク達たちは単に侵入されたのだと思い込み、レヴァを囲む。

「「「「「ぐへへへへへ…………」」」」」

「あ、あはは……どーも、こんちは……」

　あっさりと家の壁へ追い詰められ、愛あい想そ笑わらいを浮かべるレヴァ。しかし、包囲を狭めるエロオーク達たちの向こうから、先ほど見た黒剣が覗のぞいた。

　一瞬の内にいくつもの剣けん閃せんが走り、オーク達たちがばたばたと倒れ込む。外を歩くオークが、一時的にしろいなくなった。即座にレヴァが村の外周部へと走り出す。

「ここからは、第二段階……！」

　外の喧けん騒そうに、いくつかの民家に灯あかりが点ともった。人間の声ではない騒ぎも聞こえてくる。

　アルの方はそれを確認し、叫びながら手に持った入口の鐘を鳴らしつつ村を走り回った。鐘と黒剣をお手玉しつつ、道化のように舞っている。

「おいあいつだ！　何人もやられてんぞ！」

「スケルトンごときがふざけやがって！」

　ほどなく。村を一周し広場に戻ってきたアルを、家屋から出てきた数十のオークが包囲した。彼は怯ひるむことなく集団へと突っ込んでいく。
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　十数分後。喧けん噪そうと剣けん戟げきの音に恐る恐る家畜小屋から顔を出した村人の男たちが見たものは、恐ろしい唸うなり声を上げながら十数のオークと一人で戦い続けるスケルトンだ。

「ひいっ……！」

　あまりの光景に、青年の一人が腰を抜かす。

「な、なんなんだあれ……！」「オークを……倒してる？」「魔物の同士討うちか!?」

　戸口から顔を出そうとする若者達たちを、年輩の男が引き戻す。

「馬鹿野郎巻き添え食うぞ！　ありゃ死の恐怖やら痛みで狂ったアンデッドだ、ああいうのは見境なんてねえ！　あんな強えのは初めて見るが……」

「ほ、本当だ。自分の頭ブン投げてオーク倒してやがるぞ。なんてイカれてんだ……！　ああ！　嚙かんだ！　頭が嚙かんだ！　うわ、剣持ってんのに自分の肋ろつ骨こつでボコってる！」

　男達たちが恐れおののく。

「イカれてやがる……ど、どうするんだ……？」

「こ、この隙すきに逃げた方が良くないか……」

「おい女子供はどうするってんだ。こっからだと広場の反対だぞ！」

「んなこと言ったってよ……！」

　そこで口論が止まる。焦しよう燥そうにパニック状態になりかける村人達たち。

「待ちなさい」

　そこへ機を見て話しかけたのは、長い髭ひげの老人だ。かなりの老齢ではあるようだが、背筋は真まっ直すぐに伸びている。

「村長……しかし」

　不安げに返すのは年輩の男性だ。村長と呼ばれた老人は広場の戦闘を見ながら告げる。

「あの骸がい骨こつの剣士は強いがオークが多た勢ぜい。上う手まくすれば共倒れになるやもしれん。それに……」

　しばらく広場を見続ける村長。

「それに？」

　聞き返す男へ答えようとした瞬間、扉が開いた。

「……みんな！」
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「くそっ！　なんだこいつ！」

「なんでスケルトンごときがこんな強……おわぁー！」

　一瞬下がったオークの顔面に、アルの骨こつ拳けんがめり込んだ。

　拳こぶしを引き抜いたアルが、体だけゆらりと振り向く。

　首はそのままの方向へ残り、後ろから襲おそいかかろうとしたオークにけたけたと笑いかけた。

「ひえええええ……！」

　たじろぐオークを確認して、アルは殴なぐり倒したオークの顔面を鷲わし摑づかみにする。

　ざわり、とオークの間に驚きよう愕がくが走る。

　二百キラムはある成人のオークが、スケルトンの骨腕に吊つり上げられている。

「オオォォォォバァァアアアスロオオオオォウ」

　そのオークが、軽々と放り投げられる。ざわめくオーク達たちの真ん中へ。

「なんなんだ……」

　啞あ然ぜんとした声がオーク達たちから漏れた。彼かれ等らにしてみれば降って湧わいたような災さい厄やくである。命じられて小さな村を占領し、村人たちを虐しいたげて好き勝手に過ごしていたところへ狂った骨の襲しゆう撃げきだ。しかもそれが、異常に強い。

　そこへ、民家の向こうからぽとりと丸められた紙が広場に落ちた。アルがそれを拾って広げる。それにすら、緊張でオーク達たちはざわめいた。しかし。

「………………はい、しゅーりょー。お疲れー俺！　すげえ働いた俺！」

　途端に、アルが理性ある口調で喋しやべりつつ、腕関節を鳴らした。戸と惑まどいがオーク達たちに広がる。

「お、お前……トチ狂ってるんじゃ」

「いやフリだけど。そうでもしないとお前等ら、村の人たち人質にするでしょ」

　こともなげに答える。それに、リーダー格のオークが、配下にわめいた。

「っ……！　おい、女子供は！」

「もう仲間が全員逃がしてるよ。お前等が俺に夢中になってる間にな。いやあ、モテてモテて困っちゃった。骨になってから初めてモテたわ」

　ひらひらと、アルが先ほどの紙を見せつける。そこには『避難完了』と殴なぐり書きされている。

「て、てめえ！　ハメやがったな！」

「なんて汚きたねえ野郎だ！」「恥を知れ恥を！」「冷血漢！」

「ええー……いやまあ血は流れてないけど」

　自分たちを省みぬオークの野次にやや引きながらも、アルは声に凄すごみを込める。

「で、どうする。俺の同類になりたいなら手伝うぞ」

「うぐ……」

　今度はオーク達たちが気け圧おされる番だった。気付けば、広場には十数体のオークが倒れている。

　この村を占領したオークは三十九。あちこちで倒された者も含めれば、その半分以上がたった一体のスケルトンになぎ倒されたことになる。

　しかも、それで相手には有効打が一撃すらも決まっていない。

「ち、ちくしょ────！　死ねオラァ────！」

　動いたのは、副族長的な役割をしていた若く大柄なオークだ。棍こん棒ぼうを振りかぶり、躍り掛かる。アルとの体格差はまるで大人おとなと子供である。だが、

「ホ───────ムラン！」

　幅広の黒剣の腹が、気合の入った謎なぞの言葉と共にオークの腹へ超音速でスイングされた。二百二十セルに迫ろうかという巨体が、冗談のように綺き麗れいな放物線を描き、宙を舞った。

「ぐえ──────ぇぇぇぇぇ…………」

　叫び声が遠ざかり、村の境目辺りで落ちる音がした。アルがぐるぐると上腕骨を回した。

「うむ。異界の言葉らしいが、かっ飛ばす時には中々しっくり来るな、これ」

「……ひ、退ひくぞ！」

　決定的だった。リーダー格のオークが口く惜やしげに退さがる。

「で、でも命令が」

「言ってる場合か！　スケルトンどころじゃねえ！　グール以上だ！」

　状況を考えぬ部下の反はん駁ばくに叱しつ咤たで返し、徐々に後ろに退がっていく。

　退き始めるオーク達たちの前で、スケルトンが周囲に目をやる。

「おい、こいつら」

「退け！」

　動ける者をまとめ、オーク達たちは一目散に走り出す。

「いや連れてけって！」

　当然誰も待たない。後に残るのは倒れたオーク達たちとアルだ。アルはさして攻こう撃げきに気を遣つかったわけでもないが、生きている者もそれなりにいる。

「ええーめんどおい……これ全部縛しばんの？」

「助かり申した」

「お、おつかれー……」

　そんなアルへと声をかけたのは、村長とレヴァである。骸がい骨こつがそちらへと向き直った。

「どーも。レヴァもね。良くやってくれた」

「あ、はい……。疲れたわよ……怖いし。追いかけてくるあんたもマジで怖かったし」

「ふはは、『圧』っつってな、そういう技術スキルだ。敵が勝手に逃げるから便利だぞ」

　作戦は単純なものだった。アルが狂ったスケルトンのふりをしてオーク達たちを襲おそい、注意を引きつけている内に、レヴァが捕とらわれている女性や子供を助け出し男たちへ合流させる。レヴァが指示に良く従ってくれたおかげで、人的被害はゼロ。

「うむ、ぶっつけにしちゃ最高の結果だったな。レヴァちゃんナイスナイス。……でもさ、事情、話してくれた？」

　言って、アルは指骨を村長の後ろへ向ける。そこには、今にも泣きそうな表情で村長らを見守る村人達たち──老ろう若にやく男なん女によ、全員の姿があった。

「うんまあ。みんなビビってるけど。ていうかあたしもまだちょいビビってるけど」

「あらー……。やりすぎたか」

　できるだけ凶きよう暴ぼうに見せての大立ち回りである。アンデッドの見た目はやはり、それだけで恐怖の対象だ。

　村長とレヴァが村人らへと手を振る。それに、彼らも恐る恐る小屋の陰から出てきた。

「男性陣じん、生きてるオーク達たちを縛しばり上げて。それと夜が明けたらアロンダへ早馬を。こいつらを連行する応援を呼ばにゃあ。俺が運ぶのは骨が折れる」

「あんたの骨、どうやっても折れそうにないけど……なんで素手でオークＫＯできんの」

　半眼で、レヴァ。アルの指示に戸と惑まどいながらも村人たちが従って動き始める。そこへ、

「レヴァ！」

　自みずからを呼ぶ声にレヴァが振り向けば、そこには壮年の男女がいた。レヴァの瞳ひとみが揺らぐ。

「お父さん、お母さぁん……」

　レヴァが走り寄っていくが、それ以上は言葉にならない。そんな彼女を、両親が優しく抱き寄せた。

「いいんだ、レヴァ。──無事で、良かった」「立派になって……！」

「父さん、母さん……あたし、あたし……ごめんなさぁぁい」

　三人で抱き合う。家族のわだかまりは、この騒動で吹き飛んだようだった。

「へっ、泣かせるじゃないの……」

「涙出んでしょうアル殿。汚れの方をお拭ふきくだされ」

　村長が布を渡してくる。アルは礼を言って受け取りながら、冗談を返すこの老人の落ち着きを感じた。周囲の村人達たちからは、未いまだ彼へと恐れの視線が投げかけられている。

「女衆に宴うたげの準備をさせましょう。皆、夕食もとっておりませんしな」

「あ、そーだほら！　そもそもあたし物資搬送に来たんだった！　この際だからあれこれ出しちゃう！　盛大にやろ！」

　レヴァの言葉に、村人たちも沸わき立った。数週間オーク達たちに抑圧されていた反動だ。我先にと作業が始まった。
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「見張りならばそこの窓からで十分でしょう」

　宴うたげの喧けん騒そうを遮さえぎるように扉を閉じて、村長がアルへ椅子を勧めた。

「あ、ども。すいませんねわざわざこんな風に招いてもらって……怖くないので？」

　アルも一応空気は読める。いつまでも宴うたげの中央に骨が居座っていても難だと、こっそり抜け出し村入口でオークが戻ってこないか見張りをしていた。そこへ、村長が現れ村門横の小屋へと招いたのである。

「何せ助けられるのは二度目ですからな」

「さ、さーて。この馬の骨が仕事をするのは初めてですよ？」

　村長が涼しげに答える。決まり悪げにアルが頭とう骨こつに手骨をやった。

「狂ったアンデッドと見せて、貴方あなたの行動には威い嚇かく、誘導、一度の多数相手を避けるなどの戦術がありました。馬の骨には出来ぬ芸当ですな」

「う」

　見み透すかすかのような村長の視線に、アルは逃げるように左右へ顔を背そむける。

「そうと思って見てみれば、色こそ違えどその剣。五年前、魔ま王おう軍に村を占拠された折り、村を救っていただいた時のそれと同じ──」

「うへえ、参りましたー。流石さすがは元王国兵中隊長どの」

　手を挙げて遮さえぎり頭を下げるアルに、村長は笑う。知ち己きの気安さが二人の間に現れた。

「所しよ詮せんは老ろう醜しゆうの身。オークの一団ごときに抗する手段もなき体ていたらく」

　そうして、次に口にすることを意識したように居住まいを正した。

「度重なる危機を救っていただいたこと、村を代表し、重ね重ね御礼申し上げる。

　……勇者、アルヴィス・アルバース殿」




　暖炉で、木の爆はぜる音が響いている。

「……魔王との戦いで亡なくなったとお聞きした時。残ざん酷こくなことだと思っておりました」

　一連の流れをアルから聞き、村長は眉み間けんを揉もんだ。

　それを横目に、話し終えたアルが立ち上がった。音もなく歩き、扉に手をかける。

「しかしよもやこのような形で再会することになろうとは……アル殿？」

　アルは静かに、とジェスチャーを送る。

　そろりそろりと歩いて、タイミングを計り、扉を内へと引き開けた。

「うわったったった……よいしょお！」

　つんのめるようにして中へと入り込むのはレヴァだ。

　料理を乗せた皿を持ち、どうにかひっくり返さずに止まった。

「アンデッドの気配感知を素人しろうとが騙だませると思うなよ？」

「ふぎゃああああ！」

　顔を覗のぞき込こむアルに、レヴァが悲鳴を上げる。目を丸くしていた村長がため息をついた。

「ふうむ。そういう所は子供のころから変わらんのう、レヴァや」

「あは、あははは～……飲んでたらアルいないから、どうしたのかなって探してたらさ……えらい話が聞こえちゃって、つい……」

　そんな彼女の顔は夜の中でも赤い。明らかに酔っている。

「んもー……内ない緒しよね？　この話は商品にすんなよ頼むから」

「え、えへへ……はぁい」

　互いに人差し指を立て合う。シリアス終了である。

「しつれいしまーす……よっと」

　彼女は小さなお尻で扉を閉め（不作法に村長が天を仰あおいだ）、料理を机に置いた。空いた椅子にちょこんと座り、掌てのひらを向ける。上気した表情は驚き半分、疑念半分といったところだ。

「つ、続き、どーぞ、勇者サマ……の骨サマ。しっかし、どうりでバカっ強いと思ってたんだ」

　やれやれ、とアルと村長が目線を交わす。

「そういえば、あの時レヴァはもういなかったんですっけ？」

「ふむ。五年前はもう雲隠れしておった時期ですな。ある意味運が良かった」

「あー、前に占領されたって話？　あの頃、あちこち下働きで動いてたからね。後になって知ったんだ。……そっかー。そん時も助けてくれたんだ。勇者サマサイコー！　いえー！」

「えーい抱き着くな酔っ払いめ。くさっ！　酒臭！」

　かつてアルヴィスとして旅に出たばかりの時だ。この村を魔ま王おう軍より解放してから、しばらく拠点として利用した。その際に、家を一つ無償で貸してくれたのがこの村長である。

「えーと、どこまで話したんだっけ……あーそーだ。まあ、都合は良かったんです」

　村長とレヴァが揃そろって小首を傾かしげる。

「連合国軍の最前線に何年もいてあれこれやったもんで。魔王軍の十じゆう堕だ臣しんも半分倒して。変な話もたくさん来てたんですよ。婚約とか」

「……ああー。はいはい。まあそうですなあ。来るでしょうな」

　村長に納得の色が浮かんだ。レヴァはほえーという顔だ。

「連合五カ国の姫だの、貴族の娘だの、結婚が嫌いやなら養子だの、まあ要は戦後の主導権争いです。生きて帰れば面倒なことになるのは目に見えてましたねー」

「えー、勿もつ体たい無なーい。逆玉じゃんさー。ウハウハよウハウハ」

「まあ、政治とはそういうものですが。欲の無い事ですなアル殿は」

　二人各おの々おのの反応を見て、アルは自分の肋ろつ骨こつを示してみせる。

「こんな体ですが、これなら丸く収まるってわけで。実際、各国の首脳陣じんはほっとしている部分もあるでしょーね。圧倒的な主導権が握れなくなったのはどこもおんなじってね。そして勇者は英雄のまま過去になり、中身の俺は自由の身、と」

「いやはや……余人には及びもつかぬ考えをされる」

「いやいやいや村長、死んでるのにそれおかしいっしょ。この勇者サマ損そん益えき分ぶん岐き点てん見えてねー！」

　体を揺らして椅子をがたがたしながら言うレヴァに手指を振って、アルは続ける。

「この体なら飲み食いに汲きゆう々きゆうとすることもなし。そんじゃあ世のしがらみ忘れて、放ほう棄き墓地でのんびり遊び暮らそうってことで。したら、かの魔ま導どう宰さい相しようサマに怒られまして」

　ちなみに遊び道具は通販で買っていた。寒々しい墓場近辺へ商品を届けに来ると鎧よろい騎き士しが受け取りに現れるという流れは、商人の間では一種の怪談として広まっていたりする。

「あれあんただったの!?　あたし自分が届けに行く羽目になったらどうしよって思ってた！」

「『いい加か減げん働けこのニート骨』って。ひどくない？　ねえこれひどくない？　俺文字通り死ぬまで頑張ったのにさあ。なんか異界で使う無職への罵ば倒とう語らしいんだけど」

「いやでも無職は良くないわ」半眼でレヴァが告げる。勇者への幻想が死んだ目をしている。

「心躍おどる響きなんだけどなあ、ニート。でまあ、人探しも頼まれたんで。どうせなら勇者やってた頃には行けなかったところ色々行こうかなって。当時は最前線ばっかだったから」

　村長が目を細めた。

「おお。世を巡めぐられますか」

「まずは一冒険者の手の届くところからですね。あんまり目標を高く持つと良くない」

　アルは親指骨でぐっと自分を指さす。

「──骨身に沁しみましたので！」

「黒い黒いネタが黒い」

「笑うべきか判断に迷うモノを投げますなあ、アル殿は」

　村長とレヴァは苦笑。やや自信を喪そう失しつして、人差し指骨を突き合わせながら、アル。

「……働け言われた時は、この体を活いかして芸人とかもいいかなって……」

「やめときなさーい。商人として言わせてもらうけどさーあ、売れる筋が見えないわ！　客集まるどころか逃げるわ！」

「うぎぎ」

　さくっと斬きり捨てるレヴァ。やや落ち込んでから、アルは顔を上げた。

「そ、そんなわけで！　俺のことはどーかご内密に」

「ふうむ。貴方あなたが満足されておられるならば、それに越したことは無いのでしょうなあ。ご苦労は、これからも多くありましょうが、他ならぬ貴方あなた様さまならば」

「場所によっては亜人、いやさ人間同士でも差別酷ひどいからねー。女だからって足元見やがって」

　レヴァが行商中の経験を思い出したか、紅あかい顔に苦さを浮かべ焼鳥を口に放り込む。

「ま、勇者サマ──じゃない、アルならイジめられる心配はないか、実力的に」

「アル殿。老婆心ながら、一つご忠告を。

　──人は善なるものでありましょう、ですが……善なるが故に。悪所を見る目はいくらでも鋭く、細くなるものです。御気を付けくだされい」

　アルは反はん駁ばくもなく頷うなずいた。彼自身、かつて思い当たる節はあるものだ。

「とりあえずは、勇者が出来なかったことをやりますよ……また、ここからです」




　　　○




　数日後。

「あ～……う～……」

「え～……お～……」

　人骨と受付嬢が、向かい合ってぎこちない笑いと汗を浮かべている。最も、人骨──アルはそんな雰囲気だというだけではあるが。

　場所は戻ってアロンダ、冒険者組合である。

『簡単な護衛を請け負ったはずの初級の冒険者（なお骨）が、何な故ぜかオークの群に占拠された村を一人で解放してきた』

　という事態に対する反応である。




　──あれから。

　早馬で事態を知らされたアロンダの駐留軍が隊を差し向け、残ったオークを連行するのに同行する形でアルもアロンダへ戻ってきていた。

　状況はレヴァや村長ほか、村の人間から詳しよう細さいに語られ、『蠟燭キヤンドル』級冒険者アルにより村が一つ救われたという事実も認定された。




「この功績と組合本部の協議により、冒険者アルは『篝火ベルフアイア』級冒険者へ飛び級で昇格となります。そして、これを」

　カウンターにはちょこんと置かれた荷運び護衛の褒ほう賞しよう金のほかに、ずしりと重みを主張する貨か幣へい袋が鎮ちん座ざしている。国からの報ほう奨しよう金である。

「おおーう、思ったよりすんごい量！」

　アルが快かい哉さいをあげる。おおよそ、一ヶ月はお高い店で三食飲み食いして暮らせそうだ。周囲の冒険者達たちからは口笛も聞こえてくる。

「まあ、オークに占拠された村の解放なんて、本来軍隊がある程度の犠ぎ牲せいも覚かく悟ごして行うレベルのことですから……」

　ひきつった笑いを浮かべながら、受付嬢が手紙を差し出す。

「魔ま導どうフクロウが報奨金と一緒に持ってきた書状、というかこれが本題みたいなものなんですけど、このサイン……」

　渡された手紙をアルが受け取る。サインを見れば、

「フブルさんからか。ああ、えらい話が早いと思ったら」

「そ、それやっぱりフブル＝タワワト魔導宰さい相しようの印章ですよね!?」

　おののく受付嬢に頷うなずきながら、アルは手紙の封を開ける。大体内容は予想できていたが。

『いきなり派手にやりすぎじゃ馬鹿者』書き出しからこれである。

『だがまあ、これで分かったろうが。初仕事にしてこの顚てん末まつ。それがお主の性分じゃ。骨こつ髄ずいにまで入っておろうよ。せいぜいイザナ探しのついでに世を巡めぐって働くが良いいわ』

（す、好き勝手言いやがって～……手の回らん地方の治安維持押し付けてるだけじゃん！）

『何かあればこれで連絡を寄よ越こせ。だがつまらん用事で呼ぶでないぞ。儂わしは忙しいんじゃ』

　手紙に同封されていたものは、魔ま法ほうで作られた通信符が数枚だ。使い捨てではあるが、登録された相手と直通で話が出来る。

「どっちかっつったらこちらの方がご褒ほう美び本体だな」

　とアルは思う。この通信符で、下へ手たをすればレヴァの馬車が幌ほろを付けて買える。

　手紙と一緒に懐ふところの貴重品入れ──胸きよう椎ついに括くくり付つけた、文字通りの懐ふところ──へしまうアルを見ながら、受付嬢が感心したように息をつく。

「やっぱり勇者アルヴィスの仲間というのは実力も含めて本当なんですね……。オークの集団を一人で倒しただけじゃなく、まさかフブル様から直接書状が来るなんて」

「おやお嬢さん、この豪腕を疑っていたと？」

「骨じゃないですか……っていえ、疑ってなんてそんな」

「度合いってことでしょ？」

　慌あわてて手を振る受付嬢の横から口を挟んだのはレヴァだ。

「お、もう里帰りいいの？」

「仕事あるもの。もう帰り辛づらくもないし、また行くわ。いつかあそこに店持つのが目標ね」

「そりゃ大きな夢だこと。ま、骨の護ご衛えいで良けりゃまたしてやるから頑張んな」

　からかい半分の激励に、レヴァが鼻を鳴らす。

「ふふん。見てなさいよ。ま、話戻すと、世の中にはちょっと話したくらいのことを友人って言う奴やつも多いからね」

「ああ、なるほど目の前に今」

「ひどくない!?　ねえちょっとひどくない!?　一緒に頑張ったじゃない！」

　嚙かみついてくるレヴァをなだめつつ。ふむ、とアルは思案する。村長の言葉を思い出す。自分の信用は、地道に仕事で証明するというのが正道ではあるが──

　周囲の冒険者からは奇異の視線。受付嬢に冒険者のアンデッド、女行商の組み合わせだ。無理もないことではある。アルは辺りを見回す。多種多様な人種が、揃そろってアル達たちを見ている。

「そうだな、レヴァ」

　アルは呟つぶやいて、ずしりと重い貨か幣へい袋を持ち上げる。

「お、何？　くれんの？」

「あーげーなーいー。そうじゃなくて、この辺で一番でかい酒場ってどれだ？」




　　　○




「うおーい！　骨野郎ありがとよ！」「今度会ったらアタシが奢おごるわよー！」「今日の酒はうめえ！　タダだってのが何よりうめえ！」「俺は最初から分かってたぞ！　あいつは骨のある良いい奴やつだってな！」「骨だけに！」「うるせえ馬鹿！」「オラ罰ゲームだ飲め飲め！」

　乱らん痴ち気き騒ぎの店内を、アルが酔っ払い達たちの歓喜の声を受けながら歩き、外へ出ていく。

「いいの、報ほう奨しよう金をあんな風に使っちゃって」

　夕暮れ時の路上で迎えるのはレヴァだ。店内の歓声が路上まで聞こえてくる。

　アロンダ一の酒場『ヴァルハラ』、その軒のき先さきである。常日頃から賑にぎわう店ではあるが、今日は全ておごりとあって一ひと際きわの喧けん噪そうが店を満たしている。一般の客だけではない。人間の他、エルフ、コボルト、ドワーフ……要するに、冒険者組合にいた者達たちが総出でカップを傾けていた。

　聞いてくるレヴァも、エールの入った木のカップを抱えており、その頰はまたしても赤い。

　アルは既すでに旅支度を終えていた。

「こんな体だからね。あんまり金は必要ない。それに、冒険者や組合の人とは仲良くしときたい。受付嬢さんにもよろしく言っといたし」

　指骨が指すヴァルハラ店内では、彼女もカップを勢いよく空けているはずである。

「ふうん、へー、ほー。勇者サマはああいうのが好み？」

　ずい、とレヴァが顔を迫らせる。大分近い。やや目が据すわっている。

「色も一いち物もつも無い骨に絡からむんじゃありません。重ねて言うが、秘密にしといてくれよ」

「分かってる分かってる～。恩人の秘密なんて言やしないわよ……もう、次の町へ？」

「村でも言ったが、探し人がいてね。また会う時もあると思うから、その時はよろしく頼むわ」

「うん。ありがとうね、アル。その……色々。元気で！　また会いましょ！　……絶対ね！」

「それがあの世じゃないことを祈ろうな、お互い」

　馬鹿、と苦笑するレヴァが手を差し出す。手骨でそれを軽く握って、アルは歩き出した。

（……この前はアンデッドのみんなで、今回は行商の女の子か。ま、進歩進歩）

　スケルトンが夜の闇やみに消えていく。まるで本来の住すみ処かに戻っていくよう。

「ほんと……またね、勇者サマ。お礼なんて、まだまだし足りないんだから」

　酔いに浮く身体の中で、一いち抹まつの寂しさがレヴァの胸に残った。
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「ここが今回の依頼にあった遺跡かね……？」

　アルがいるのはアロンダを出て東へ二日、といった地点である。いい加か減げん夜も更ふけてきたところで、彼の魔ま力りよく視覚に入ったのは苔こけむした石柱群だった。

　よっこいしょ、といい感じに遺跡が屋根になった場所でアルが骨こつ盤ばんを下ろす。

　周囲を見回す。どうやら、百年単位で経過した遺跡のようだ。

「仕事は明日にしてっと……一応、火を起こすかな」

　スケルトンであるアルには、火による暖はあまり必要でもないが、気分は違うものだ。

「墓場にいたころはゴーストのケビンとかウィスプ君が明かりになってくれたっけか」

　アルは旅立った場所のアンデッド仲間たちを懐なつかしく思う。退治されてないといいのだが。

（俺のゲームとかも無事かなあ……はあ……もう少し持ってくりゃ良かったか）

　物思いに耽ふけりながらも、元勇者の経験上野宿の準備は慣れたものである。すぐに火が点ついた。枯木を追加して、火勢を保つ。

「一人旅ってのは静かなもんだなあ……そして暇ひまだ。携帯戦せん駒く盤ばんの一つも買おうかな」

　勇者として旅していた頃は、すぐに二人連れ、ほどなく三人と、一人でいた期間はほとんど無かった。誰とも話せないのはちょっと寂しいアルである。

「いやはや、マッピング仕事とか久しぶりだな。ちょいと景気良く奢おごりすぎたな！　まさか路銀が尽きるとは」

　未踏破のダンジョンや遺跡は、地図を作り組合へ提出すれば報ほう奨しよう金が出る。これも冒険者の仕事の一つだ。先日立ち寄った村にてこの遺跡調査の依頼を見つけ、ちょっと勇者時代の探索癖が顔を出した。丁度懐ふところも空であり、アルはこうして一人遺跡にいるというわけだ。

「む」

　──気配が来る。

　思わず剣の柄つかを握るが、魔物では無さそうである。二つ足、鎧よろいの音、生者の息づかい。

　アルはそこまで吟ぎん味みしてから気付く。

　言うまでもないが、アルはスケルトン──彼の方こそ魔物の類である。

「あ、やっべ……！」

　身を隠そうとしたが、

「すまない。こちらも野宿なのだが、火種を貸してくれな……」

「うおー間に合わねー！」

　現れたのは、鮮やかな長い赤髪に青色の目、体にフィットした白金の鎧よろいをまとった騎き士しだ。先ほどの声と、凹おう凸とつのはっきりした体つきから女性と知れた。

　暫ざん時じ、麗うるわしき女騎士とスケルトンは見つめ合う。

　多少はアルも名が売れたとはいえ、それはアロンダ周辺に限っての話だ。

「っ、魔ま物もの！」

　アロンダ以外の冒険者では、無論こうなる。彼女は即座に抜剣し、構えた。

「ですよね！　待って待って！　ストップ！　おねがい！」

「喋しやべるスケルトンだと……？」ぴたり、彼女の動きが止まった。思考している。

「お、おお……話が通じるか……？　実はですね……」

　一瞬鈍った殺気に、アルが言葉を続けようとする。しかし、

「──年季の入った個体のようだな。油断ならん。この辺りに出る野盗とは貴様のことか」

「そう来るかちくしょー！」

　とアルは歯は嚙がみして剣を鞘さやに収めた。ぶんぶか両手骨を前面で振る。

「違う！　悪いスケルトンじゃないです！　冒険者登録もしてる！」

「冒険者だと……？」

　再び動きを止めた女騎士に、こくこくとアルは頷うなずく。が、焦あせって道具袋を漁あさっても、

「ぎゃー出てこねえ！　冒険者証どこ行ったどこ行った！」

「スケルトンの冒険者など聞いたこともない……！　詐さ術じゆつを用いるとは尚なお更さら危険だな」

「んもー！　ちょっとイケるかと思ったけども！」

　この女性が旅の途中であれば、組合の通達などまだ聞いているはずもない。やむなく女の突進を迎え撃うつため、アルは立ち上がる。

　女は左右へのランダムな踏み込みからアルの右方へ飛び込み、横薙なぎを繰り出してくる。

（うへえ、結構鋭い！）

　アルは抜剣はせず、鞘さやで斬ざん撃げきを上へ流す。剣の勢いを利用し左へ転がり、荷物をひっつかむ。

「スケルトン如ごときが私の一撃を……!?」

　衝撃を受けたらしい女は、しかし続けての剣撃を放つ。それをアルは鞘さやで受け流していく。彼の剣の鞘さやは不思議な光沢を放つ金属であり、防具としての役割も果たしている。

「っ……、私の剣を片手で受けるとは！」

「いや結構苦労してるけどね！」

　言葉通りに、徐々に女の剣がアルに迫ってくる。さらに幾度目かの剣線が、ついにアルを捉とらえんとしていた。

「その首、取った！」

「危なっ」

　アルはひょい、と頭ず蓋がい骨こつを上に取り外し、その剣をかわす。女の目が点になった。
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「…………」「…………」

　アルは手骨を離してがしょんと頭を戻し、女と見つめ合う。

（とりあえず笑顔）顎あご骨ぼねをカタカタと鳴らす。

「……おちょくるかぁっ！」

（良かれと思ったのに！）

「ちょっ、貴様！　逃げるな！」

　女も立ち直り追いかけるが、差は開いていく。たき火の範囲から離れ、周囲が闇やみに染まる。




「くそっ、見失ったか……！　スケルトンがあんなに速く走るとは……。知能があり剣の腕も立ち機敏なスケルトン……。突然変異か上位種か、それとも生前がよほどの達人か。

　──どれにせよ危険だ、何としても撃げき破はしなければ……」

　数分後。アルの逃走はかえって脅きよう威い度どをつのらせた結果になり、女騎き士しは闘志に燃えていた。

　女騎士──ミクトラ・クートは手元のカンテラに火を灯ともし、夜の遺跡を歩く。

（冒険者を始めて二年……剣にはいささかの自負はあるが……やはり未熟か。討とう伐ばつ任務を重ねて『篝火ベルフアイア』には至ったが……こういう時は剣の腕だけでどうなるものでもないな）

　経験不足だけは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうなるものでもない。闇やみの中で一人、そんなことを考えていると、思考がマイナス方面に向かっていく。

（しかも、他の冒険者達たちは私の力量より、体の方に興味があるようだしな……）

　冒険者の男女比は七・三と言われる。女性特有の事情などは冒険者という人種には理解が薄いことに加え、ミクトラは有あり体ていにいって見目が良いい。高貴さ漂うかんばせに、鮮やかな赤の長髪。程良く筋肉が付いた豊かな肢し体たいは鎧よろいの上からでも好奇の視線で見られることが多い。

（経験不足の身で一人仕事を好むなど、良くは無いと思っているのだが……）

　この日も、周辺の村々に野盗が出没し、人死にも出たという調査依頼を受けての行動であった。が、長距離移動経験の浅さが災わざわいし、半はん端ぱな場所で日が落ちた。

　そうして、今の状況である。思考が現在に戻ってくるが、テンションは低いままだ。

（……見失ってしまったのはまずい。奴やつが依頼の野盗だとすれば、仲間を呼ぶかもしれん）

　月明かりはわずかにあるものの、火から離れれば夜の闇やみは深い。

　スケルトンの視覚はミクトラには見当もつかないが、人間より闇に弱いと言うこともないだろうと推測している。

「はっ……明かりなど持っていれば、こちらが不意を打たれる可能性もあるか……」

　ミクトラは小声で呟つぶやき、とりあえず見晴らしのいい場所へと移動することに決める。

「とりあえず、先ほどの野営地に戻ってみ──」

　意識したわけではなく、反応が意志を上回った。ミクトラは体を倒しながらカンテラを地面に乱暴に置き、剣を振り上げる。金属音。

「っ、来たか！」

　不意打ちを凌しのげたのは大きい。案外、剣に重さは無い。次は逃げを許さない。剣の構えを取り、襲しゆう撃げき者しやに相あい対たいする。

「何……!?」

　しかし、僅わずかな明かりに照らされたのは武装した小柄な人影──ゴブリンだ。





◆ゴブリン（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ａ。ほぼ種族全体が敵対的。会話も大半が不可能）

　小こ鬼おにとも称される亜人型魔ま族ぞく。体格は矮わい小しようではあるが武装する。群で動くことが多く、非武装の民間人にとってはかなり有害。群で小規模の村を襲い、壊かい滅めつさせてしまうことすらある。

　歴れつきとした魔族であり、魔王軍側の兵卒的存在でもある。上位種は紅あかい帽子や兜かぶとを装備する。



　勇者アルヴィス曰いわく『一匹見たら近くに三十はいると思った方がいい。あと割と個体能力差がデカいから、舐なめてかかった中級者が達者なゴブにやられて良く死ぬ』




「スケルトンの仲間か！　奴やつを呼ばない内にさっさと片づける……！」

　ミクトラが突っかける。リーチ差を活いかした牽けん制せいの突きからの斬ざん撃げきを、辛からくも盾たてで受けたゴブリンがバランスを崩くずす。勝機である。

（もらった）

　確信して踏み込む直前。脇から人影が現れる。声にならない呻うめきを上げながら、ミクトラは剣を強引にそちらへ持って行く。

　剣は辛かろうじてその人影と自分を隔へだてたが、無理な体勢が災いしたか、打ち付けられた一いち撃げきは予想以上に重く響き、ミクトラのバランスが崩れる。

（っ、私はバカか！　ゴブリンが一体で襲おそってきて『既すでに仲間が潜ひそんでいる』ことを予想出来なかったとは！　以前『勇者監かん修しゆう・世界魔物図鑑』で読んでいたろうに！）

　彼女は心の中で自分を罵ののしる。これも、経験の不足から来るものと言えた。

　倒れながら見るのは手て斧おのを持った赤帽子のゴブリンだ。

　ゴブリン二体ならまだやれる。そう自分を叱しつ咤たし、ミクトラは倒れる自分を制せい御ぎよし地面を転がる。地を手で叩たたき、跳ねるように起き上がれば既すでに赤帽子が懐ふところまで踏み込んできている。

　悲鳴を上げそうになりながらどうにか一撃をしのぐ。

（っ！　重い！　鋭い！　先のゴブリンとはレベルが違う！）

　視界の端ではそのもう一体が、こちらに横から突き込もうとしている。さらにはその反対側からもう一つ追加の人影。

（うそっ！　対処が間に合わないっ……）

　死の予感を覚えたその時。風が舞う。すかぁん！　と間の抜けた音。

「思ったより痛ぇー！」

　投げつけられたのは頭蓋骨。それが手て斧おのを振りかぶる赤帽子を打った。

「右の、やれ」

　空中に舞った頭とう骨こつからの声に彼女が素直に従ったのは、単純に余裕がなかったせいだ。

　ゴブリンが突き出す短剣を剣のナックルガードで受け流しつつ手首と腕の動きで引き込んで、即座に切り返してしとめる。

　ミクトラが修めた、攻守両面に優れたデオ流の剣技『ストライクバック』

「はっ！　はあっ……！　た、助かった……!?」

　急いで振り向けば、そこには首無しのスケルトン──アルが赤帽子と対たい峙じしていた。

「レッドキャップか。久しぶりに見るな。最後に見たのは魔ま王おう城じようの門番してた奴やつだっけ」

　自みずからの首を拾って嵌はめながら、アル。状況に比すれば悠ゆう長ちような動作だが、

（隙すきがまるで見えない……？）

　そしてミクトラは思い出す。──ゴブリン達たちの中で、武具の扱あつかいに特に練達し、複数の戦功を挙げたものは赤い帽子か兜かぶとを被る風習を持つ。それらは『赤帽子』『レッドキャップ』と称され、そこらの戦士では歯が立たない危険な存在だ。

「ギィッ！」

　そんな難敵を前に気負わぬ様子のアルに、勝機を邪じや魔まされた赤帽子が激げつ高こうして攻めかかる。

　ミクトラの目から見たその動きはやはり速い。彼女が正面で向かったとして、勝ち目は五分あるかないかと思える。

　反面、アルの動きは緩ゆるやかにすら見えた。す、と剣を動かした先に置くように振るう。

「──静しずかの剣けん『流ル留ル薙ナギ』」

　だがそれで、勝負は決まってしまった。アルの剣の軌き道どうは、赤帽子の首筋へと吸い込まれるように重なっていた。ミクトラが啞あ然ぜんとする。

「な……」

「うむ、まあまあ早かった。ゴブリンもレッドキャップになるとまあ、流石さすがなもんだ」

「あ、貴方あなたは……」

　鞘さやに剣を納めるアルへ、ミクトラが呆あつ気けにとられながらも呼びかける。

「遅くなってごめんね。弓兵もいたもんだから排除に手間取った」

「え」

　両手骨を合わせて謝るアルの言葉を理解するのに、ミクトラは数秒を要した。

「まだ敵が……じゃない。助けて、くれた……？」

「まさに危機一髪！　ってまあ、俺の髪ほぼ無いけど。──言ったじゃん。冒険者なんだって」

　マントを羽織った骨は、とぼけた様子で自みずからを指さした。

　ミクトラは、指の骨って肉がないとあんなに長いのだな……などと、半分啞あ然ぜんとした頭で思っていた。




　　　○




「じゃーん」

「これは……！」

　遺跡をアルに導かれた先で、ミクトラは遺跡内部への扉を見た。

「弓ゴブ始末してたら見つけたんだ。カムフラージュしてあったけど」

　戦闘の後。流石さすがにあの後では、ミクトラもアルに現状敵意が無いことを認めた。冒険者証も提示され、一応の納得の後にアルが見てほしいものがあると案内した先がこの場所である。

　見れば、扉下の地面にはつい先ほど開閉された跡が見える。

「奴やつらは、ここから来たのか」

「たぶんこれ、地下に繫つながってるな」

　アルの予測に、ミクトラが扉から目を離さぬまま口を開いた。

「……私は、この辺りに出没する野盗の調査依頼を受けている」

　彼女は思考する。野党の正体がゴブリンの一団ということと、出所の推測は立った。

「あ、そーなの？　なら任務達成だな。ぱちぱち」

　おどけた様子で手骨を打ち合わせるアル。鳴る音は「ぱちぱち」とは程遠かったが。

「しかし、私たちは奴やつらの仲間と戦闘を行った。今は下の者が気付かずとも、戻ってこないとなれば──」

　討とう伐ばつ隊が来るまで、野盗化した魔ま物ものが残っているかどうかは怪あやしい。予測を継ぐように、アルが答えた。

「荷物まとめてトンズラするよね。それか、開き直って大々的にやりながらトンズラ」

　魔王軍領へ、と北へ両手の指骨をやる。悪い方へ予想を修正され、ミクトラは爪を嚙かむ。

　彼女が一歩を踏み出した。扉へ。

「おいおい、行く気なの？　経験上分かるが、絶対ゴブリンがダース単位でいるぞ」

　ミクトラの頰を覚かく悟ごの汗が伝う。ダンジョン探たん索さくは自みずからに欠けている経験の一つだ。冷静に考えれば、近隣の町の組合へ届け出るのが賢明である。しかし──

「近隣の村にこれ以上被害を出すわけには……」

　ミクトラは視線を向けぬままアルを意識する。そこへ、向こうから声が来た。

「──偶然俺も、この遺跡の地図を作ろうと思ってたとこさ」

「いや、私一人では地図までは……ん？」

　疑問を覚えて、ミクトラが振り返った。

　その表情に『全くの意外』という色を見て、アルは苦笑する思いを得る。

「一緒に行こーか。ダンジョン探索は生きてた頃良くやったもんだ」

　ミクトラは思わず反論しようとして、結局口をつぐむ。先のアルの剣技を思い出したためだ。

「……私の名はミクトラ・クート。篝火ベルフアイア級冒険者だ。その、──えーと……」

「ナイスガイスケルトン・アルと呼んでおくれ」

「ああ、アル。その……いいのか」

　ためらいがちな質問に、アルはぽりぽりと頭とう骨こつをかく。

「こっちの仕事のついでだ。気にすんない」

「…………っ」

　どう考えてもついでで済むような話ではない。襲おそった相手に己おのが身を気き遣づかわれたことを悟さとって、ミクトラの顔が紅あかく染まった。

「…………民のためだ。恥を忍んで頼もう。同行してくれるか」

（民とはまた大おお仰ぎような）

　アルはその態度に冒険者らしからぬものを見る。

「相当な連戦になる可能性高いけど……やれる？」

「む、無論だ。先の醜しゆう態たいは取り返す」

「まあ、命あっての物もの種だねだ。……って、俺に言われたかあ無いだろうが。安全第一で行こう」

　アルはさっさとミクトラに背をさらし、扉を開ける。

（先ほど襲おそわれた相手に……。信用されているのか、侮あなどられているのか……おそらく、両方か）

　ミクトラは苦く認めてその後に付いた。

　アルの予測通り、扉の先は地下に続いていた。先のゴブリンが灯ともしていったのか道々の燭しよく台だいに火が点ついている。二人、注意深く扉をくぐり、階段を降りはじめる。

「先ほどの剣技」

　歩きながらの呼びかけに振り向く髑どく髏ろの横顔に、ミクトラはまだ多少ぞくりとする。

「凄すさまじい業わざ前まえだった。……師はどなただ？　流派は」

（ええ……どうしましょ。マガツ爺じいさんにゃ御お止とめ流りゆうだからあんま広めんな言われたしな……）

　黙っているアルを見て、剣士には不ぶ躾しつけな質問だったかとミクトラが思った時、

「……りゅ、流派は色んなものの混合だと思う。さっき使ったのも東国の技だし。師匠は……アルヴィス・アルバースかな？」

　アルにとっては虚実半々、ミクトラにとっては衝しよう撃げき的な答えが返される。

「あ、アルヴィス？　勇者様!?」

「しー！　しー！　静かに！」

「はっ！　……す、すまない」口を押さえて黙るミクトラに、

　アルは自分の「設定」を話してやる。その功績で冒険者登録が出来たということも。

「そ、そんなことが……。だが流石さすがは勇者アルヴィス様！　アンデッドすら受け入れる度量があったとは」

「さっきも言ってたけど、様って……」

「な、なんだ。悪いか」

「い、いや別に」

　気まずげにアルは前に向き直る。内心汗をかく思いだ。

（なんだろうねこの罪悪感！　……っと）

　そこで、アルが左腕骨を横に広げた。後ろに続くミクトラがつんのめる。

「わっ……ど、どうしたのだ？」

　答えるアルの動きは立てた人差し指骨。目を凝こらせば、アルの目前に細い糸が張っていた。

「こ、これは」

「ゴブは知能あるからねあれで。人間の背丈だと引っかかる罠わなだ。隠し矢だな……ほいっと」

　馴なれた手つきで罠わなを解除するアル。それを見るミクトラは冷や汗を拭ぬぐうのみだ。

　数分後、大きな扉がある広間に到着した。アルは広間の壁や地面を注意深く確認している。

「……何を？」

　ミクトラが思い出せば、彼は階段を降りる間も壁に触れていた。

「こーいう風な一本道の時、後ろが取れるように隠し部屋に敵がいることがある。ま、ここは遺跡利用してるから無いっぽいけど」

　そうこう言いながら、アルは、

「あ、ここ隠し物入れだ……薬草かあ」「ほいそこの箱、罠わなある。壊こわせ壊せ」「鍵かぎ見っけ……ってもうゴブ共に壊されてんじゃねえか」

　次々と仕掛けを看かん破ぱしてみせる。

「おお……。流石さすがは勇者様の仲間だ。ダンジョンに慣れているな……」

　感嘆するミクトラ。引き続き調査するアルを守るように階段と扉に注意を向ける。

「問題なーし。行こう」地図を取り終えたアルが言い、二人は扉へと向き直った。

　と、アルが自分の頭ず蓋がいを再び取り外した。ぎょっとするミクトラ。

「な、何を……？」

「ちょっとインチキを。……俺、肩に乗せてくれる？」

　ミクトラは疑問を覚えるが、しかし骨のアルは軽い。少しぞっとしながらも言われる通りに肩に彼の足を乗せると、アルはそこからさらに頭を持ち上げ、扉の上部隙すき間まから先を覗のぞいた。

「よし、パッと見敵はいないな……。扉開ける時はこの要領で行こう」

「なんというか、ちょっと反則のような……」

　注意深く扉を押し開けると、左右に部屋を持った回廊がカーブを描きつつ奥へ続いている。

　火は等とう間かん隔かくで灯ともっているが、照らし切れぬ闇やみも少なくはない。

　敵の姿はまだない。頷うなずき合い、二人は中へ入る。

「ここからは部屋も道もしらみつぶしにしまーす。ミクトラはフォローと退路の確保を」

「可能なら全ぜん滅めつさせる、ということだな……分かった」

　最初のフロアを手分けして見て回る。敵の姿はない。フロア中央で合流する。

「結構広いなあ。部屋含めたら相当の面積だ。……とりあえずここは終わり、っと」

「ふう、一息つけるか……。ところで、勇者様の仲間と聞いてから気になってうずうずしていたことがあってな」

　ミクトラが神妙そうに問いかけてくる。アルが頸けい椎ついを傾かしげると、

「……勇者様クイズだ」くわっ、とミクトラが目を見開く。

「勇者様クイズ」

　唐とう突とつな開催に、アルがややたじろぐ。

「アル、貴方あなたが本当に勇者アルヴィス様の仲間であったならば、これから出す問題に答えられるはずだ」

「な、なんだと」

「では第一問だ……ふうむ、これでいくか」

（どきどき）

　一体何を言われるものか、アルはやや身構える。

「アルヴィス様が幼少の折、生家で可愛かわいがっておられたという猫の名前は？」

（待てや！）

　アルは心中突っ込みを入れる。こんなもの、共に旅していた仲間達たちにすら話したかどうか定さだかではない。

「えーと……ムンムル」

　しかしアル自身としては悩むまでもない。とりあえず、と言ったていで答える。

「ほう……」

　顎あごへと指をやるミクトラ。この問題を即座に答えてのけたのは、彼女の記憶の中にもそう多くはない。にやりと笑う。

「……出来るな！」

「何がだよう」

「第二問だ！　アルヴィス様の初恋の相手は！」

「うぐっ……い、従姉いとこのカルミラさん……ってちょっと待ってねえこれどこで聞いたの？」

「うむ見事。ちなみにカルミラ殿はアルヴィスさま十二歳の頃ご結婚なされた」

「聞け。話を」

「アルヴィス様が好きな食べ物は！」

「ぐぬう……まるで聞く耳が無い。炒ちやー飯はんっていう東国ヤマの焼いた米料理」

「ふっ間違えたな……拉らー麵めんなる汁物だ！」「それ二位。旅の終しゆう盤ばんに順位変わったんだ」「えっそうなの……。くっ、これが共に旅した者の力だというのか！」

「うんぬん」「かんぬん」………………

「──第五十問！」

　ツッコミ疲れたアルがげんなりしつつも答え続けていると、突とつ如じよミクトラが目を見開いた。

「はっ!?」

「今度は何……」もう地図を描きながら聞くアルである。目を合わせるな危険だ。

「よく見ればアル！　貴方あなたの剣帯はメルヴィック工房の三番、アルヴィス様愛用のものと同じ型ではないか！　色まで合わせるとは中々のマニアだな！」

（この娘怖いよう）

　割と正直なところ、アルはやや引いている。ミクトラはそれには気付かずに続けてくる。この辺り、趣味の話を他人とし馴なれていない人間特有の行動である。

　実態は愛用というか、適当に丈夫なのを見み繕つくろったら最後まで保もったというだけの話だ。

「まさかこれほどまでにアルヴィス様の話に付いてこれる者がいるとは……」

　どこか清すが々すがしい顔をして、ミクトラ。アルは目を逸そらすしかない。

「仲間という真しん偽ぎはともかく、貴方あなたがアルヴィス様を敬愛していることは間違いないようだな」

「まあ、うん、ええ、はい。ほら、次行こう、ね？　敵いるかもだからクイズはおしまい」




　　　○




「くらえ肋ろつ骨こつ手しゆ裏り剣けんー」

　どうにかミクトラをなだめ、探たん索さくは続く。気が抜けるような軽いかけ声で、アルが自分の脇から浮ふ肋ろつ骨こつ（一番下の肋ろつ骨こつ）を取り外し、屹きつ立りつする土型オーガ級ゴーレムヘ投げつける。

「……！」

　それは正確にゴーレムの制せい御ぎよ魔ま法ほう紋もんを射抜き、その体を折らせた。即座にアルが突っ込む。

「動どうの剣けん『蒼ソウ天テン』」

　ゴーレムの膝ひざを蹴けって喉部を貫つらぬいたアルが、地にいるゴブリン達たちへゴーレムを蹴けり倒す。倒れる巨体に慌あわてる彼らを狙ねらいミクトラも切り込む。こちらは技を使うまでもなく掃そう討とうする。





◆ゴーレム（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]無し。製作者に準ずるため）

　魔法で作られる兵隊。形態は動物型から人型まで様々あり、最小はネズミ程度、最大は城じよう塞さいがそのままゴーレムになったものの存在が確認されている。

　しかし、やはりポピュラーなものは土や石などから作られる巨体の人型タイプである。これらは単純な物理攻撃で打倒するのは困難であるため、優秀な門番、衛兵として機能する。

　変わり種として、死体で作られるフレッシュゴーレム、各種鉱物を使い作られるマテリアゴーレムなどがあり、素材は問わないとされる。



　勇者アルヴィス曰いわく『体に書かれた魔法紋を崩くずせば強度が落ちるんで、狙うならそこ』




　魔ま物もの達たちにとってみれば赤帽子と同じく主戦力の一つであっただろう。ミクトラとて、受けて返すを主とするデオ流では分ぶが悪いかと思える相手だ。

　しかしそれですら、アルは大部屋から現れた一団を確認した直後に踏み込み、瞬時に始末してのけた。敵は奥へ伝令に行く暇いとますら与えられなかった。

（強い……！　これが勇者一行に加わる実力か）

　ミクトラは息を飲む。地下遺跡に入ってからおよそ二時間。ここまでに倒した魔物は先ほどのゴーレムとゴブリンを含めば三十を越える。仮に国主導のミッションであれば勲くん章しようものだ。

（私一人であれば、明らかに手に余っていたな……だが、得る物も多い）

　ミクトラは手て応ごたえを覚える。戦闘経験もだが、アルの剣技そのものが最高の教材だ。

　地下遺跡は最初の回廊と同じ構造が続く単純なものだが、かなりの広大さを持っているようで未いまだ最さい奥おうには至っていない。

「魔物のリーダーが奥にいるのだろうか……」

　考えるミクトラを後しり目めに、アルは魔物達たちの出てきた大部屋を調べている。

「やったぜついてる」

「え？　なに？」

「まとまった食事の跡がある。終わったばかりだ。こいつらはこの辺のフロアを担当してる奴やつらだったんだろう。これなら奥との連絡はしばらく無いかも知れない」

「奥の敵に戦闘音を聞かれていないかな」

「これまでで確認してみたけど、防音の魔ま法ほうが張られてる。野盗の中に魔法使いがいるんだろう。多分隠れ潜むためなんだろうけど、裏目だな」

　淀よどみなく行われる説明に、ミクトラはまたしても息を飲む。

（強さだけではない。彼の冒険者としての経験は、自分を遥はるかに凌りよう駕がしている）

　ことここに至って、ミクトラはアルの実力を完全に受け入れた。勇者の手助けをしたという話も、完全な法ほ螺らとは──法ほ螺らなのだが──とても思えなくなっていた。

　さらに次のフロアを確認すれば、そこは無人である。アルの言が証明された形になった。

「ところで──何な故ぜいちいち壷つぼやら箱の中まで見るんだ？　流石さすがにそこに魔物はいないだろう」

　やや呆あきれたようにミクトラが言う。アルは恥ずかしげに背骨を伸ばして誤ご魔ま化かした。

「いや、つい生前の癖で……。置いてある壷つぼとか箱とか覗のぞき込こみたくなって。あ、鍋なべみっけ」

　言い訳しつつも勇者の性さがである。家探し（？）を止めないアルであった。ミクトラは渋じゆう面めんだ。

「悪癖だな……。街ではやらない方がいいぞ」

「努力はしてる。衝しよう動どうを抑おさえてるんだいつも。さて、この辺は確認終わったな」

「それなら、少し休きゆう憩けいしないか？　流石さすがに私も少し疲れた」

「あ、そっか。そりゃ生きてる人が二時間戦い詰めは疲れるわな。そうしよう」

　アルは失念していたとばかりにかしゃりと頭とう骨こつを叩たたく。

「アンデッドは疲れないのか？」

　ゴブリン達たちの利用していた野営跡を利用して、ミクトラはやや苦労しながら火を起こす。

「まァ、疲れるというか……別の意味で休きゆう憩けいは要るね」

　アルは荷袋を持って来ている。座り込みながら中身を取り出す。

「アンデッドは魔ま力りよくを用いて動いてる。激しく動く……戦闘行動を取るなら、それは夜でも大気中から吸収できる魔力を越える。普通のスケルトンは戦闘が終われば結合を解いて『眠る』けどね。まあ……俺も魔力切れはあるし休憩して悪いことはないわな」

　ミクトラはふむふむと頷うなずく。アンデッドの生態については、誰も積極的に調べようとしない上に、死し霊りよう術士が基本秘密主義なのであまり知られることがない。

「そういえば……勇者様には一般に知られる老剣士マガツ殿、大魔導師フブル様の他にもう一人の仲間がいたと聞く。ここからは噂うわさでしかないが、元は死し霊りよう術士で、勇者様の仁じん愛あいに触れ光の道──神官の資格を得たと聞くが。貴方あなたの術者はそのお方か？」

「ええと……良く出来たお話ですねとだけ言っとく……」

「ふむ。やはり噂うわさは噂うわさか。ところで……それは何をしているんだ……？」

　アルが引っ張り出しているのは、前のフロアで倒した大コウモリである。飼い慣らされていたのか利用されていたのかその牙きばと爪で襲おそいかかってきた。

「具合良く鍋なべも見つかったんでね。血抜きしといたこいつでちょっと料理を」

「た、食べるの、それ？」

　思わず叫んでから、ミクトラは大コウモリをてきぱきとさばくアルをまじまじと見て、気付く。彼は骨だ。

「私が!?」

「携帯食何持ってる？　俺常備はしてないんだ。胃袋無いし」

　皮を剝はぎ、肉を切り離して火にかけた鍋に放り込む。

「ねえ私の話聞いて！」

「お、ピクルスあるじゃないの。でかした！」容よう赦しやなく鍋に叩たたき込こむ。

「あ、あ、あああああ……大丈夫だろうな!?　本当に食べられるんだろうなこれ!?」

「さらにここに、原材料名は法に触れるから言えないが魔ま国こく産の特製調味料をだな……」

「なんか増えたぁ……」




　──数十分後。大コウモリの肉と酢漬け野菜の炒いためはきれいに無くなっていた。

（美お味いしかった……）

「魔物食は長期間のダンジョン攻略では避けては通れぬ道……どうか馴なれてほしい」

　顔を覆おおうミクトラをよそに、アルは厳げん粛しゆくにそう言って片づけを始める。

「あの種は獰どう猛もうなクセに果実を食料にするタイプだからね。食用に向くんだよ。たぶんどっかに地上に通じる穴とかあるんだろーね」

「貴方あなたが旅慣れてるのはよーくわかった」

　はあ、とミクトラはため息をついて、顔を上げる。

「こう言ってはなんだけれど……貴方あなたも食べていたけれど、意味あるのか？　というか口から入れてどこへ消えたんだ？」

　共に食事を取っていたアルに持っていた疑問を、ミクトラは口にする。

「食い物を魔ま力りよくに変換する魔法式を組んだ」

「魔法まで使えるのか……」

「練習したんだぜ？　それ使う魔力と食い物を変換した魔力。ま、大した魔力補給にはならないけど、差し引きプラスにはなる」

「その……味は？」

「味覚を再現する魔法も一緒に使うと、赤字かいいとこトントンにしかならないんだよね……。だから、食事を楽しめる状況でしかやらない」

　会話をしている内に、アルは食事の片づけを済ませてしまっている。

「貴方あなた、生きてる時はどういう人だったんだ？」

「あんまり面白味のない人間だったよ。遊びも大してやらずに一つのことしか考えてなくて。──結局、そのまま死んじまった」

　君は？　とアルの視線が求めた……目玉は無いのだが。

　きょとんと彼を見返したミクトラだが、軽く笑って語り出す。ここまで来て、何を隠すわけでもないという気持ちになった。

「私は……その、元々、エインの貴族の出でね。知らないかもしれないけれど、ランテクート家。本名はミク＝ト＝ランテクート」

「割と大きな家じゃん！　昔大臣もやってた」

　アルが生前に何度か聞いた名だ。なにせ、当時は連合五カ国全ての王族と会ったことがある。

（どうりで妙に民だのなんだの、使命感が強いと思った。正しく貴族ってわけだ）

　だがミクトラは自じ嘲ちよう気味に笑った。家を思い出すと、苦いことも脳のう裏りに浮かぶ。口調もやや、ただのお嬢様だった頃のそれに戻る。

「今は権力からは遠いものよ。昔の両親には男子もいなかったから、親は私に一つの縁談を持ってきた」

「ほほう。えんだん」身を乗り出すアル。

「勇者アルヴィス・アルバースと結婚しろって。最悪側室でもいいからと。勇者の子を家に貰もらえれば、と考えたのね」

　アルが肩けん甲こう骨こつからコケた。そのままぷるぷると震ふるえる。

（ランテクートさぁぁん！　そういうの早めに俺に言え！　生前に！　直接！　姿絵持って！）

「どうしたの？」

「い、いやなんでもない。それで、今冒険者なのはどうして？」

　ミクトラは照れ臭げにする。

「そのね、笑ってくれて構わないんだけど。当時の私はまんざらでもなかったの。勇者様の冒険譚たんを耳にするたび、一度だけ王都で遠目に見たあの人の姿に焦こがれていた。ただ……」

　表情が曇る。アルが察して、言葉を継いだ。

「あー……勇者は死んでしまった。魔王と相あい討うって」

　ミクトラが頷うなずく。

「丁度その頃。弟が産まれてね。そうなってくると私は適当な家に輿こし入いれということになりかねないでしょう？　だから、いっそのことと思って、家を出た」

「跡継ぎがいるとはいえ……良く許してもらえたもんだ」

「いえ、未いまだにもめてはいるんだけど。大きな功績でも立てないと認めてはくれないでしょうね……。そろそろ家から追手が来るかも」

　ミクトラの表情は晴れない。

「勇者様のように人の助けになれればと思うけど。それは貴族の理念にも適かなうでしょう？

　でも現実は、というとね。女ということで妙な扱あつかいをされることもあるし。……何より、今回で実力不足を思い知らされた」

　アルとしては、そこまで深刻に考えることでもないとは思うが、そんなことを言ったところで慰めにもならないだろう、と判断する。

（でもまあ、俺の責任もちょびっとはあるよなあ、これ）

　そんなことを考えながらアルはミクトラを見ている。と、そこで彼女は笑った。

「何だかおかしいね。他の誰にもこんな話はしたこと無かったんだけど。貴方あなたの風ふう体ていのおかげかも知れない」

　アルは不思議そうに髑どく髏ろを傾けた。

「男だの女だの人間関係だの、ましてや家の都合とか。私の悩みなど、貴方あなたを見ていると軽いもののように思えるよ」

「単なる骨だぜ？　俺。いやまあ物理的には軽いんだけど」

「単なる骨は死んでまで人を助けないでしょう。なるほど貴方あなたは確かに、勇者様と同じ志を持つ仲間なんだろうね。それはもう疑わないよ」

　アルは焦あせってそっぽを向く。それを照れていると判断したミクトラは楽しげに笑った。




「──よし。そろそろ行きますか」

　しばしの休憩の後、アルが腰を上げた。

「ああその、アル……」

　ミクトラが防具を付けながら、やや照れくさそうに声をかける。その顔には既すでに曇りはない。

「さっきはありがとう。話を聞いてくれて。何だかすっきりした」

「ええと……まあ気にするな。たぶんもう二フロアくらいで最深部だし、もう一踏ん張り」

「そんなことも分かるのか？」

「これまで道は平へい坦たんで、回廊のカーブは一定で、上から見れば円を描くように作られている。角度と距離的にもう少しで一周する」

　アルが描き続けていた地図を指し示す。ミクトラはこれまでを思い返しつつ納得する。

　二人は無人の次のフロアを抜け、立派な扉の前に立つ。この扉は上部の隙すき間まがない。二人、軽く頷うなずき合う。緊張感と共に、扉を注意しながら僅わずかに開き、中をのぞき込む。

　扉の先の空間に巨大なキメラがいた。

　そっと扉を閉めた。

「思ったより近かったっぽいね、最深部」「そうだな」

　二人してどっと汗をかく（アルは気分だが）。

「キメラかー……」

「初めて見た、私」思わず素すが出るミクトラだ。

「しかも実に見事な個体だったな……。作った奴やつ結構なやり手だぞあれ」





◆キメラ（人類敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｅ。基本的に創造主次第のため。Ｅは野の良らの場合。野生の獣と同じ）

　魔ま法ほう生命体の一種。自然の生物ではなく魔法技術により作られた生命。

　二種以上の動物を合体させ、かつ生命活動を維持せねばならず、作成者には魔法の腕だけではなく高等な生物学の知識も要求される。およそ魔法生物においては最高峰の代物である。

　戦闘力は使用された動物と作成過程による強化次第だが、愛あい玩がん用から竜りゆうに近いレベルの力を持つ個体まで過去には記録されている。また、掛け合わされた生物の生命力が加算される性質を持つため凄すさまじく耐久力が高い。頭を全て潰つぶされるまで死なないとも言われる。

　なお、上う手まく作りすぎると完全に一個の生物として自活してしまい、野生化するのが社会問題となっている。



　勇者アルヴィス曰いわく『昔見た猫と鳥の奴やつは凄すごい可愛かわいかった。嚙かまれたけど』




「チラッと見ただけだけど、獅し子しと大だい蛇じやと……何かも一つ頭っぽいの見えたな。しかも体全体肥大化してる。体長で五メルはあるぞ」

「尾の大蛇を含めたら軽く十メル……」

　アルが顎あごに手を当てて唸うなる。あのサイズで生きていられるとすれば、

「体自体が魔力強化されてる可能性もあるか……」

　そうなれば、危険度はさらに一段階上がる。非常に面倒な相手だ。

「ミクトラ。危険で悪いがフォローを頼む。キメラは相手にしなくていいから、周囲にいるだろう小物を俺に寄せないようにしてくれ」

「……帰れと言われなくて安心したよ」

　ミクトラは恐怖を感じていたが、それを客観視する。

（大丈夫、ゴブリン相手なら……赤帽子であろうと防ぼう御ぎよに徹すれば、やれる）

　息を一つついて、

「アル、貴方あなたこそ、あのキメラを倒せる算段があるのか」

「ま、勇者と狩ったことは何度もある。何とかするさ。行こう」

　ミクトラには疑う余地はなかった。頷うなずく彼女に、アルは扉を蹴けり開く。

　素早く踏み込めばそこは、先ほど目に入れた空間だ。これまでのフロアでは、回廊の左右にいくつもの部屋が配置されていたが、ここはぶち抜きの幅広の通路となっていた。

　その中央に座り込んだキメラが、アル達たちを睨ねめつけている。周囲には一匹のゴブリンと、犬型とおぼしきゴーレム、小型の空飛ぶ目玉コウモリがそれぞれ数体。

「赤帽子が一匹か……」

　ミクトラに緊張が走る。ゴブリンは、体格に不釣り合いな長剣を持った赤帽子だ。

　赤帽子達たちもアル達たちを認識し、叫び声を上げて戦闘態勢に入る。ゴブリンの叫びに反応してか、キメラも立ち上がる。

　アルとミクトラはキメラの咆ほう哮こうを予感した。しかし。

「おのレ！　我々の計画を察知したか人間どもメ！」

「はっ!?」「え？」

　まさかの人語による声。

「キメラの肩に……ゴブリンの上半身？」

　ミクトラがあっけにとられたようにつぶやいた。アルが、表情筋があれば渋じゆう面めんを作ったであろう声音でぼやく。

「じ、自分を合成したってのか……キメラに。……いやまあ人の事言えねえけど何考えてんの」

「魔ま王おう様崩ほう御ぎよによる戦線の後退から取り残さレ、この遺跡に潜んだ我々をよくぞ見つけだしたと言っておこウ！」

　そんな二人の驚きよう愕がくに全く頓とん着ちやくせず、キメラ改めゴブキメラがわめく。

「しかし！　我が研究はここに完成を見タ！　この私を組み込んだ知性あるキメラ！　この力と我が軍勢デ、貴様ら人間をここから魔王領に到いたるまで皆殺しにしてくれようゾ！」

「………………」「………………」

　そのような計画が、と戦せん慄りつする気持ちはあったものの、アルとミクトラは思わず黙り込む。

「ムハハ！　この恐るべき未来に言葉もないようだな人間！　とその手下のスケルトンめガ！」

「いやその」「なんというかだな」言い辛づらそうなふたり。

「……こいつらがここまで来てるってこたあ、他は全ぜん滅めつだろうよ」

　ゴブキメラの背後からも、流りゆう暢ちような人語が届いた。後方にいた赤帽子だ。ゴブリンにしては長身の体にしてなお不釣り合いな長剣を持っている。

「エ」

　たっぷり数秒、気まずい沈黙が満ちた。

「…………ヌハハハハ！　我々二人だけであれば却かえって人間領から出るのも楽というものダ！」

「あ、めげねえこいつ」「心が強いな」

「やかましいわ死ねィ！」

　激げつ昂こうしたゴブキメラがいきなり雷の中位魔ま法ほう──『ストライクボルト』を放ち、アルとミクトラは左右に別れた。

（っ、本人の性格はさておき凄すさまじい……！　私がまともに受ければ一いち撃げきだな）

　巨人級ゴーレムすら通れそうな扉が軽々吹き飛んだ。ミクトラは戦せん慄りつする。

　周囲に放電が舞い散る中、即座にアルはキメラに突っかける。小型竜りゆうに迫るサイズの猛獣が持つ爪が、空間を裂さいた。

　赤帽子と魔法生物達たちが巻き添えを恐れ離れる。その内もっともキメラから離れた個体へミクトラは攻めかかっていた。飛び回られる前に目玉コウモリを両断。

（犬型であれば強度はさほどでもない。赤帽子と相あい対たいする前に、少しでも数を減らす……！）

　一方、アルはキメラの爪そう牙がを避け、受け流し、反撃で四し肢しの末端を切り裂く。しかし、

「かゆいワ骨ガ！」

　深手に至らない。キメラの体を保持する魔力が、キメラ自身の筋力と相乗効果を起こし強きよう靱じんさを増している。

　かつて勇者アルヴィスだった時は魔物を合成したキメラの上位種をも単独で倒したが、

「生きてる頃に比べりゃ何もかも半分程度だしな……っと！」

　爪との時間差で尾の大だい蛇じやがアルを向き、目に向けて毒液を吹きかける。

「避よけてっ!?」それを横目で確認したミクトラの声が響く。しかし、

「スケルトンになっていいことその一！　そーいうの効きかない！」

　単純な腐食性のものを別にすれば、アルに毒は効かない。腕で直接払い、蛇頭を切りつける。しかしこれも、蛇じや鱗りんに阻はばまれ顎あごを傷つけるにとどまった。

　そこへ、至近からゴブリン頭の『ストライクボルト』が飛んでくる。

「かぁっ！」

　気合いの声とともに、一いつ閃せん。アルの剣が非物体であるはずの電撃を弾はじき飛とばした。それは脇でミクトラを狙ねらおうとしていた犬型ゴーレムを吹き飛ばす。

「馬鹿ナッ！」

「うひょお、ツイてる」

　一方。ミクトラはそれを遠目に確認して、

「毒液は効きかないわ雷を跳ね返すわ、どうなってるんだ彼は……」

　呆あきれつつ、怯ひるんだ犬型ゴーレムをさらに一体斬きり捨てるミクトラの前に、赤帽子が立つ。

　長剣をだらりと垂らした力を抜いた構えで、赤帽子はミクトラを見た。

「嬉うれしくなってくるね。やるじゃねえかお前等ら」

「──貴様らは人語を操あやつれるのだな」

「ま、長いこと戦いくさ働ばたらきなんぞしてるとな……が、話せば分かるとか思うなよ」

　そして、ミクトラへと切りかかる。剣に振り回されるような動き。

「ぐっ!?」

　しかしそれには鋭さ、重さ。質実が備わっている。どうにかミクトラは受けて、蹴けり返す。それも赤帽子は舞うような動きで回避した。

「おう、やっぱ良いい腕だぜお前。俺はヘリャル。──まあ俺としちゃ、大将とは違って戦えれば何でもよくてね。楽しく戦ろうや」

　ミクトラは未いまだ痺しびれる手を振った。

「この剣腕……ゴブリンの分際で、とは言うまい。ミクトラ・クートだ」

　ゴーレムと目玉コウモリの視線がミクトラへ向く。目玉コウモリの一体がアルの元に向かうが、流石さすがに追いきれない。

「デオ流の精しん髄ずいを見せてやる。来るがいい」

　その状況を横目で見ながら、アルは飛ぶ。

　狙ねらうはキメラの首筋だ。獅し子しのたてがみを摑つかみ、魔ま法ほうを弾はじかれ動揺したゴブリン頭を蹴けり飛ばす。そのまま殺意を送った瞬間、

「させるカアッ！」

　ゴブキメラがその巨体をローリングさせた。だが、アルはその時中空に飛んでいる。

「殴なぐり合いは素人しろうとだな──動剣『蜻蛉トンボ』っと！」

　落下の勢いを加えた強烈な一いち撃げき。キメラの尾大だい蛇じやを根本から叩たたき斬った。

「んギャ────────!!」

「んでさらに、こ・う・だッ！」

　のたうつ大蛇を摑つかむアル。骨とは思えぬ腕力で投げつける──ミクトラとヘリャルの方へ！

「「っ！」」

　慌あわてたのはふたりだ。ヘリャルは危うく飛とび退のいたものの、ミクトラに飛びかかろうとしていた犬型ゴーレムが五メルを超える図太い鋼線のような蛇体に激しく打ちつけられる。ミクトラにはギリギリで当たる位置ではない。

　ふたりの間を大蛇が横断し、そして犬型ゴーレムを巻き込んで行き過ぎる。瞬間、

「「────！」」

　二人が交差する。互いの振り切った剣が、ミクトラの肩を、ヘリャルの頰を浅く裂さいた。

（鋭い！　僅わずか怯ひるんだ分浅くなったか……！）

「ハッハ！　お前恐怖ってもんがねえのか！　それとも俺の剣が甘いか!?」

　反転し向き直る途中で、ヘリャルは大だい蛇じやとそれに巻き込まれた犬型ゴーレム達たちを確認する。完全に砕くだけていた。大蛇も、その目に光は既すでに無い。

（こりゃいよいよこの隊も終わりだなァ──なら、好きにやるかね！）

　ヘリャルの刃が再び走った。しかしそれは、ミクトラへ飛びかかる目玉コウモリへだ。その羽が切り裂かれて地に堕おちる。眉まゆをひそめたミクトラへ、ヘリャルが笑った。

　両者が再び構えを取った。剣けん戟げきが始まる。

　アルからも、打ち合うふたりは見えた。しかし、大蛇を投げた隙すきを怒り狂ったゴブキメラに突かれ、壁かべ際ぎわに追い詰められた。ゴブキメラの爪を流す。牙きばから逃れる。そこへ『ストライクボルト』が飛来する。打ち払う余裕は無く鞘さやと剣で受けた瞬間、視界が赤に染まった。

「火葬してくれるワァァァァッ！」

　ファイアブレス。ゴブキメラの切り札とも言える一いち撃げきが獅し子しの口から吐はき出された。

「ぬおお……！」

「これはッ！」

　部屋全体を照らす光と高熱に、剣を振るミクトラが声を上げる。

　アルはマントで炎を受けている。勇者時代の様々な耐性魔ま力りよくを込められた伝説級の逸いつ品ぴんだが、それでも減げん衰すいしきれない熱が骨中を蝕むしばんだ。

「ぜえぜエ……ムハハハハ……勝負あったナ……」

　ゴブキメラの息も絶え絶えな哄こう笑しようの中、火炎が吹き去った跡には膝ひざを付くアルの姿。

「あっつう……」

　そこへ、最後の一体となった目玉コウモリが飛来する。これまで介入できる戦力ではないと見ていたが、アルが弱ったと見るや口を開けて急降下する。

　しかし。アルの眼孔に蒼あおい焰ほのおが灯ともる。目玉コウモリを見もせずに、アルの左手が鷲わし摑つかんだ。

「魔力消費考えるとやりたくなかったが……」

　──そのまま、あろうことか自分の口へ持って行く。

「俺が予想以上にびっくりするほどヘボい！」

　目玉コウモリの直径よりも大きく開けられた髑どく髏ろの顎あごが、目玉を咬かみ千切る。魔法生物を動作させる魔力が、僅かながらにアルへと吸収される。

「味分からなくて助かるわ……あと調子に乗んなよお前！　いくら俺が骨でも熱いだろうが！」

「キ、貴様、何をしていル！」

　たじろぎながら、魔法とファイアブレスによる消耗から立ち直ったゴブキメラがさらなる攻撃を構える。

「堕だ竜りゆう魔ま力りよく、起動」

　対して、小さく呟つぶやいたアルより黒の炎が立ち上る。

「蓋を開けよ。浸食を許可する」

　ゴブキメラの瞳ひとみが困こん惑わくの色を映した。材料に使われた獣の、野性の勘かんが警けい告こくする。

「なんだありゃあ……魔力駆動マナドライブか。しかしあの色は」

　ミクトラと打ち合うヘリャルが、帽子の下で目を見開いた。

「廻まわれ。堕おちた竜王の牙きば。その毒。その邪よこしま。その魔。我が死の影が行く先に暗い光を灯ともせ。

　────死がもたらす死の道標となれ」

　炎はアルの胸より出いでて全身に回る。体に収まり切らぬと言わんばかりの黒炎が軽けい鎧よろいのようにアルを覆おおい、さらに上へと炎の如ごとく立ち上る。

　髑どく髏ろの黒騎き士し。
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「「「……………………！」」」

　現れたのはそのような存在だ。その姿を視界に納めた瞬間、この場全ての存在が、自分の死を幻視した。

「くっ、くたばレェェエエッ！」

　しかし、恐れを振り切りゴブキメラが爪を振るう。同時に放たれる『ストライクボルト』

「よっこいしょ」

　対するアルが剣を無む造ぞう作さに斜め上へ振り抜いた。それはキメラの爪を正面から迎え撃うつ軌き道どうであり、また『ストライクボルト』にも当たる軌道であった。

　結果は劇的だった。一瞬の黒い波が走り、キメラの腕が爪先から根本まで吹き飛ぶ。『ストライクボルト』が石けつ鹼けん泡あわの如ごとく吹き散らされる。剣の軌道前方にあった獅し子し頭あたまとゴブリン頭が、まとめて半なかばまで切り裂かれた。

「静剣──『瀑バク布フ絶タチ』」

　発声器官を失ったゴブキメラが声も無く巨体をねじれさせ、くずおれる。轟ごう音おん。

「おいおいマジか……」

　ヘリャルの啞あ然ぜんとした声。思いはミクトラも同様だ。

　アルが言っていた。魔力を体に流して自分自身を強化する。あのキメラもやっていたことだ。だがそれを彼が行うと、ああまで次元の違う力が出る。

　そこでアルの全身から黒の炎が消え、同時にゴブキメラの全身から力が抜け、息絶える。

「よ──し、勝ち……！」

　ガッツポーズを決めるアルがミクトラとヘリャルの方を見る。

「で、お前さんどうするよ。──そろそろ参ったしない？」

　──状況は完全に決したように見えるものの、実の所アルも魔力がもう残り少ない。これ以上の戦闘は出来れば避けたいのが本音であった。

「冷めるこというなや髑どく髏ろの戦士。せっかくだからお前の剣も楽しませろ」

　ヘリャルはミクトラへ刃を向ける。

「こいつとのケリの後にな」

「ヘリャル……」

　眉まゆを寄せて、ミクトラ。

「もう全員おっ死ちんだろうが、ここの奴やつらとはかれこれ半年以上の付き合いだ。アーインとはもっと長いしな。──ああ、もう一人の赤帽子な。いたろ？」

　アルがむ、とうめく。

「俺が斬きった奴やつか。中々のゴブリンだったよ」

「別に恨うらむ筋もないがな。人間殺したのはこっちが先だ。ま、後は俺の欲だな」

「良かろう」

　答えたのはミクトラだ。

「アル。ここは私に。捨てたとはいえ元は貴族の端くれだ」

　エイン王国にしろ他国にしろ、貴族とは元々武ぶを持って国を建てた者達たちの末まつ裔えいである。その出しゆつ自じを忘れた家も多いとはいえ、

「戦士の声には応こたえたい」

「おうおう、途中だもんな。そう来なくちゃ！」

　両者が構えを取る。共に上段。数秒、息の詰まる沈黙が場を支配した。

　ヘリャルが回転、跳ちよう躍やくする。重さではミクトラの上を行く剣が斜め上から飛来する。

（受け太だ刀ちは体勢が崩くずれ追つい撃げきを許す。避けるはさらに奴やつの回転剣術の勢いを増す結果となる。これまでに数度繰り返した流れ──ならば）

「『センタフォール』」

　──正中線。デオ流における基本にして奥おう義ぎの一つ。真まっ直すぐに振り下ろされる剣は斜め上から迫りくるヘリャルの剣に衝しよう突とつする。

　最短を行く剣は円を描く剣に到達速度で勝り。重力に完全に正しく振り下ろされる剣は、僅わずかなりとも横の軌き道どうを持つ剣を己おのが軌道に従わせる。──東国においては切きり落おとし、もしくは合がつし打ちと呼ばれる、自みずからの恐怖を制せい御ぎよした者のみが可能となる極意である。

　回転による重さ早さもまた力の道理ではある。だが今回においては、垂直落下という力の道理がそれを従わせた。

　ぎんっ、と澄んだ音が響く。ミクトラの剣はヘリャルの剣を打ち落とし、またヘリャルの鎖さ骨こつから胸にかけ、鎧よろいを断ち紅あかい線を刻きざんでいた。

　アルが安あん堵どするように肩けん甲こう骨こつを下げた。

「──ぃよし。おみごと」

　血で濁った声で呟つぶやき、ヘリャルが地に伏す。ミクトラが居住まいを正し、残心した。




　　　○




「お、あったあった。組織行動してるなら付けてると思ったんだ」

　最深部のフロアからは、円形を描いていた通路の中央部へ続く扉があった。そこは研究室のような作りになっており、雑多な資料や器具が散乱している。

　アルがぱんぱんと叩たたく紙束は、部隊の記録簿だ。机の上に広げる。

「魔ま国こく文字は久しぶりだな……さてさて」

「なんと。読めるのか？」

「ま、昔取った杵きね柄づかって奴やつだな。勇者と一緒にいるとね」

　一通り目を通すアル。ややあって、腕骨を組み合わせた。

「だいたいあのゴブキメラが言った通りだな。取り残された部隊が戦力を蓄えていた……」

　この遺跡は、かつて神がまだ近かった時代、彼らとの交信や召しよう喚かんの用途に造られた神殿だった。それをあのゴブリン部隊が研究・再利用し、キメラの材料や戦力を召しよう喚かんしていたのだ。

「壊かい滅めつさせといて大正解ってとこか。野盗どころじゃない。何百人死ぬところだ」

　結果論ではあるが、ゴブリン達たちをここで潰つぶせたのは大きな幸運と言えた。彼らが進しん撃げきを開始したなら、村の二つや三つ壊滅してもおかしくはなかった。歴戦の経験を感じさせるアルの言葉に、ミクトラも頷うなずく。

「──そうだな。奴やつらには災難だったろうが、民の安全が守られた。それをこそ喜ぶべきだ」

「ところでミクトラ」

　と、そこでアルが頭ず蓋がい骨こつを下げた。

「助かった。ありがとう」

　慌あわてたのはミクトラだ。

「何を言うんだ。助けられたのは私だ。貴方あなた一人でも何とでも出来ただろう？」

「いやあ、俺にゃ残魔力って弱点があるから。キメラに加えてあの集団になると、完全に一人だったら辛つらかったかも知れない。だから本当に助かったのさ」

　アルが手を差し出す。

「だから、感謝するよミクトラ・クート。出来れば、冒険者仲間としてこれからも仲良くしてくれると嬉うれしい。……骨が嫌いやじゃなければだけど」

　弾はじかれたように、ミクトラはその手を取った。

「！　……も……もちろんだ！」

　アルの骨ばった……というか骨そのものな手を臆すことなく両手で摑つかむ。

「私もあまり冒険者に友達がいなくて……！　迫ってくる奴やつを思わず叩たたきのめしたりもしてしまって……」

「君お嬢様じゃなかったっけ!?」

　ミクトラにとっては、性差を気にせずつき合えるという点が何よりも嬉うれしい。さらには確かな実力を有し、敬愛する勇者を手助けしたという経歴だ。あと、趣味の話も存分に出来る。

　嫌いやも応おうもないというものだった。手を握ったままきゃーきゃーと飛び跳ねながら、アルの上腕骨までがぶわんぶわんと揺れていた。

「骨が！　骨が外はずれる！」

　揺れるアルが悲鳴をあげつつ、記録簿をミクトラへと渡す。

「悪いが、組合とかへの報告とかはそっちでやってくれないか。報ほう酬しゆうとかあれこれは君が全部取っていい」

「な……攻略の大半は貴方あなただろう？　そちらの名誉のためにも承しよう服ふくできんぞ！」

　アルには予想できていた反論であった。今日一日だけの付き合いではあるが、ミクトラの性格は大体把握していた。すなわち、生き真ま面じ目めで、人が良く、頑固。

（良いい意味で良いいとこの娘だもんなー……）

　とはいえアルがそう言うには理由もある。

「俺この間、場の流れで少し手荒く稼かせいじゃってさ。その直後にこれだとちょいと人目を集めすぎる。もう少しは落ち着いて世の中回りたいんだ。俺は、地図の報ほう奨しよう金だけで十分」

「しかし……」渋るミクトラに追つい撃げきする。

「じゃあほら、友達に一つ借りだとでも思ってくれ。いつか返してくれりゃあいいさ。友達ってのはそういうもんだ」

「むぐ。……そ、そうか。友人はそういうものなのか……えへへ、友達……」

　言い包くるめられるミクトラ。このお嬢様、友人関係の経験値が無さすぎである。

「そうそう。友達だしな。友達だから道すがら魔力駆動マナドライブのコツも教えてあげよう」

「何！」

「骨だけにコツを」

「あの凄すさまじい技をか！　本当か!?　うわー、うわー！　友よ！　いやさ心友よ！」

　完全にスルーされた。




　　　○




　二人が去った後。遺跡はいくつもの死をはらんで静寂に包まれていた。

　一体の大おお蜘ぐ蛛もが遺跡上部の小さな空くう裂れつから現れた。しばらく観察するように、宙空を飛ぶように動き回る。

　蜘く蛛もは扉に近づき──霧のようにそれをすり抜けた。次の部屋へ、また次の部屋へ。そうして、最後の部屋までやってきた。

　しゅるり、と蜘く蛛もが姿を変えた。人の姿へ。

「おやおや。……これは期待外れ。いやまあ、逆に言えばむしろ手間が省はぶけたかな？」

　人影は三日月のような口を開けてその腕を左右へ広げた。そこから、霧のように闇やみが流れていく──。
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[image: 三章　元勇者、子育てをする]

　ゴブリンが巣食っていた遺跡からさらに東へ徒歩で数日。港町セクメル。アルの出発点である墓場には逆に近づいた地点にある町である。

　広大なセケル海を臨み風光明めい媚びとして知られ、多くの漁船、白が映はえる建築物が見み物ものの町。

　豊富な漁獲量を誇る漁業と観光業、そして港を利用した交易が町の主な産業だ。鮮魚も交易も、莫ばく大だいな富を産む。鮮魚は富裕層の好むところでもあり、魚専門で運ぶ業者も存在する。

　そのため町の規模は大きく、貴族街、庶しよ民みん街、商人街を兼ねた市場、旅行者・交易船を目的とした旅館・盛り場を持つ歓楽街、さらに東西に貧民が暮らすスラムまでもがある。

　定住者の他、港から来る者達たちが集まる歓楽街と港の活気は大変なもので、早朝から深夜まで人の声が絶えることはない。

　しかしそんな町で、アルは迫害のただ中にあった。街中においても、

「ひっ」

「う、うわっ、化ばけ物もの！」

「ちょっ、来るな、来ないでくれ！　金はそこに置け！」

「……お断りだ」

「大変申し訳ないのですが、余よ所そを当たっていただけませんか……」

　こんな具合である。

「ううう、こんな扱あつかいはじめて……」

　地面に手を着き、しょぼんと黄昏たそがれるアル。野の良ら犬いぬが寄って来て、尺しやつ骨こつをなめた。

「お前、慰めてくれるのか……ってこれ違うな。腕骨持ってこうとしてるな。犬まで厳しいのかよここ。止めろコラ」

　路地裏で犬と格闘する骨がそこにあった。道行く子供が指さすのを、親が「見ないの」と連れて行く。

「くぬやろ！　くぬやろ！　あっマジ嚙がみしやがったこいつ痛ってえ！　振り回すな！」

　──外がい套とうを頭に深くかぶり、組合にミクトラと共に入ったまでは良かった。アロンダからの連絡は行っていたからだ。ただ報告などの諸もろ々もろがある彼女と別れて後、誰だかの「本当にスケルトンなのか？　顔見せてみてくれよ」という声に従った結果、これである。

　ドン引きされた。

　まずまともに会話が出来ない。物も滅めつ多たに買えない。

　恐らくは「冒険者のスケルトンが来る」という情報だけが組合から各街へ伝わり、保証だの実績だの、詳くわしい説明はまるで無かったものと思われた。

（まあ、あっても怪あやしかったかな。この分だと）

　激闘の末なにやら友情めいたものが生まれた犬を撫なでながら、アルは考える。

　彼の見込みが甘かったと言わざるを得ない。アロンダでは最初に勇者の推薦状を見せたのが効果的だった。加えて、セクメルは港周辺と歓楽街を除けば亜人種が少ない。

　人で賑にぎわう市場であるが、

（はい！　人が避けてくれて大変歩きやすいです。……勇者の時とは理由真逆だけどな！）

　異物への拒否反応、禁きん忌きの存在への忌避。加えて、死への恐怖。

（ま、しょうがないね！　せいぜい早目にここを出るとするか）

　本人がどう思っていても、最も早はや自分は、他者が求めるような勇者ではない。

「およ……」

　吹く風に物思いから顔を上げれば、繁はん華か街からは遠く離れ、そろそろ町の境界線が見えるようなところまで来ていた。地面も舗装が切れ、土が剝むき出だしになっている。

　一緒に歩いていた犬も、「そろそろ俺の縄張り外だぜ。アバヨ」とばかりに歩み去っていく。

「ばいばーい。と、ずいぶん離れまで来ちゃったぜ。スラムってやつか。こっちは……西」

　町で経済が回れば、こういった場所は出来てくる。それに、昨今は魔ま王おう軍との戦いによる難民の流入が多数あったことも大きな要因だ。

「勇者の頃は前線ばっかだったから、こういうとこ来るの初めてだけど……まあ流石さすがに墓場とかよりはマシ……かなあ？　宿屋とかあるのかしらー」

　アルはかしゃかしゃと西スラムを歩く。物陰や粗末な木組みの家の中から視線を感じるが、もう大して気にもしていない。この辺り、本人は自覚していないがやはり尋じん常じようの図太さではない。

「ほねさん？」

　小さな声がした。アルが立ち止まる。声の方を振り向けば、

「ほねさんだ」

　黒い髪に、褐かつ色しよくの肌。いくつもの布を縫い合わせてどうにか形にしているワンピース。かなりの瘦そう身しんが年齢をわかりにくくさせていたが、五歳は越えていないと思われた。

　少女だった。幼女と言った方が正しいかも知れない。

　アルと目が合う。彼は怖がらせてしまうかと懸け念ねんしたが、幼女は全く目を逸そらさない。

「えーと……俺？」

　アルは一応自分を指さして聞いてみる。幼女は繰り返す。

「ほねさん」

「アッハイ。ほねさんです。アルと言います」

　自己紹介してみるアル。幼女はぱっと目を見開いて、とてとてとアルへ向かってくる。

「プーチ！」

　うん？　とアルが首を傾かしげる。

「なまえ！　あたしの！　みゅふふ！」

「おお」

　なるほど、とアルは手骨をからんと打ち、膝しつ蓋がい骨こつを折って目線をプーチと名乗った幼女に合わせてやる。

「よろしく、プーチ。俺は悪い骨さんじゃないから、ご近所にもよろしく言ってあげてくれ」

　プーチは一瞬きょとんとした後、弾はじけるように笑った。

「うん！　ほねさんはどこいくんですか！」

「どこ行けばいいんだろう……」

「まいご？」

「うん、ちょっと人生の……いや人生は終わってたか……」

　現状を思い出して呟つぶやくと、プーチの小さな手がアルの指を摑つかんだ。

「うちくる？」

「えっマジで」

　予想外の申し出である。思えば勇者の時分はちょくちょく民家に世話になっていた。

「……いやいや。ありがたいけど、親御さんに迷惑だろうしなあ」

「おかあさん、ずっとねてるの」

「もっとだめじゃないそれ？」

　しかし、言ってからアルは気付く。スラムに暮らす経済状態で、仮に母一人子一人の生活。親が倒れれば──

「……いや。プーチ、じゃあちょっとだけお邪じや魔ましていいかな？」

「いーよ！」




　　　○




「おかーさーん、ただいま、おきゃくさん！」

　西スラムのさらに端に建つ家屋……とも言えないような小屋へ、プーチが入り込んでいく。入り口も、布を上から垂らしただけのものだ。

（もし泊めてもらえたなら、お礼に戸の一つでも作ろう、うん）

　そんなことをアルが考えていると、プーチが顔を出す。

「おかーさん、やっぱりねてる」

「そっか。少し挨あい拶さつさせてくれ」

　アルは手持ちの薬が効きけばいいが、と思いながら布をくぐる。薄暗い中を人のふくらみが見える寝床に歩み寄った。

（あー……これはアレだ）

　アルがアンデッドとなったことで、鋭くなった感覚が一つある。

　──生者を感知する能力。

　もはやアルは無言になり、その女性の肩に触れる。ゆっくりと仰あお向むけにする。

　やせ衰おとろえてはいるが、生前の美しさがしのばれる女性だった。念のため首筋に指を当てるが鼓動の感覚はない。死後からまだ一日二日といった様子であった。

　勇者にとって、死はある意味生より身近なものだ。アルは全く動じることなく、周囲の魂たましいを探さぐる。近くに肉体を離れて迷っているものはいない。

（こういう言い方もおかしいが、無事に昇天したみたいだな）

　しばし、女性の前で祈る。その魂たましいが安らかであるように。

（さて、まずは埋まい葬そうか……アンデッドが埋葬とか、冗談にもならないが）

　遺体を前に考える。と、横にプーチが寄ってきていた。

「おかあさん、まだねてるね」

　そこでアルは理解する。プーチへ向かって語りかけた。

「プーチ、君のお母さんは、もう起きられない」

「もうおきない？　ずっとねてるの？」

「……長いお休みをしたんだよ。死んでしまうって、分かるかい？」

「むしさんとかねこさんとかがうおかなくなるやつ？」

　この少女は、死という概念を理解していない。正しくは、実感していない。

　四歳か、五歳か。その年で、誰からも教育を受けていなければそうもなろう。

「プーチ。人間も死ぬんだ」

「…………」

　プーチはひざまずいて、母親を見る。

「おかあさん、しんじゃった？」

　アルは頷うなずく。プーチはそのまま、しばらく母親を見たり、触ったり、呼びかけたりしていた。

　しばらく後。息づかいが聞こえ、アルが横を向く。プーチは声を出さずに泣いていた。鼻水も涙も流しているが、声は上げていない。

（習慣、か。病気で寝ていた母親を起こさないように……強い子だ）

　アルはプーチの頭に手を乗せる。

「声出していい。もう、お母さんも許してくれるさ」

　プーチはアルへ抱きついてくる。そのまま、小さな声を上げて泣き出した。彼女を抱き上げて、アルは外へ出る。まだ日は高い。向かいの家の戸を叩たたく。

「ああ？　なんだよ……うおおおお!?」

　出てきた初老の男性は、アルの姿を見て飛び上がるほど驚いた。

「はっ！　プーチ……そうか！　お、お前が人さらいか！」

「人さらい……？　はっ！　いや違う違う！」

　改めて自分のなりを確認し、アルは慌あわてて弁解する。しかし、眼前の男性は警けい戒かいを解かない。

　数秒、剣けん吞のんな雰囲気が張りつめた。（あ、これ不ま味ずいな）とアルが思った時だ。

「あ、やっぱアルだ！」

　弾はずむような声にアルが道の方へ振り向けば、いつか見た茶色の髪があった。

「……あれ？　レヴァ!?」

　以前、共にオークの群から村を救った女行商人だ。弾はじけるような笑顔で寄ってくる。

「おっす、おひさ……ってほどでもないか。いや仕事でこっち来たらさ、街でアンデッドの冒険者が来たって大層な噂うわさになってたからもしかしたらってね……びんごー」

　両手で指差しつつ言ってから、レヴァはまじまじとアルの様子を見やる。腕骨には幼女。

「……人さらい？」

「違ちげえよ！　言われると思ってたけど！」

「れ、レヴァ？　知り合いかこいつと？」

　ん、とレヴァは男性に頷うなずき「たまに日用品持って来んのよ。割安でね」アルへ答える。

　親しげに話すふたりに、男性の警戒が緩ゆるんだ。話を聞き入れる余地が出来る。

「かくかくしかじかってわけで」

「あ、ああ……そういや少し前に町の方で聞いたな……なんかしゃべるスケルトンの冒険者がいるとかなんとか。おいレヴァ……こいつ、信頼していいのか」

「もちろん。あたしが行商人の目め利ききにかけて保証するわ。生前から筋金入りの善人よ」

　それに、男性はようやく気を落ち着けた。プーチは、未まだアルの外がい套とうを濡ぬらしている。

「もしかして、アフチの奴やつ死んじまったか」

　母親の名前だろう。アルは頷うなずき、レヴァも神妙な顔になる。男性は白く短い髪をかいた。

「食い物も最近はほとんど手つかずだったしな……。まさかとは思うが、あんたが殺したんじゃないよな？」

「「んな・わけ・ないだろ（でしょ）」」

　両者から否定され、安心した、と男性は家から出てくる。

「埋まい葬そうだろう。手伝おう」

「助かるわー。俺が一人で墓作って埋めてたら、怪しいとかそんなレベルじゃない！」

　これに男性とレヴァの二人が苦笑した。

「確かに。まんま死神よね」「違いない」

「うっせうっせ。……俺が言うのもなんだけど、あまり怖がらないね、爺じいさん？」

「爺じいさんじゃねえよ。ま、半世紀以上生きてるとな。初めてじゃねえよ、お前の同類も」

　男性はサランと名乗り、町外れの共同墓地をアルへ教えた。仕事のあるレヴァには孤児院の空きを調べてもらうことを頼んで別れ、二人して穴を掘り、アフチを布に包んで埋まい葬そうする。

　墓ぼ碑ひはアルが用意した。黒剣を構え崩くずれた壁石を切り刻きざむ。石ゴーレムよりは柔らかい。

「石をまあバターみてえにスパスパと……今度他の奴やつのも作ってやってくれよ」

　終わった頃には夕方手前と言ったところだった。スコップを手に一息（つけないが）つくアルへ、サランが目を向ける。

「……最近この辺りを変なのがうろついてるからな。お前もその手かと思ったが」

「変なの？」

　自分を指さすアルへ、サランが苦笑する。

「お前さんほどじゃない。さっきは驚いたが、怪あやしいっつっても限度があるだろ」

「うはははは！　そりゃどーも！」

「あんた、これからどうする。聞いた感じ、町の方じゃ歓迎されなかった様子だが」

「まあ最悪野宿でも俺はそんなに困らないけど。生前で馴なれてるし」

　言っている途中で、アルは自分の脛けい骨こつにプーチが抱きついているのを見る。

「……ほねさん、うちでねるの」

　アルとサラン、二人はプーチを見、そして目を合わせる。

「懐なつかれたな。まああんた、見た目は最高にアレだが悪い奴やつとも思えんし、プーチの奴やつのためにもしばらくいてやってくれんか」

「あまり長居するつもりはないんだけど」

「少しの間で良いいさ。その間に何か方法を探してやる。孤児院や養育院も、急にはな」

　それもそうか、とアルはプーチを抱き上げる。そもそも、元勇者としてこの娘をこのままにしていくという選択肢しも無いし、乗りかかった船だ、という思いもある。

（孤児院ね。レヴァにも頼んだし、そっちは俺の方のコネでも何とかなるだろうが……）

　サランの言うとおり、根回し他、あれこれ準備も必要だ。

「じゃあ、少しだけ世話になるな、プーチ」

「……うん」

　ぎゅう、とプーチがアルの鎖さ骨こつに頭をくっつけた。




　　　○




　奇妙な共同生活が始まった。スケルトンと幼女の住む家はすぐに人々の耳目に触れた。口さがない噂うわさも出たようだが、それを直接アルに言えるような人間はいなかった。

　アルはと言えば、翌日からすぐに冒険者組合に向かった。アンデッドである彼は飲まず食わずでもなんとでもなるが、プーチはそうもいかない。サランをはじめとした周囲の人々が食べ物を分けてくれるとも言って来たが、そればかりを頼りにするわけにも、とアルは考える。

（預金は凍結中だし、荷物を売るにしても……）

　アルの所持品は希き少しよう品が多すぎる。レヴァを頼っても、換金には時間がかかる。

「それよりは健全に稼かせぐべきかな。……この前ミクトラに報ほう酬しゆう譲ゆずったと思ったらまたこれだ」

　幸いに、仕事自体は滞とどこおりなく請うけることが出来た。プーチと離れずに済むよう、西スラム近場の仕事を請うけ、さくっと解決する。




case.1……町やスラムに侵入する野犬・狼おおかみの撃げき退たい。（まんま死神のようだ、と恐れられた）。

case.2……犯罪組織の取引現場になってしまっているスラム近隣の廃はい工場・廃屋の取り壊こわし作業数件（ほぼ怪談の現場と言われた）。

case.3……スラム住人も使う町の井戸を占拠している水売りの集団を退去させる（荒事を覚かく悟ごしたら着いた時点で悲鳴を上げて逃げられた）。

　etc.etc……




　もはや何でも屋といった様相ではある。そして、それらの報酬で食料その他を、

「お、おい！　あんた俺の店に入るな！　帰ってくれよ」

「ふははは！　ならばさっさと品を包むことだな！　さもないとずっとここに立ってるぞ」

「なっ……」

「ちゃんと金は払うから安心しなさい。早くしないと客に挨あい拶さつもしちゃう。こんちはー」

　立ち寄りかけたご婦人が、すごい勢いで逃げていく。イケない類たぐいの爽そう快かい感だ。

「ちくしょー！　分かった、分かったよ！　何が欲しいんだ。早く言えこの骨！」

　開き直りも堂に入ってきたアルだ。そうして、プーチの元へ帰る生活サイクルとなった。

　幸い、貧乏には慣れている。勇者時代も、旅の最初は宿代にも事欠く有あり様さまだった。

（はがねの鎧よろい買うために野宿したのを思い出すぜ。フブルさんには文句言われたけど）




　　　○




「悪いね、プーチ見てもらってて」

「何、仕事の合間にやってるだけだ。構わんさ」

「そうそう。それにアルさんにゃ世話になってるしな！　……最初はめっちゃ怖かったけど」

　サランが広げている雑多な露店。客のスラム住人がアルへ声をかけてくる。西スラムに限れば、今ではアルへの忌き避ひはかなり薄れた。近辺の仕事を優先してこなす内、何やらアルは西スラムの守護者的な視線を向けられ始めていた。プーチがてててと走ってアルにひっつく。

「アル、おかえりー」

「たっだいまー。いい子にしてたかー？」

「ん。んーん」

「どっちですか」

　手を繫つないでうなるプーチ。それを見て、サランはからからと笑う。

「大人おとなしいもんだったよ。前より口数は減ったが、まあしばらくは仕方ねえな」

（そうなのか。まあ、確かに出会った時は騒がしかったが）

　事実、彼女は彼女なりに、母親の死について考えている。難しいことは、彼女の語ご彙いでは表せない。しかし考えるのは、死というものについてだ。

（おかあさんはしんじゃった。もうあえないってみんないってる。でも、アルもしんでるっていってる。……ふたりはいっしょじゃないのかな？）

　そんなプーチをまた、アルも見ている。あれこれ幼いなりに考えているのは分かっているが、こればかりは時間の領分だとアルは思う。そして何より、

（母親と俺の違い、さてなあ、俺は答えられるかな？）

　アフチが昇天したのは単にそれが当たり前だからだ。竜りゆう脈みやく上の土地でもない限り、アンデッドの発生確率は一％を遙はるか下回る。死者が蘇よみがえるという事象は、そうそう起きることではない。

　ただ、それでプーチへの慰めになるかと言えば、そうでもあるまい。

「ま、とりあえず飯にすっか！」

「すっか！」

「今日はパプリカの肉詰めな」

「野菜やだー……」

　そうして二人、考えながらも穏やかな生活を過ごしている。アルにとっても、これは初めてに近い経験であった。




　　　○




　そうして、セクメルに来てから一週間ほどした頃。

「やっと見つけた！」

　冒険者組合にて今日の依頼を選んでいたアルへ、呆あきれ気味に声をかけてきた者がいた。

「おっすミクトラさん、お久しぶりー」

「何がお久しぶり、だ。連絡も寄よ越こさずに」

　肩を怒らせ歩み寄る、ややご立腹気味のミクトラであった。

「あれ篝火ベルフアイアのミクトラじゃねえか」「魔ま王おう軍残党潰つぶしたって」「あの骨と知り合いなのかよ」

　赤髪の麗れい人じんとスケルトンの組み合わせに周囲がざわつくが、彼女は意に介する様子もない。

「いや、アロンダに戻ったのかと」

「あのね。それにしたって挨あい拶さつくらいするだろう。その、な……な、仲間なんだから」

　顔をやや赤くしながらミクトラは言う。アルは心が柔らかくなるのを感じる。

　アルが素直に謝あやまると、あっさりミクトラは許した。加えて、アルの現状も聞くにつれ彼女は感動を表情に現し始めた。

「なるほど……流石さすがはアルだな！　私も誇りに思うぞ！　……ゆ、友人として！」

「そっちは？」彼女の真っ赤になった顔には敢あえて触れないアルだ。

「ああ……また仕事でこっちに来ててね。少し滞在するんだ。ふむ……孤児の件はこちらでも伝つ手てを探してみるとして、アル、少し聞きたい」

　そう言う彼女の指差す依頼を「どしたの？」とばかりアルも見る。そこには、

『廃はい棄き墓地アンデッド討とう伐ばつ　一体に付き銅百　全ぜん滅めつの場合追加報ほう酬しゆう有あり』

「これなんだが……本当に有害なのかも知れないが──貴方あなたのような存在を知ってしまうとどうしてもな。報酬も悪くないし足しにはなるだろう。付き合ってくれないか？」

　ふむ、とアルも思案する。二人ならば日のある内に終えられる率は高い。それに、他の冒険者達たちが引き受けた場合、まずアンデッド達たちは殲せん滅めつされてしまうだろう。

「おっけ。一丁やるか。ちょびっと遅くなるって、宿に伝えてくるな」




　　　○




「勇者様といた時も、組合から請うけ負った仕事をこなしたことはあるのか？」

「あるけど必要最低限だったかなー。ただでさえ魔ま王おう撃げき破はのためにあちこちの洞どう窟くつやら砦とりでやらに潜る日々だったし。酷ひどい時は数日こもってた」

　セクメルの住宅地を過ぎ、あまり作付けは多くない小麦畑の地帯。黄金色の穂ほ波なみを歩く二人の姿がある。

「流石さすがは勇者様だ……過酷な旅をしてきたのだな」

　アルの回答に、ミクトラは神妙な顔でうなずく。

「ある洞窟の時は、主目的は終わった後で、そこに極ごく稀まれに出る次じ元げん蜘ぐ蛛もっていう魔物目当てだったけどな。そいつの体から取れる素材が貴重って理由はあったけど、今思えば確認してない奴やつがいるのが気になってしょうがないって性分だったんだな、あれ」

「さ、流石さすがは勇者様だ……妥だ協きようしないのだな」

「いや仲間の女性陣からは滅め茶ちや苦く茶ちや死ぬほど文句言われてたんだけど。無理してない？」

　してない、とうそぶくミクトラの頰には汗がある。

　そんな風にしながら、さらに半時間ほど南へ行った所に、その廃棄墓地はあった。当然ながら、アルがニート生活をしていた墓地とはまた別のものである。

「おーおー、いるいる昼間っから」

「私は良く知らないんだが……アンデッドというのはこんな時間から活動するものなのか？」

　小高い丘にある五十メル四方程度の墓場には、スケルトンやゴーストがうろうろしている。その数、二十ほど。

「いーや、無理。大体の低位アンデッドは夜の間しか動けない。ここは……」

　アルは地面に手を触れる。

「竜りゆう脈みやくのスポット……竜穴けつだね」

「竜脈？」

　ミクトラが首をかしげる。

「魔ま法ほう使い達たちは魔脈、東国の人等は気脈とも言う。生き物は自前の魔力を持ってるわけだけど、要はこの世界って超大型の生き物が持ってる魔力が地表に現れる地点。普通は血管みたいに線になってるんだけど、まれにこういう点で出てることがある。ここは随ずい分ぶん小型だけど」

　説明をミクトラは興味深く聞いていた。彼女なりに咀そ嚼しやくして、質問を返す。

「しかし、それなら昔からこうしてうろついていたのか？　……ああ、だから廃はい棄きされた？」

「うんにゃ。どうも、廃棄されたのも竜脈出たのも戦争のせいらしい。ここらに魔王軍がいた頃、勇者たちが十じゆう堕だ臣しんの一体と戦ってでかい魔力衝しよう突とつしたらしいから。誘発されて、ぽこっと出ちゃったんだろう」

　言いながらアルは心中でやや汗をかく。

（つまりこれ、ちょびっとは俺の責任か……マッチポンプ仕事！）

　それが分かるわけもなく、ミクトラは「アルは博識だな！」と感心している。

　さてどうするかな、とアルは墓場を見上げて考え込む。

（そうと知ってしまうと、なおさら問答無用でぶちのめすってのもなあ……）

《……立ち去れぇぇえええええええええ！》

「「っ！」」

　すぐ横からの声に二人して振り向く。何い時つの間まにか、ゴーストが一体近寄ってきていた。両手を大きく広げ、攻こう撃げきの態勢を取っている。

「───！　はあぁっ！」

　即座に反応したのはミクトラだ。剣に手をかける。アルが慌あわてた。

「おいミクトラ！　ちょい待……」

　制止の声も遅く、ミクトラの剣が一体のゴーストを空高く吹っ飛ばした。

「……吹っ飛ばした？　ゴーストを」





◆ゴースト（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｃ。大半が仲間を増やそうと人を襲おそう。狂っている者も多い）

　肉体を失った魂たましいが魔力をまとった存在である。単純な物理攻撃が効きかない。聖別された武器や聖水、浄化の属性を持つ物質（塩など）で存在濃度を希き釈しやくすることが有効になる。

　魂のみの存在のため、接触されると強い精神干かん渉しようを受ける。魔力の塊かたまりらしく魔法を使う個体もいるが、生前の知識次第である。



　勇者アルヴィス曰いわく『エルフのゴーストは滅め茶ちや苦く茶ちや強かった。千歳超えてた』




　振り抜かれたミクトラの剣には光が伴ともなっている。まだ弱いが、魔ま力りよくの光だ。

「コツ教えてから今までの間で、武器に魔力通せるようになったのか？　おいおい天才か」

　自みずからの体への魔力駆動マナドライブを行うには魔力の量・技術共に足りていないが、数日で魔力操作を行えるようになるのは相当な才能と言えた。

「……有害なアンデッドだったか！　ならば！」

　感心していたアルだが、丘を駆かけあがらんとするミクトラの声に我に帰る。

「ミクトラ！　ステイ！　ストーップ！　ちょっと待てぇい！」




「その、誠に申し訳ない……」

《いやまあ、いきなり脅おどかしたこっちも悪かったたたたたた……》

「おーい、俺の右上腕骨どこ飛んでったー」

　墓場の真ん中である。痛そう（？）に頭を押さえるゴーストやあちこち骨を欠けさせたスケルトンに、ミクトラが謝罪している。

「この墓、農民が主だもんな。戦死じゃない。狂った奴やつは少ないと思ってたんだ」

　殺気も無かったし、と続けるアルの予想通り、二十体ほどのアンデッドはその全てが正気を保っていた。喋しやべれるスケルトンすらいたほどだ。

　理性ある彼らは、近づく者を脅おどかすことで傷つけずに追い払っていたのである。──もっとも、そんなことをしたところで一時しのぎ、討とう伐ばつ任務が出るのを止められるものではない。

「事実、俺らが来ちゃったしな──んでどうすんの、君ら」

「どうする……と言われても……」

《俺ら、邪じや魔ま者ものかかか》

「俺もアンデッドの友達いるからなあ……」

「今の私としても、アンデッドといえど人に危害を加えるつもりもない者を倒すのは……」

　アンデッドとアル、ミクトラが一様に頭をひねる。

「えーと、まず、そうだな。昇天したい人ー？」

　アルの呼びかけにしばしの逡しゆん巡じゆんの後、半分以上が手を挙げた。アルが頷うなずく。

「それじゃ昇天魔法を使おう。墓からギリギリまで離れてやるから、付いてきて。ミクトラは飛んでった骨とか探さがしてあげること」

「はい……」

　付いてこようとした所に釘くぎを刺され、ミクトラはしょぼんと回れ右する。

　しばし後、墓からは死角になった窪くぼ地ちで、アルを含むアンデッドの一団が集まった。

「それじゃ、やろうか」

　アルが取り出したのは愛用の黒剣である。

「ま、魔ま法ほうじゃないの？　物理？」「やべえ」「コワイ」

「まあ待ちたまえ御同輩。──封印解除……ふんっ！」

「…………！」

　驚きよう愕がくするアンデッド達たち。黒剣が、光を放つような白色へと変わっていく。同時に、アルを聖気がちくちくと痛めつける。全開で稼か働どうさせているわけでもないので、反発は薄い。

「神聖剣スカットゥルンド。普段は俺にも弱点なんで属性を封印してるんだけどね。本来のこいつを使った魔法なら、君らを天に送るには十分だ」

　一人のスケルトンが、震える指骨で地面に字を書く。

『それで、俺たち逝ゆけるのか？』

　頷うなずくアルへ、集う死者たちは一様に力を抜いたように雰囲気を弛し緩かんさせた。

『あんたは……大分自由みたいだが、まだこっちに？』

　続けて問うスケルトン。アルが意味を問うように肩けん甲こう骨こつを揺らす。

『俺が昇天を望むのは……もう疲れたってのもあるんだが、こうなってまでこの世に居続ける意味があるのかってことなんだ。あんたには、そういうのあるのか』

「…………」

　アルはしばし沈黙した。脳裏に浮かぶのは、イザナの姿だ。

「俺……には、やるべきことがまだあるからかな」

『そうか。あんたは強いんだなあ』

　アルが言ったことは噓うそではない。ただ、やるべきことが無くなった時。死者の自分はどうすべきかという問いは置いておいた。気を取り直し、

「それじゃ、みんな剣に触れてくれ」

　おずおずと集まるアンデッド達たち。最後に、先ほどのスケルトンが字を書いた。

『残った奴やつらのことも、頼んで良いか？』

「おっけ。悪いようにはしないよ。約束する」

　アルがこくりと頷うなずく。アンデッドらも頷うなずき、

『ありがとう……やってくれ』

　聖剣にアルが魔力を込める。封印を解かれた聖剣が、魔力を吸収していく。竜りゆう穴けつからの魔力も流し込み、アンデッド達たちの体から魂たましいを遊離させる。そのまま、聖剣により聖属性へと変化させた魔力に包んだ。

　──最上級神聖魔法『アセンション』

　聖剣によって行使する場合、通常の数倍の効力を誇る。

　魂を包んだ膨大な魔力の光が、存在次元を高めながら上昇する。それは、十数メルの高さで物質世界から高次元転移した。世間では天に昇ったと言う。

　後には、主を失った布切れや人骨、そして。

　……地面に崩くずれ落ちてぴくぴくしている人骨──アルが残るのみだ。

「おーいアル、すごい光だったが終わったのか……ってうわあああああああ！　大丈夫か!?」

　様子を見に来たミクトラが、泡を食ってアルの骨体を抱き起こす。

「い、生きてる時の癖で、自分を対象から外し忘れた……しょ、昇天しそう」

「しっかりしろー！　がんばれ！　寝たら死ぬぞ！」

「も、もう死んでる……」

　数分後。どうにか耐えたアルを残りのアンデッド達たちが迎える。骨も回収できたようだ。

「さ、さて、残りの皆さんはどうしよっか」

「ううん……ここにいるわけにはいかないんですわよね」

「そうだな。多分私たちの次には討とう伐ばつ隊が来るだろう」

　女性（？）のスケルトンへとミクトラが答える。彼女も、既すでにアンデッドの群との会話を顔色一つ変えずにこなす辺り、慣れてきたものである。

《痛いのはやだなあああああああ》

　アルは一考し、荷物をまさぐった。

「うーむむ。ではこいつを使おうか……てーれってれ～！」

　効果音付で取り出したのは、手のひら大の水晶だ。しかし、その色は暗く沈んでいる。

「……これは？」

「依より代しろというか、死し霊りよう術士が使う魔ま具ぐ。この水晶は魂たましいを留とどめておけるんだ。それで支配した魂を持ち運んで、適当な死体とかに憑ひよう依いさせる」

　ミクトラが説明を聞いてやや引いている。

「……とんでもない代しろ物ものに聞こえたんだが……」

「実際貴重だよ。俺も勇者の仲間から餞せん別べつにもらったもんだし」

　さらっと言うアルにミクトラが「超プレミア……！」と戦せん慄りつする。

《それで、どうするんだ……おおおおおおおおお!?》

　横から入ってきたゴーストが、興味本位で水晶をつつき、そのまま吸い込まれた。水晶が少しだけ光を灯ともしたようにきらめく。

「魔法抵抗力がないと、アンデッドはこうなります。俺は魔法抵抗高いから平気」

「お、おい、これ、大丈夫なのか!?」

《なんだこれー。ひろろろろろい》

　ゴーストの声は、水晶の中から聞こえてくる。おお、と周囲から声が上がった。

「出す時は外から簡単な呪じゆ文もんで出せる。こいつで彼らの魂を一時格納！　骨も持ってって、別の土地でまた解放すればいい」

　ミクトラが我が意を得たりというように頷うなずいた。

「なるほど！　……しかし別の土地か」

「俺がちょい前まで過ごしてた墓地がある。そこも廃はい棄きされてるから、当分は平気でしょ」

　そこで、アルはミクトラの肩に手骨を置いた。もし彼にまだ表情筋があれば、わざとらしい笑顔が浮いていただろう。

「うん？」

「と言うわけで～、頼まれてくれないか？」

「何を？」

「俺は今セクメル離れらんないし、頼れるのは君しかいない、ミクトラさん！」

「て、照れるな？」

「ほら、遺跡の件、借りだと思ってくれって言ったろ？」

「はい？」

　しばらく後。大量の人骨と襤ぼ褸ろ布が入った荷を背負い、かなりの光をともした水晶を持ち、地図を開いて旅装を整えたミクトラがいた。

「がんばれー重いけどー。そんな離れてないからーファイトー」

「えええ」

　アルが手を振る。水晶からも声が響いた。

「よろしくお願いします」《頼むむむむむ》『お世話になります』

「えええええええええええ」

　ミクトラの悲痛な声が、墓地にこだました。




　　　○




「おつかれ！　飲もう！」

　セクメルの組合へ戻り、報告を終えたアルを待っていたのは組合内の軽食スペースにて酒さか瓶びんを持つレヴァだった。

「ぶっちゃけ君暇ひまなの？」

「この骨ひどいんですけど！　わざわざアフターに待ってたんですけど！」

　半泣きになるレヴァを適当にあやしつつ、アルは他の冒険者に目を付けられぬよう壁かべ際ぎわに向かう。西スラムではある程度の信頼を得たとはいえ、他では未いまだに鼻つまみ者な彼だ。

「何かいっつも酔ってんな君……日のある内に帰るぞ俺。プーチ待ってるし」

「ああ、例の女の子？　しょい込むよねえ、勇者サマは」

「うるさいわい。……んで、どうだったん？」

　アルが問う。彼女には、商売がてらセクメルの孤児院を調べてもらっていた。

「ちょっと面倒かもね」レヴァは渋じゆう面めんを作る。

「なんだ、空きがないのか？」

「それもだけど……スラムだのの貧民層出身ってなると、どこも急に態度変わるのよ。これはあたしの勘かんだけど、ありゃ現場の問題どうこうってより上の事情っぽい」

　アルが顎あご骨ぼねをさする。何の理由か。根回しにも思ったより時間がかかりそうだと考える。

「へーえ。あの依頼終わったのか。アンデッドどもは相当いたはずだが」

　カウンターから声が響き、アルが頭ず蓋がい骨こつを向ける。声の出元はカウンター前にたむろする数人の冒険者だ。周囲がざわつく。

「えらい注目されてんな。あの人らだれ？」

「割にモノ知らないよね……。まあ、生前のあんたからすれば仕方ないか。あれはね、『聖火セイクリツド』級冒険者のガルムと『篝火ベルフアイア』級のランズとスタイブ。この辺りじゃ一番の冒険者だよ」

「ほへー聖火セイクリツド。そりゃ大したもんだ」これには、さしものアルも感嘆の声を上げた。

　聖火セイクリツド級は冒険者としては頂点と言っていい。さらに上の『神火デイヴアイン』級は、聖火セイクリツド級の実力に加え歴史に残るような功績が必要となる名誉階級だ。

　と、ガルムらと話す受付嬢がにこやかにアル達たちの方を指差した。ガルムらしき赤黒の鎧よろいの伊だ達て男が表情を明るくし、アルの方へと歩み寄ってくる。「え」とレヴァが緊張の面おも持もちになる。

「アンデッド退治の依頼、お前がやってくれたんだってな。町の奴やつらを代表して礼を言うぜ」

　ガルムは爽さわやかに笑いかけ、右手を上げてくる。一応アルは「いいの？」と手骨を見せるが、ガルムは気にもしない。かこーん、と平手を打ち合わせる。

　これに、組合内の冒険者たちが再びざわついた。町一番の実力者がアルを評価したのだ。

「俺は別件で忙しくてな。気にはなってたんだが助かったぜ」

「話には聞いてたが、お前、風ふう体ていのせいで面倒な状態なんだろ？」

「何かあるなら相談乗るぜ」

　遅れて、仲間の二人。アルはレヴァと顔を見合わせる。彼らは町の有力者にも顔が利く。

「んじゃ、ちょっと口くち利ききしてほしいことがあるんだけどさ」

　ふたりで席を移り、内容を聞いたガルムが表情を明るくした。

「……孤児院？　なんだ、渡りに船だなそりゃ」

「というと？」

「この町治めてる貴族の一つなんだが、アンドルス家って知ってるか」

　アルも勇者時代、当主の顔を見たこと程度はある貴族だ。頷うなずくと、

「公営とか教会じゃなくて、その貴族が新設した孤児院があってな。今、戸籍も無いような子供たちを受け入れてる最中だ。俺はまあ、そこの後援をしてるのさ」

（レヴァの言う上の事情とはこれのことか？）案外早く判明した──とアルは思いつつ「なんでまた、冒険者がそんなことを？」

「町に居ついてる聖火セイクリツド級ともなるとな。慈善事業の一つもせにゃならんのさ」

　そんなものか、と戦地を飛び回っていたアルは思う。

「じゃあ一人、西スラムの五歳くらいの女の子なんだが。取り次いでくれるかい」

「お安い御用だ。今回の礼代わりと言っちゃなんだがね。今度、一緒に仕事でもやろうや」




　　　○




　戻る頃には日も暮れており、アルは肩車の上で頭ず蓋がい骨こつを抱えるプーチに謝罪する。

「おしごとだし」

　そう言いながらもアルの頭とう骨こつを離さないプーチをサランが笑っていたが、

「……ところでな、アル。最初に会った時に話したろ。妙なのがうろついてるっての」

「したした。この辺のじゃない人間が来る、だっけか……こらプーチ、眼がん孔こうに手突っ込むな」

「そいつらが来ると、数日の間に、合わせるようにして行ゆく方えが知れなくなる奴やつが出る」

　アルはやや真ま面じ目めな雰囲気になる。他からは聞かない話である。

「穏やかじゃないなあ。関係は確かなのか？」

「知らん。証拠も何も無い。タイミングは合うってだけだ。役人どもは俺らの人数なんざロクに把握もしてねえし、まともに調べようとする気は無いだろ」

　アルは考え込む。これも大きな町が抱える闇やみというものだろうか？

「同じ奴やつが来るのか」

「いいや、まちまちだ。少なくとも三人以上は別のが来てるな」

「組織ぐるみかーめんどくせえー」

　確かに、アルが受けた仕事の中にもそういった者達たちの存在をほのめかすものはあった。一部の商売人が、そういった組織と繫つながっているという話もある。

「いなくなった人は、どういう？」

「孤児ばかりだ。まあさらいやすい上にどうとでも使える。犯罪者どもの考えそうなことだ。……ここ最近はな、お前が近辺で動いてたせいか見なかったんだよ。ただ今日は来ててな」

　アルは生前にはそういった組織と出会うこともなかったが、

（俺が生きてた頃からいたんだろうし、今もいるんだろうな……多分、アロンダにも）

「おなかへった……」

　プーチが頭蓋骨の上でぽつりとこぼし、アルとサランは肩をすくめあう。

「とりあえず、俺らで目を光らしとくしかねえな」

「ああ。……俺、目無いけど。なんかこう、どうにかして光らす」




「そんなわけだから、一人で出歩かないようにな」

「わるいひとにさらわれちゃう？」

「そ。こわいぞー……野菜食べなくても来るぞ」

「やだー」

　あぐらをかいた大だい腿たい骨こつの間に座るプーチへ、アルは野菜煮込みを掬すくったスプーンを持って行く。普段は顔を背そむけるが、脅おどし文句が聞いたのが渋しぶ々しぶ口を開ける。

（……だいぶ血色も良くなったな。あれやこれや食わせた甲か斐いはあったかね）

　ぷにぷにと年相応に膨らんできた頰を指骨でつついてやると、プーチはきゃっきゃと笑う。

「プーチ。最近どうだい」

「たのしい。アルがいるから。またゆーしゃのおはなしして？」

　腹を満たしたプーチが大だい腿たい骨こつの上でごろごろと寝転がる。

（少しは慣れてきたかな……）

　肉親の死という傷は早々癒いえることはない。思い出す度に痛むだろう。ただ、慣れることはできるはずだとアルは思う。

　プーチの方としては、母親を亡なくしてからこっち、アルを初め向かいのサラン爺じいや、近所の大人おとなもたまに世話をしてくれる。母親のことはまだ悲しいけれど、優しくされるのは、嬉うれしい。嬉うれしければ笑顔も出る。

　母親とアルの違いは未まだ頭にある疑問の一つだが、プーチにはある種の答えめいたものも朧おぼろ気げながら浮かぼうとしていた。もう少し時が経たてば、きっと。

　そんなプーチの最近一番の楽しみは、夜にアルがしてくれる勇者たちの話だ。

「ちゃんと寝るならね」

「ねるとも！」

　返事だけはいいプーチに苦笑する思いで、アルはプーチを寝床へ連れて行く。

「んじゃ今日は勇者の仲間のお爺じいちゃんサムライ、マガツの話をするか……」

「さむらい？」

「ずーっと遠く、東のヤマって国の剣士さんのことだよ」

「けんし……おじいちゃんなのにつよいの？」

「強かったねえ。剣の腕なら俺──じゃない、勇者アルヴィスより凄すごかった」

　プーチは目をきらきらと輝かせる。アルは、

（女の子なのに戦いの話とか好きだよな……）とやや心配しつつ、奇想天外なお話──ほぼ体験談ではあるのだが──で少女を寝かしつける。




　十数分の後。眠るプーチの頭を指骨がなでる。彼女が幸せそうに頰を緩ゆるめた。

（この町でやることも、終わりが見えたな。孤児院決まるまで数日……それまでに言わないとなあ。多分泣くかなー…………ん？）

　物思いに耽ふけるアルの意識が、唐とう突とつに違和感を叫ぶ。生前何度か経験があるそれは、昼に感じたものにも似ているが、昇天とはまた異なる感覚だ。

　体感時間が鈍化する。意識が強制的に上に引っ張られる。視界が虹色に染まり──




「…………はあ、くそ、久しぶりだなここ」

　気づけば、アルは光に満ちた空間にいた。踏みしめる足場は透明な何かで出来ている。

　前に見える荘そう厳ごんな意匠の階段の上からは、一ひと際きわ凄すさまじいまでの光輝と共に──

「なんとまあ──嘆かわしい姿になったものよ。アルヴィス・アルバース。我が勇者」

　魂たましいに直接響いてくる声。階段の上、祭壇にしどけなく座すのは光の衣をまとった女性だ。輝くようなかんばせに神しん威い満ち、嘆き一つですら空間全てを支配する魔ま力りよくが発されている。

「光こう明みよう神マルドゥ……。最高神サマが一介の人骨ごときに何の御用事で？」

　その名は、世界に数百の教会を持つ最大宗教、その信仰対象の尊名だ。正せい邪じや数多あまたある神々の中でも最高位に位置し、太陽と風を司つかさどる。

　はっきり言ってしまえば、この女神よりも尊貴の存在はこの世に存在しない。

　しかし、だがしかし。対するアルの態度はぞんざいである。というか、明らかに嫌いやがっていた。

「ほお、そういう態度か。せっかく目をかけておった人間が、死んだはずなのに我が許もとに来ぬばかりか、禁きん忌きの死し霊りようと成り果てていたのを見た我の気持ち分かる？　ねえ分かる？」

「知りまっせーん。そもそも昇天したってあんたのとこ逝ゆかねえし。あんたらの無茶振りの数々で俺がどんだけ死にそうになったと思ってんの？　てか実際死んだしな」

「くわ最悪。不ふ遜そんすぎこの骨。大体授けた神器にも妙な封印かけおって何様。そういうの汝なんじじゃなけりゃ即天罰ものだって分かってる？」

　対するアルは側そく頭とう骨こつに指骨を立て、耳をほじるジェスチャーである。

「そういう態度だぞ汝なんじ！　我が予あらかじめ側神を下がらせておらなんだら、汝なんじ今頃ひどいからな？」

「そりゃどーも。んで何の用だよ。今育児で忙しいんですけど」

「やれやれ……我が次元まで届いた魔力が知ったものであった故ゆえ、せっかくだから神しん託たくを与えてやろうとすればこの不敬。もっと有あり難がたがれ」

（昼の『アセンション』を辿たどられたか。欠片かけらも有あり難がたくねえ……が、神託？）

　とりあえず、と言ったていでアルが聞く体勢を取る。それを認めて光明神は嘆息した。

「本来、人同士の欲業なぞ我が関知するモノではないがな。まあ魔王を廃した汝なんじには、未いまだ恩おん寵ちようがちと足りぬゆえ伝えておいてやる──汝なんじが周囲に人を食くらう心有り」

「詳しく言えっつの神様。いつもそんなだから人間が迷惑すんだぞ」

　即座に切り返すアルだが、神はにべもない表情で微笑ほほえんだ。

「人に対する助言はここらが限度というものだ。後は汝なんじが人界で泥に塗まみれ探さぐるが良いい」

　光明神がその手を振る。瞬間、アルの足元が口を開けた。アルが無い舌を打つ。

「おい正義と光と風の大女神こらぁぁああああ！」

「はっはっは。昇天し我が側神の列に加わるならば詳くわしく語ってやるとも……」

　存在次元を落ちながら、アルは遠ざかる神の声を恨うらめしく聞いた。




「はっ！」

　アルの意識が降りた。慌あわてて周囲を見回すが、そこは見慣れた住居だ。傍かたわらには眠るプーチ。

（あんの性しよう悪わる女神……癪しやくだが、神々あいつらがわざわざ人間ごときを自分の神殿に上げてまで噓うそを吐つく意味はまるで無い）

　指骨で顎あご骨ぼねをつかみ、アルが思考を巡めぐらせる。

（俺の周囲──プーチはそもそもが食い物にされる側だろう。ミクトラとレヴァ──彼女らも無いか。俺が巻き込んだんだし。となれば候補はスラムの住人、セクメル組合の人間。後は……スラムを探る妙な奴やつら。こいつが本命か）

　そもそも、彼らはどうやって、今日アルが街の外へ出ていることを察知したのか。

（俺の仕事を知ることの出来る人間、もしくは……出る前に伝えたのは、ここの──）

　もはや見慣れた初老男性の顔を、アルは頸けい椎ついを振り意識から消す。

（くそ、何が神だ。人を疑わせやがるぜ）




「さて……」

　アルが住居からはい出てくる。プーチは滅めつ多たに夜泣きをしない。母親が病床の身であった頃から、子供なりに気を遣つかっていたと思われた。

　音もなく屋根へ飛び上がり、耳を澄まし生体魔ま力りよくを探る。

　月明かりが、人骨を照らしていた。アルは大気に満ちる魔力を感じ取る。

　そのまま、数十分。微動だにせず意識を尖とがらせる。神の啓示から二日間、これを行っている。

「…………！」

　髑どく髏ろが西方向を向く。ほんの僅わずかな喧けん噪そうだった。家の中で眠っている人間は気づくまい。

　建物の上を飛び走る。これまた、音はほぼない。アル自身の技量もあるが、単純に人骨が軽いためだ。風のように、あるいは猛もう禽きんのように夜を飛ぶ。

（……ビンゴかな？）

　大きな布袋を抱えた人影。袋は中から生き物の気配を伝えてくる。

「仕事が早いじゃないか。何度目だい」

　最後の建物の屋根を蹴けり、通路に降り立つ。人影の目の前に。

「…………！」

　覆ふく面めんで顔は見えないものの、その人影は絶句した。当然といえた。

（夜の街、月光の下でスケルトンと鉢はち合あわせ。……レヴァなら泣いてるな）

　だが、覆ふく面めん男の行動は素早かった。即座に布袋を下ろし、懐ふところから取り出した短剣を構える。

「おっ、やる気かこんにゃろめ」

　アルは徒手の構えを取って、一瞬、大声を出そうかと思いつく。が、住民を危険にさらす可能性がある。加えて、スラムにおいて知らぬ子を助けに出てくる者がいるかも不明だ。

　覆面男が突きかかってくる。その動きは訓練が為なされたそれだ。

　ただ、それは「賊ぞくにしてみれば」という話である。アルからすれば技量差は比較する意味すらない。ひょいと指骨第二関節の辺りで短剣の峰を摘む。

「よいしょー」

　東国体術で言うところのアイキの要領で、アルは手しゆ根こん骨こつを捻ひねる。覆面は声にならない悲鳴を上げて短剣を取り落とした。

（さてここの力ちから加か減げんが重要……っと）

　そして返す刀ならぬ裏平手骨で覆面の顔を打つ。覆面がたたらを踏み、顔を押さえた。

「ぐああっ……！」

　殺すのは論外。気絶もあまり良くない。しかして戦力差を「分からせる」必要がある。

「くそったれめ！」

　覆面は懐ふところから取り出した何かを地面に叩たたきつけた。その場から大きく煙が広がる。

「失敬な！　そんなもんもう出ねえよ！」

　目くらまし。アルは跳躍し、布袋を確保する。袋口を開ければ、中にいるのは口と手足を拘束された十歳ほどの子供だ。子供は月光が差し込む方へ目を向け……

「っ……!??!!?」覗のぞき込こむ人骨を見て絶句し、気絶した。

「ですよねー……」

　少々心に傷を負いつつ、アルは遠ざかる足音を聞く。方向的には市街。狙ねらい通りであった。

　とりあえず子供を物陰に寝かし、アルは覆面の後を追う。屋根に飛び移り姿を確認、追跡する。

（多少の訓練は受けてるようだが──山ほどレア魔ま物もの倒してきた俺の追跡技術、甘く見んなよ）

　富裕層が住む東地区にある瀟しよう洒しやな館。そこへ覆面が入るのを見届けて、アルは足を止めた。

　ここで踏み入れば騒ぎになる。さらに人目に付いた場合、この場所では分ぶが悪いのはどちらかと言えばアルだ。

「明日からは探たん偵てい業だな……ま、勇者時代から聞き込みは慣れてるさ」

　なお助けたスラムの子供であるが、知ってはいてもやっぱり夜にアルは怖かったらしく、三十分かけてなだめつつ事情を説明した。




　　　○




（はいすいませんでした慣れてるとか骨ごときがでかいこと言いました）

　翌日から、アルは犯罪組織への調査を始めた。

　しかし。簡単な買い物程度ならばともかく聞き取り調査となると、この町で忌き避ひされている彼には困難だ。一度定着した印象をぬぐい去ることは中々に難しい。

　分かったことと言えば、覆ふく面めんが逃げ込んだ館はどこかの貴族の邸てい宅たくだという程度だ。レヴァにも頼って聞き込みをしてもらっているが、そちらに期待するしかない状況である。

「へいへい、退散しますよ。泣くぞもう」

　落ち着いて考える所を求めてアルは橋の下へと降り、運河の壁に開いた排水溝から下水道へ入り込む。

　中はかなり広い通路となっており、街の各所から繫つながる通路からなるダンジョン状態だ。町全体の規模から推測できる総延長は五百キルを下るまい。

　薄暗い中アルが目をこらす。通路はしばらく行くと広がりを見せ、かつて工事していた際の作業用広場や段差、小部屋などもある。

　そしてここにも貧しく家のない人々がいくらか暮らしていた。突然の闖ちん入にゆう者に驚いてはいるようだが、恐れから寄ってくるものはいない。

「さて……」

　人気のないところまで移動してから座り込む。

（ここ数日で聖剣起動させた上に昇天魔ま法ほうも使ったからな。多少は休んどくか……）

　ところで。例によってアルには不案内ではあるが、下水道など地下の空間は町を舞台にしたある種の冒険者達たちが活動する場である。

　どういうことかと言えば、どぶさらいだ。清掃という意味ではない。下水から様々な物を拾い、生計を立てる者達たちである。下水は庶しよ民みんから貴族まで一つながりの共通空間である。有用な物や貨か幣へいなどが捨てられ流されていることもある。

　彼らは動きやすい範囲で数人の組を作り、長大な地下を探たん索さくしている。

　そう言った場所で考え事をしていると、必然、こういうことになる。

「……死体に何かご用？」

　アルの前には、目だけを出して厚く着込んだ男たちの姿。人数は四。鋤すきのような長柄の道具は下水をさらうためのもので、武器も兼ねている。男達たちはそれを構えてアルを囲み出す。

「おい、スケルトンが喋しやべったぞ」

「結構年期の入ったヤツかもしれん」

「さっさと片づけようぜ」

「道具袋も持ってやがる。ツイてるぜ」

　口々に囁ささやく彼かれ等らに、アルはこきこきと鎖さ骨こつを鳴らす。そこへ、四人が一いつ斉せいに殺さつ到とうした。




「誤解は解けたかい？」

「すいませんした……」「スケルトンの強さじゃねえ……」「どーか命ばかりは」「登録冒険者様とはつゆ知らず」

　数分後、顔のあちこちを腫はらして正座するどぶさらいＡＢＣＤと、彼かれ等らの荷を椅子にして前に座るアルの姿があった。勇者時代の癖で、戦利品はついつい確保してしまう。

「そうか、ここアンデッドも出るのか」

「稀まれにですが」「犯罪者が死体捨てるにはおあつらえ向きなんでさ」「あとまあ貧乏人もな」「あとネズミも群になると襲おそってくるんで」

　はー、と口こう蓋がい骨こつを開いて得心するアル。なるほどここは立派なダンジョンである。

「まあ俺も紛まぎらわしくて悪かったってとこかね。大きな怪け我がはしてないよね？　しないように殴なぐったし。すまんかった、行って良いよ」

「……お見逃しくださるんで？」

　自じ分ぶん達たちの荷物と打ち身用の薬草（特上品である）を渡され、意外そうにアルを見る男達たち。

　それでアルも思い出した。下水道の管理は滅めつ多たに行わないとはいえ本来公権力の仕事だ。

「あ、そうか違法か君ら。どうしよっかな」

「勘かん弁べんしてくださいよ骨の旦那！」

「なんでもしますから！」

　ふうむ、とアルは考え込む。死体を捨てるのに都合がいい、ということは。

「勘弁する代わりいくつか聞きたいことがある」

「へい、なんなりと……」

　恐る恐る、どぶさらいのリーダー格が上目でアルの骨相を見る。忌き避ひ感はあるが、仕事上の慣れからか地上の人々ほどの恐れはなかった。

「人ひと攫さらいする犯罪組織について何か知ってる？」

「人ひと攫さらい、ですか……」

　男達たちは考え込む。ややあって、男の一人が声を出す。

「……『猟犬ハウンデラ』どものことじゃねえか？」

「あー」「ああ」「やるかもな」

　当たりを引いたかもしれない、とアルは身を乗り出す。

「どういう奴やつら？」

「外げ道どうもいいところですね」

　リーダーが即答してくる。

「下町の人間脅おどしてショバ代巻き上げる上に、人を売り買いするクソどもでさ」

「昔はまあ、そんな外道はやらなかったんですがね。住人とそれなりの付き合いしてたし」

「頭とう目もくが変わったって聞いたぜ。前の頭と次期頭目が抗争で一度に消えたってよ」

「どっかからガキを連れてきて、食い物与えて教育してんですよ」

　男の一人が、闇やみの中へ何かを投げつける仕し草ぐさを見せた。

「使い捨て仕事のね。捕まったらそれまでだ。詳くわしいことなんて何も教えてねえから、組織に手は伸びない」

「だから、もしかしたら人ひと攫さらいもやるかも」

「たとえばだが、こういうとこやスラムの浮浪児は」

　アルの追加の問い。男達たちは露骨に嫌いやそうな顔をした。仕事と風ふう体ていに反して、彼かれ等らは人に迷惑をかけるわけではない。一定の良識は持つのだった。

「調達先としちゃピッタリでしょうね」

　ロクな話ではない。アルはもう無いはずの頭痛を感じた。

　貴族街にある邸てい宅たくの持ち主までは彼らも知るところではなく、取れる情報はここまでだった。アルは四人を解放し、荷を返してやる。望外の情報をくれた礼に、銀貨を一枚渡した。

　小躍りして去っていくどぶさらい達たちを見送り、アルは上を見た。地下天井の闇が広がっている。

（犯罪組織と、貴族街……あーなんか嫌な感じしてきた）
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「──あそこ、あれこれ権利回り道してるけど、大元まで辿たどったらアンドルス家の別宅」

　ところ変わり地上である。レヴァがなんとも言い難にくい顔でアルへと告げた。

「…………マジで？」アルの頭蓋が天を仰いだ。

「マジで。もちろん普通じゃ辿たどれないようにしてる。でも、ウチの商会繫つながりで、あそこ建てた時に関わった人間がいてさ。こいつがあったから聞き出せた」

　ぺら、とレヴァがアルへと返すのは、魔ま導どう宰さい相しようフブル・タワワトの書状である。その封筒に書かれた彼女のサインと印章が何かの役に立つかと、アルが貸していたものだ。

「『人を食くらう心あり』ねえ。そのまんまじゃねーか、もう」

「あー、そうね。確かに人を食ったよーな話になってきたわ」

　レヴァが一人納得して嘆息する。

「ありがとな、レヴァ。この礼はまたいつか」

「あっはっは。いーらーねっつの。生前も今も、あんたにどんだけ借りがあると思ってんの。これでやっと一割返済ってとこね」

　アルは貴族街へと視線を向けた。




「悪いねミクトラ、戻ってすぐに」

「まあ、民のためならば仕方あるまい……貴方あなたの風ふう貌ぼうでは一ひと悶もん着ちやくあるだろう」

　貴族街。アンドルス家別宅訪問に際し頼ったのは墓場から戻ってきたミクトラである。貴族としての彼女であれば、門前払いはされまいという判断だ。

「おお、似合ってる似合ってる。やっぱ元が本物だと違うな」

「そ、そそそそうか……もう逆にこういうのは着慣れないんだが」

　赤面するミクトラ。彼女の格好は令嬢然とした洒落しやれたワンピースである。一応貴族として……とレヴァに用意してもらい着替えたのだが、傍かたわらの人骨のせいで台無しと言う感はある。
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「あ、あ、あの、ランテクート様、と、お……お付の……ええと……方。こ、こちらへ……」

　別宅を管理する侍じ従じゆうが、恐る恐るというように二人を応接間へ促した。

「おいアル、壷つぼの中など見てないで行こう」

「──はっ！　すまん、つい生前の癖で……」

　アンドルス家当主、アンデルド・カ・アンドルスは留守だったが、アルはこれを契機と実務を担当しているであろう侍従から攻めることにした。

（ランテクートの令嬢は冒険者をしている風変わりな方。と聞いてはいたが……アンデッドまで従えているとは……おお……クレイジー……）

　とはいえ彼も、最近スラムに住み着いたスケルトンの噂うわさは耳にしていた。おかげで、卒そつ倒とうするのはなんとか避けられた次第だ。

「『猟犬ハウンデラ』について御存知のことがあるかと思いますが」

　席に着くなりの単刀直入はアルの仕掛けだ。侍従の顔色がさっと変わる。

「わ、私は何も……」

「『私は』というと、関係ある人物を御存知であると」

　ミクトラが続けた問いに対しては、すでに蒼そう白はくと言った領域を通り越した顔色になる。

「違……ちがいます、主人はそんなことは」

　彼の狼ろう狽ばいを見た二人が視線を交わす。

（ど、どうするんだアル……私でも分かるくらいに大当たりのようだが）

（うーむ、とりあえず脅きようは……安心させよう）

　頷うなずいてアルが机に置いたのは、先だってレヴァに貸していたフブルの書状だ。

「そっそれは……！　まままま魔ま導どう宰さい相しようの印章……!?」

「へっへっへ、隠し立ては良くありませんな」

（なんだそのキャラは）ジト目で見てくるミクトラ令嬢をあえて無視し、

「下へ手たをすれば、主家と非合法組織との関わりを助けたとして、罪はアナタにも降りかかるかもしれませんよ。ですがここで我々についておけば、後の扱あつかいも違ってくるでしょうな」

「ほ、本当ですか……？　い、いや、そ、そもそも貴方あなたは一体……」

「こんな風ふう体ていですがね。内ない偵ていのような者とご認識ください」

　これに、侍従は呼吸を詰まらせて考え込んだ。

（本当かアル）

（無論適当かつ事後承諾だ。公権詐さ称しようは普通に犯罪だから気をつけような）

（ええ……私もう巻き込まれてるんだが）

　軽く汗をたらすミクトラを置いて、アルは話を続ける。

「では……洗いざらい、しゃべってもらえますよね？」

　決して短くはない逡しゆん巡じゆんの後──侍じ従じゆうの口が開く。




「くそっ、思ったより全っ然余裕無かった！」

「どうするアル！　あの者の言うことが本当であればもうすぐ始まるぞ！」

　町をミクトラとアルが走る。疾しつ走そうする令嬢と人骨は思い切り注目を集めていたものの、それを気にする暇ひまは二人にはない。

「ミクトラはまず先に孤児院を押さえてくれ！　着替えてな！」

「心得た！　そちらは会場へ……いや、一旦スラムに戻るんだな!?」

　頷うなずき合い二人は別れる。アルは足場を建物の上に移し、矢の如ごとく町を横断する。
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　夕刻を過ぎたスラム。戻ってきたアルを待っていたのは、散乱した木戸、そして血ち塗まみれのサランだった。ぶわ、と全身に汗が湧わく錯覚をアルは得る。

「うわやべえ！　無事か、サランさん！」

「ぐっつ……アル、か。すまん、この様ざまだ」

　返事を聞き、アルは慣れた手つきで傷の確認をする。打撲があちこちにあるが、もっとも重い傷は脇わき腹ばらの刺し傷だ。

「……しくじった、俺はもう駄目かもしれん。いいか、聞け、あいつら……」

「はいちょっと黙ってようね！」

　即座にアルは懐ふところの希き少しよう品袋から小こ瓶びんを取り出した。中の粘液を、

「痛っつ……！」

　サランの傷に塗り込み、さらに極少量を水に溶かし、飲ませる。

「がはっ！　ぐほ……！　おいアル、一体何を……あれ？」

「とりあえずこれで大丈夫。血とか体力は戻らないから、しっかり養生するんだぜ」

　自らの傷を改めたサランが信じられないといった顔をする。

「傷がふさがっ……な、内臓もか!?　おいアル、お前さん俺に何を」

　ふーやれやれとアルは小瓶をしまい込む。

「世せ界かい樹じゆの樹液使った軟なん膏こう。外傷なら大たい抵てい治る。死んでたり部位が吹っ飛んでたりしてなけりゃ、だけど」

　サランは絶句した。

「……お、おま……それ……」

「まあ買おうとしても多分貴重すぎて値段が付かない。気にしないでくれ」

　疑っちゃったしな、とアルは心中で詫わびる。

「気にするわ！　お前どうすんだよそんなもん俺なんぞに使って！」

「事・情・を・聞くんですよー。……何があった？」

　眼前の髑どく髏ろから発せられた低い声に、サランも我に返る。下を向き、地面を殴なぐった。

「例の奴やつらだ……。プーチをさらって行きやがった！　くそ、注意していたはずがこの様ざまだ」

　アルの脳内に、一ひと繫つながりの失策が浮かんだ。

　昨晩逃がした犯人はどうした？　無論戻って、『猟犬ハウンデラ』の上役に報告したはずだ。そして上役は当然気づく。最近よく噂うわさに上る、西スラムで幼女と暮らすスケルトンのことを。

「……あっちゃー……。謝あやまるのはこっちだなこれ。俺が迂う闊かつだった」

　顔を上げたサランが、アルの髑どく髏ろ面を見て息を吞のむ。

「やってくれんじゃねえの。犯行を待とう、っつーのがまずヌルかったな……」

　ゆらり、人骨が立ち上がる。荒らされたプーチの小屋を確認。自分の荷も盗まれている。

「……行くのか」

　小屋から出てきたアルへ、サランが常とはうってかわった鋭い眼光と、神妙な顔で問う。

「ちょいと子供を引き取りにね」

「死ぬなよ……いや死んでるんだが。もう一度死ぬこたないだろう」

　アルは振り向かず、じっと港の方向を見み据すえている。

「止めはしねえ。しねえが……上う手まくやれよ」

　骸がい骨こつの剣士が屋根へと飛び上がる。屋根を駆かけながら呟つぶやく言葉が、届いたかどうかはアルには知れない。

「人間辞めても、ニートやっても……勇者辞めたつもりはないってな。襤ぼ褸ろをまとえど心は錦にしき──ま、襤ぼ褸ろどころか皮の一つも無いんだが」




　　　○




「たのもーとりゃあ！」

「お、おいなんだテメギャッ」

　アンドルス家侍じ従じゆうから聞き出した、港こう湾わん部に存在する倉庫の一つ。夜が近くなり、周囲にはアルが会うなり昏こん倒とうさせた見張り以外は人っ子一人いない。しかし扉の向こうには、

「お、おいなんだテメギャッ」

「そいや！」

　判で押したような対応をする受付の『猟犬ハウンデラ』構成員も判で押したような対応で殴なぐり倒す。

（奥から多数の人間の気配。そんで……金貨銀貨の音）

　そう、ここは会場であった。アンドルス家と『猟犬ハウンデラ』による、孤児を中心とした人身売買会場である。倉庫なのは外見だけで、内部はまるでホールを持った公会堂のような作りだ。

　アンドルス家は歴史ある貴族だが、権力の場から長く離れ、今代になってからは財務状況も逼ひつ迫ぱくしていた。そこで昨今様々な非合法商売を行い始めた『猟犬ハウンデラ』から持ちかけられたのが、消えても誰も気にしないスラムの人間を対象にした孤児院経営による人身売買。そして今日この日こそ、初の商品お披ひ露ろ目め即売会──というのが、アルが侍じ従じゆうから聞いた話だ。アンドルス家の別宅は『猟犬ハウンデラ』の商談や企たくらみに使っていたのだ。

「そーっと……おお、いるいる」

　内部に作られた扉を静かに押し開き、アルは会場を見る。まず目に映るのは壇上に上げられた子供たち。そして子供たちを見上げるように、幾人もの大人おとなの姿だ。

　大陸五ヶ国連合において、数年前より連合国内の奴ど隷れいは禁制となっている。

『戦時において貴重な人的資源を、私的財産として扱あつかわせておく余裕はない』という理由で、禁令が連合会議を通ったのだ。とはいえ、これに反対する貴族や富裕層は少なくない。この大人達たちは、要するにそういった手合いだ。

「盛況だなおい。泣けてくる。アンドルス氏は……あれかな多分」

　アルは記憶の隅にある男性を、壇上奥に座る仮面の人物たちの中に見み出いだした。彼らはこの商売の中心人物たちだ。初の機会に揃そろって顔を出していたのだった。

（さあて、どう踏み込みますかね）アルが算段を始めた時だ。

「よく来てくれたじゃないか」

　アルの左後方、階段の上から声が降る。

「一緒に仕事するって約束だったしな。慈善事業にいそしむ高名な冒険者様との」

「ああ、そうだったそうだった。まあアンドルスの旦那もなあ。商品の頭数揃そろえようと焦あせって、わざわざお前みたいのを呼び込んじまうとはね。やっぱ素人しろうとに部下を任せるもんじゃない」

　扉を閉めつつのアルの皮肉を込めた軽口へ、高名な冒険者──ガルムが微ほほ笑えんだ。

「さて、仕事の話の前に──骨さんよ、お前本当は何者だ？」

　手て摺すりに腰をもたれさせ、ガルムが問う。

「勇者の仲間なんてホラ話だと思っていたが、お前の荷物見て笑ったぜ。そこらの木こっ端ぱ商会じゃ値打ちすら付けられねえ代しろ物ものがゴロゴロしてやがる。レアな魔ま法ほう封じた魔石も山んなってるしな。反射魔法の解かい呪じゆキー、今度教えてくれよ」

「あ、やっぱ持ってってたんだ。他人の家のモノ持ってくとか、非常時の勇者以外は違法だぞ」

　アルはやれやれと腰に手を当てる。ちなみに、勇者の非常時徴発を受けた場合、後で国から補償が（新品換算で）出る。そのため、民衆は勇者を率先して家に招きたがる。

「聞いてるだろう。俺は勇者を手助けしたスケルトンさ。多少制作者にいじってもらってるけどな。道具袋の中身は勇者の形見分けだよ。モノによっちゃ扱い間違うと死ぬぞ」

　それに、ガルムは一瞬複雑な表情を見せた。

「ふん、まあいい……全くのデタラメでもないんだろうよ」

（疑うたぐり深い奴やつだなあ）

「そしてお前自体中々見所がありそうだ。どうだ、変に俺たちを嗅かぎ回るのは辞めて、こっちに付かないか」

「は？」

「『猟犬ハウンデラ』は町のゴミだったが、俺が頭とう目もくをぶち殺して代わりに収まってからは貴族や商人どもを顧客にして勢力を広げてきた。お前の持つ品とコネがあれば、さらに影響力を持てるようになる。もちろん幹部待遇だ。あのお気に入りのガキも返してやるよ。どうだ？」

　アルは頭とう骨こつをぽりぽりとひっかく。

「ここは就職斡あつ旋せん所だったのか。じゃあ真まっ当とうな仕事紹介してくれ。なるべく楽で、寝てても金がもらえて、ボードゲームと遊び相手支給で三食出る奴やつなら最高だ」

「死人の真っ当ってなそうなるのか？　……嫌いやならその気になってもらうまでだがな。お前等ら、死なない程度──いや死んでるのか。まあ、魂たましいが散らない程度に痛めつけてやれ」

　言って、彼は階段を登っていく。上階の部屋の扉を開きながら、付け加えた。

「気が変わったらいつでも言えよ。ここまで届くように大声でだ」

　階下の別口から現れた二十を超える『猟犬ハウンデラ』構成員が扉を閉め、アルを包囲し始めた。

「今日二度目だな、こういうのは」

　階段にいる二人──ランズとスタイブがそれぞれの得物を構える。

「さあて、この人数に加えて俺ら二人相手だ。多少は腕に覚えがあるようだが……」

「貴様、篝火ベルフアイアだろう？　俺おれ達たちもそうだ。同格の人間相手を、アンデッドと同じように倒せると思うなよ」

「同格ね」

　アルは奥のホールから聞こえる『人を食くらう者達たち』の声を聞く。表現できない苦笑いの代わりに、顎あご骨ばねをカタカタ鳴らしてやる。

「じゃあ、ちょーっとだけ頑張っちゃおうかな」
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「お前の保護者はどうなるかな。倒されるならそれも良し、ここまで来るなら尚なお良し……」

　倉庫の二階を丸々使った部屋。巨大なソファの上で、ガルムは手足を縛って転がしていたプーチへと半ば独ひとり言ごとのように語りかけた。彼女は今回の商品ではない。アルへ最初に孤児院の話を持ちかけた時から決めていた、彼への人質だ。

「アルはまけないよ。ゆーしゃのなかまだもの」

　はっきりとした返事が返ってきたのを意外に思い、ガルムはプーチを見返す。

「……まあお前もおかしな奴やつだな。アレの風ふう体ていに懐なつくとは」

「アル、こわくないよ」

　それを聞いてガルムの脳のう裏りによぎるのは町の面々だ。呵か々かと笑う。

「お前の方が余程度胸があるな！」

　扉に幾条もの閃せん光こうが走った。次いで、断片となって吹き飛ぶ扉。

　それを為なしたのは、剣けん閃せんと投げ込まれた二人の幹部だ。顔のほとんどを腫はれ上がらせて白目を剝むき、完全に気絶している。

「同じ篝火ベルフアイアでも腕はミクトラのが数倍マシだな。さて、家主が世話になってるそうで」

「アルー！」

　のそりと、骸がい骨こつの剣士──アルが現れた。プーチが不自由な手足でぴょこぴょこと跳ねた。

「おまたせ、お姫さま」

「遅かったじゃないか。……だがまあ。嬉うれしいよ」

　くつろいだ様子で、ガルムは片手を広げてみせる。

「そいつら程度じゃ話にもならないってのが。それでこそ、俺の右腕に相応ふさわしい」

　アルは黒剣を鎖さ骨こつに担かついで、下を向きわざとらしく頸けい椎ついを振る。

「犯罪組織の右腕骨なんざ、御ご免めんだね。犬にくれてやる方がまだマシだ」

「はん、勇者の元仲間のプライドか。そんなにその立場が良いいモンかね？」

　訝いぶかしげにアルが前を向く。憎にく憎にくしげなガルムの視線が彼を射抜いた。

「勇者がどうなった？　散々勝手な民衆の言いなりになって最後は鉄てつ砲ぽう玉だま扱あつかいであの世行きだ。いくら名声を高めようが、冒険者の頂点があれなら御免だね、そうだろうが」

（むう。別に言いなりで動いたつもりはないんだが）

　ちょっと呆あきれ気味で黙るアルであった。しかし事実死んでるもんだからバツが悪い。

　ガルムが立ち上がる。その背後に、ぽつりと幼女の声がかかった。

「ゆーしゃ、すきだったの？」

　空気が凍った。ガルムが一瞬目を見開いて、プーチを睨にらむ。

「……さえずるなよ、餓が鬼き」

　ガルムが両の短剣を抜き放つ。その切っ先がプーチの喉のどに触れた。慌あわてるアル。

「こらこら、子供の言うことだろ！」

「最後のテストと行こう。お前を従えれば、この町に邪じや魔ま者ものはいなくなる」

　アルは、黒剣を構えた。先の二人には見せていない、東国の剣術を聖剣でも扱あつかえるようアレンジしたアル独自の構えだ。

（うむむ、俺のせいでこいつのような踏み外した奴やつが──────とかさあ）

　そこまで考えて、カカカと歯を鳴らして笑う。びしり！　とガルムを力強く指さす。

「思うわけねえ───だろこの野郎！　そのひん曲がった性根叩たたき直なおしてやらあ！」

　アルは聖剣を振りかぶり、突き出した。当然間合いの外だ。しかし、その剣先はガルムへと迫る。

（投げただと!?　舐なめやがって……こんなもんッ！）

　ガルムが短剣で弾はじき、そこで気付く。アルの腕骨が、肩・上腕骨・撓とう骨こつ・手しゆ根こん骨こつと、それぞれ完全に離れている。それが投とう擲てきとすら感じたロングレンジの正体だ。しかも、

（剣まで手放して……！）

　手から剣が離れているため、先の弾はじきによる衝しよう撃げきはアルの腕に無い。手の向かう先は、

「よっと」

　アルの指骨がプーチの襟えり首くびをつかむ。そして彼の腕骨が、見えない何かに引き戻されるように再び合体した。

「アルー！」

　プーチが、顎あご骨ぼねへと頭を押しつける。

「……なるほど、魔ま力りよくによる操作か」

　ガルムが眉み間けんに皺しわを寄せて得とく心しんする。スケルトンは、その体を肉や健で繫つないでいるわけではない。彼かれ等らの体を繫つなぐのはただ一つ、魔力のみだ。

　ゆえに。その魔力を強く操れるならば、今のような曲芸も可能だと言うわけである。

（あ、でもけっこー魔力使うなこれ……）

「まあ良いいさ。そいつの役割はお前をここに呼んだ時点で終わりだ」

　ガルムは顎あごで横を示す。

「だってさ。端っこでおとなしくしてなさい」

「あぶなくない？」

　アルが頷うなずいてやると、プーチは自ら部屋の隅へと向かう。

「がんばれー。アルー」

「おーう。任せとけぃ」

　声援に応えて、アルは鞘さやを構える。ガルムは、これもまた部屋の隅に転がる黒剣を見ている。

「剣を捨てるか。よもや、返してもらえると思っているわけではないな？」

「思ってないけど、優しさって大事だぞ人として。俺と違って血も涙もあるんだから」

　嘆息するガルム。

「得物を捨てて俺の相手が出来るとでも？」

　返答の代わりと言うように、ごき、とアルが指骨を鳴らす。ガルムの目が据すわった。

「死んだ野郎が慢心してんじゃねーぞオラァ！」

　ガルムがソファを蹴ける。少なくとも百キラムはあるだろうそれが、壁かべ際ぎわまで追いやられた。その反動で、跳ぶ。

　狼おおかみの牙きばにも似た上下二段の斬ざん撃げきをアルがかろうじてかわす。次いで繰り出される突き。

（うお早っや……流石さすがに聖火セイクリツド級！）

　それを鞘さやで流しながら、アルは感じ取る。ガルムはもう片方の短剣で反撃に備えている。迂う闊かつに切り返せばカウンターだ。

　だが、アルは半身になり体ごと踏み込む。当然のように襲おそい来るもう一方の短剣を、

「アルッ！」

　──叫ぶプーチの声に応こたえて──彼は肋骨の間へ通した。ガルムの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「肉を切らせて骨を断たつッ！」

　そのまま、鞘さやでのチャージを決める。ガルムの顔が跳ね上がるが、その勢いのまま後転を入れてダメージを殺しつつ間合いを離した。

「なんて、肉無いけどな」

「っつ……ふ、ふん！　あいつらでは相手にもならんわけだ」

　鼻を鳴らして血を飛ばし、ガルム。

「少々大人おとな気げはないが、さっさと済ますか。……聖火セイクリツド級の意味を知るがいい」

　短剣を逆さか手てに持ったガルムが、その腕を広げる。その体に漲みなぎるものがある。

　ばあん、と空気が鳴る。

　半なかばガルムの姿を見失ったアルが、それでも気配を捉とらえて咄とつ嗟さに鞘さやを盾たてにする。

「遅いぞ骨野郎！」

　高い音が響き、ガルムの二の剣がアルの肩をかすめた。避けきれない。

（魔力駆動マナドライブ！）

　アルが力任せに振り抜いた一撃は当然当たらない。天井を蹴けり、ガルムが着地した。

「良く防いだ。……だが、もうお前に勝ち目はない」

　魔力駆動マナドライブ。これを行える者は、そうでない者に対し圧倒的なアドバンテージがある。攻防速度全てにおいて。

　アルがかろうじて攻撃をしのげたのは、自身も魔マ力ナ駆動者ドライバであることと、技量の面でガルムの上を行っているからだ。

（先日のアセンションに神聖剣の封印解除──こっちがやるには懐ふところ具合が足りないな！）

　無いものは仕方がない。気を取り直してアルは構えを解いた。

「はーびっくらこいた。無い心臓が口から飛び出るかと思ったわ。──それでは」

　敢あえて息を吐はく真ま似ねをする。小さく跳ねる。そして……新たに構える。

「ほお、拳闘か」

「あたり。しゅっしゅ」

　素振りをしつつ、鞘さやを持った左腕を曲げて前へ、右腕を構えて半身になる。

「出来れば砕くだける前に言えよ。代わりの骨を探してやるのも面倒だ」

　ぼ、と人体が風を抜く音を発してガルムが打ち込む。その速度はやはり圧倒的だ。

　二合、併あわせて四撃げき。アルは全てかろうじて捌さばいた。鎖さ骨こつと腓ひ骨こつへ薄く刀傷が刻きざまれる。反撃の余裕はない。

　数度の交錯の後、ガルムの回し蹴げりがアルを捉えた。鞘さやで受けたものの、派手に吹き飛ぶ。

「アルッ！」

　プーチが悲鳴を上げた。だがアルは壁を蹴りつけることで激突を防ぐ。

「なんのまだまだ。俺はほうれん草と小松菜食ってんだ」

　ガルムが短剣を握ったまま、アルを指さす。

「これが魔マ力ナ駆動者ドライバ……人を越えた者の力だ。面白いぞ。どんな達人ヅラしている奴やつでも基本性能差だけでほえ面づらをかく。お前は頑張ってる方だ」

「達人ね」

　好機とばかりに、アルは返事をしつつ各所の可動を確かめる。

「だが所しよ詮せんは勇者の仲間も同じ穴の狢むじなのようだな。この力の前には……」

　ガルムの陶酔。アルは軽く、ひとさし指骨をくいくい動かして返事とした。かかって来いや。

「はっ！」

　挑発に乗ってくるガルム。それは当然のことで、今の彼とアルの戦力差で、注意することなどない。それは、戦力だけ見れば確かなことと言える。しかし。

「ッ!!」

　交戦から二度目。再びガルムの顔が跳ね上がる。

「何……捉とらえられた……？」

　ダメージはほぼないが、ガルムが意外そうな顔をする。アルは拳を開きぷらぷらと揺らした。

「もう邪じや魔まだなこれ」

　これまで盾たて代わりに幾度も攻撃を防いできた鞘さやを外し床に放る。ガルムが激げつ高こうした。

「図に乗──」

「そりゃお前だ。──本当の達人に会ったこと無いんだな」

　断ち切るようにアルが言葉を被かぶせた。




　　　○




　上階の争いの気配が一瞬止まり、ミクトラは顔を上げる。

「アル…………」

　ミクトラはエントランスに向き直る。アンドルス家経営の孤児院を押さえた後、急いで人身売買の取引現場へとやってきたのだ。

　エントランスには床を埋める勢いで覆ふく面めんの男たち──『猟犬ハウンデラ』構成員だ──が彼女の手により縛しばられていた。ミクトラが到着した時に倒されていた者達たちだ。

　抵抗する者はいなかった。

「あの……スケルトン」

　誰とも無い呟つぶやきに、起きている全ての者達たちが息を吞のんだ。ミクトラも顔を向ける。

　先ほど行われた『猟犬ハウンデラ』幹部とあのスケルトンの戦い──いや、あれは戦いではない。

　心を折られただけだ。一方的に。あの二人だけではない。ここにいる『猟犬ハウンデラ』の全てが。




　二十分ほども前。

「お前ら」

　ランズとスタイブ──秒殺した幹部二人の頭を鷲わし摑づかみにしたスケルトンが、その苛か烈れつな所業に反して軽い声で階下の倒れた覆ふく面めん達たちに語りかけた。

　髑どく髏ろ頭が階下を見る。その眼がん窩かに蒼あおい炎が燈ともる。凄すさまじい圧を全員が感じる。

　その『圧』は隔絶した能力差を、動作を介さず『押し付けて』威圧するある種の技術であるが、それを彼らが知る由よしもない。

「続けてで悪いがな。上の代替えだ。大人しくそこにいろ。──いいな。わかれ」

　威圧されきった者達たちにとっては、その声はほぼ誓約じみた縛しばりをもたらした。




　結果。先ほどミクトラが館へ入り込んできた時も、それを止めたり襲おそったり出来る者はいなかった。完全に彼らの中で、支配者が入れ替わっていた。既すでに一度、ガルムにより屈服させられた経験を持つ者達たちだ。もう、ろくに自分の頭で考えることも避けているのが常態となっていたのだった。

「勝てない。誰も」

　反論はなかった。

「──頭とう領りようでも」

　反論はなかった。




　　　○




　魔力駆動マナドライブは術者に圧倒的な身体能力と頑健性、魔ま力りよく抵抗を与える。それは人型の竜りゆうと例えられるほどで、可能な者は軍単位ですら希き少しような戦力と考えられる。

　これを打ち破るには同じく魔力駆動マナドライブを行う生命体か、大火力魔法の直ちよく撃げき、もしくは人海戦術による魔力切れ狙ねらい、矢雨などの避け切れぬ物量による波状攻撃などが必要とされる。

　しかし、圧倒的な能力を与えられる魔力駆動マナドライブであるが、変化をもたらさない要素も存在する。

　体重だ。




「…………ッ！」

　二発。三発。『置かれた』アルの左ひだり拳こぶしが、ことごとくガルムの突進を止める。

　ダメージはほぼない。しかし、

（何な故ぜ当たる……！　何な故ぜここまで衝しよう撃げきがある！　骨だぞあいつは！　三十キラムもない！）

　理解できず、ガルムが心中で毒づく。

「そりゃもー見切ったもんね。こーなりゃいくら速かろうが特に関係ない」

「!?」

　心を読んだかのようにアルが言う。

　ガルムは激しく左右へフェイントをかける。だが、一歩でも前に出た瞬間に、ご、と左拳が打ち込まれる。半身にして前に出た左半身から繰り出される左の拳が、点の小ささに反して壁の如ごとくガルムを阻はばむ。

「ちっ！」

　嫌いやがり、ガルムが大きく後ろへ飛んだ。アルは構えを崩さない。

「後はまあ、単なる技だ。体重移動と打法に加えて、カウンターな。こう、ビシッと」

　黙って聞いていたガルムだが。深く息を吐はいて口元を拭う。

「だから何だ？　言っておくがほとんど効きいてねえぞ。状況なんぞ何も変わっていない」

　アルは返事をしない。ガルムは舌打ちする。

「……引き込もうとしている俺が言うのも何だがな。……何な故ぜ大人おとなしく死んでいない。得があるわけでもないだろう。お前がこの世に残っててなんの意味がある？」

「…………」

　死人。その言葉はアルの心を揺るがすほどではない。だが、死人が未いまだここにいる理由。それはアルが未だ見み出いだしていないものだ。

「そいつは──」

　答えの定まらぬまま、アルが何かを言おうとした、その時。

「なかったらだめなの？」

　迷いが混じる言葉は、無む垢くな呟つぶやきに止められた。プーチだ。ふたりが彼女を見る。

「んと、いきてるりゆうっていうの、なくてもねー。いるんだからしょうがないよ」

「何──」

　思わず問い返したガルムに、さらにプーチが重ねた。

「だっているんだもん。あとね、わたしアルすき。アルは、いなくなりたい？」

「い、いや……まあそりゃ、進んで消えたくはないけども」

「じゃあいいよね、それで」

　部屋の時間が止まったように、静まりかえる。

「ぷっ……くっ、ははっ」

　知らず、アルから笑いの音が漏れた。プーチとガルムの間に入りながら、背後を指し示す。

「だとさ」

　ガルムは苦い顔だ。納得はしていない。

「分かんないか」

　アルが構えを変えた。半身はそのままだが、腰を落とす。

「じゃまあ、やっぱ勇者の仲間の仲間にはしてやれないな。これからのご活躍をお祈りいたします」

「抜かせ！」

　ガルムがさらに背後へ飛んだ。大おお袈げ裟さなクラウチングスタートのように、四つ這ばいとなる。

　たわむ体に凄すさまじい魔ま力りよくが張り巡めぐらされる。

　アルの構えが待ちだったのがガルムに有利に働いた。さらに、彼の目の前に魔法陣じんが三重に展開される。

「お、召しよう還かん魔法式」

　ガルムの切きり札ふだだが、アルはあっさりと術理を看かん破ぱする。その予想の通り、呼ぶのは自分自身。陣を一つ突破するごとに、本来別座標の存在を呼び寄せるだけの魔力が追加で付加される。

「砕くだけた骨は都合してやるよ。安心して吹っ飛べ『連鎖召颶風コールアツプ・ブラスト』……！」

　発射される。音速を遙はるかに越えて、鋼鉄を越える強度となったガルムが刃を構えて突っ込んでいく。完全に速度に乗った。先ほどまでアルが使っていた、止めるための拳は既すでに意味を為なすまい。

　ず、とアルがさらに深く構え、左腕の肘ひじから先を上げた。この期ごに及んで受け技、と勝利を確信したガルムの哄こう笑しようが、音速超過の衝しよう撃げきに砕くだけ拡散する。

「──静拳奥伝『如月キサラギ先セン負ブ』」

　ガルムの剣の切っ先がアルの左ひだり尺しやつ骨こつに触れる。

　接触と同時、アルの腕──尺骨が僅わずかに回る。その極小の回転は衝撃を僅か体に逃がす。体が僅かに回る。その極小の回転は衝撃を僅か大だい腿たい骨へ逃がす。大だい腿たい骨から足そく根こん骨が僅かに回る。その極小の回転は衝撃を僅か地面へ逃がす。再び尺骨が僅かに──

　これらの行程が、接触の一瞬で継ぎ目無く繰り返し行われた。結果。

　轟ごう音おん。大理石の床が豪快に割れる。崩ほう落らくまでは至らなかったが、巨人すら貫くその威い力りよくが、余さず地面へと逃がされたためだ。

「おー、中々。当たってたらバラバラだったな」

「なんだと──」

　空中にあって呆ぼう然ぜんと言葉を紡つむぐガルムを、下からの衝撃が襲おそった。アルの打ち上げる掌しよう底ていだ。

　やはりダメージはほぼない。しかし、彼の体は既すでに技の威力を失っている。浮き上がる。

「さーて。大して効きかないんなら地じ獄ごくだぞー。早めに音ねを上げとけよ」

「何……ぐ!?」

　ご、ご、ご、ご、ご、ごん！　と。魔力駆動マナドライブの強度のため、人を殴なぐったとは思えぬ硬質の音が連続して響く。

　アルの左ひだり拳こぶしだ。精妙な運足運体により連打でありながら重さを持つ拳が、宙にあるガルムに連続して撃ち込まれている。空中に縫いつけるために。

「今の俺で一セット何発入れられっかなー。──動拳『振フル狩カリ』」

　六、七、八、九。高度が下がり始めた所で右みぎ掌しよう底ていの打ち上げ。そしてまた左拳の連打。

「ぐ、あ、お、お、お、お、お、お、う、ぐ！」

　左拳九、右掌底一のセットが再び叩たたき込こまれる。ガルムにとって、一撃のダメージはほとんど無い。無いが、

「ひとでおてだましてるー……」

　呆ぼう然ぜんと、割れた床にへたりこんだプーチがその光景を見ている。既すでに短剣はガルムの手から離れ、地に落ちている。

　さらに打ち上げ。さらに連打。空中で逃げ場のない衝しよう撃げきがガルムの体内に鈍く残り出す。骨格が軋きしむ。徐々に肉が打撲症状を訴える。

（く、くそっ！　一撃はなんてことはない！　な……のに……！）

　内に籠こもる思考が、再度の打ち上げにより中断される。連打が再開する。

（止まら……ない……！）

　打撃への反応に思考が支配される。また中断。そして連打。

「ぐ、お、っ……！」

　アルは手て応ごたえの変化を感じ取る。鉄の如ごとき感触が失うせ、肉を打つ感触がある。魔力駆動マナドライブが切れている。

「お・し・お・き・終了！　せ──────の！」

　最後の一撃は右ストレート。ガルムが頰を歪ゆがませて吹き飛んだ。床を転がり、大の字になる。

「が、はっ、ごふっ……」

　その傍かたわらにアルは歩み寄り、彼の状態を確かめる。全身打撲の状態ではあるが、致命傷には至っていない。

　プーチが割れた床をよちよちと、アルの元へ歩いてくる。彼女を骨の腕で抱き上げて、

「拳げん骨こつ、痛かったろ？　さっさと降参すりゃあいいのに」

　ガルムへ告げる。彼は苦しげに体をよじった。

「ぐ、信じ、られん……、魔力駆動マナドライブも無しの、素手で……この俺を……。だが……どうするつもりだ。俺は……この町では捕まることはない」

「アル……うわ、なんだこの有あり様さまは！」

　そこへ現れたのはミクトラだ。先ほどの轟ごう音おんに、流石さすがに様子を見に現れたのだった。部屋の惨さん状じようにたじろいだものの、気を取り直してアルへ告げる。

「下の会場は押さえたぞ。何な故ぜか『猟犬ハウンデラ』の覆ふく面めん達たちが貴族側を裏切って手伝ってくれたんだが……。何かしたのか？」

「な──！　ぐ、ぐぬ……！　いや……！　たとえ捕つかまろうが、すぐに釈放だ……」

　町での信用、そして取引先がガルムを守るということだ。やろうと思えば、裁判の人員全てを息のかかった者でまとめることすら可能である。

　だがアルは、動じることなくある物に視線を移す。それは、最初に切り刻きざんで吹き飛ばした扉の欠片かけらだ。

「だとさ。最初から大体全部、聞こえてたね？」

　そこには、一枚の符が張り付けられている。

《やれやれ、終わりよったか》

　符から、半透明の人型が浮かび上がった。二百を越える年齢に反し十歳ほどの少女の姿。長く蒼あおい髪に朱の眼め。

「わー！　だれ？」

「通信符、だと……！　しかも魔ま導どう宰さい相しよう──『叡えい智ちの神火フブル』!?」

　プーチが目を輝かせ、ガルムは驚きよう愕がくに歯を軋きしらせた。

《ガルムとやら。『猟犬ハウンデラ』とアンドルス家を用いたお主の企たくらみの数々、全て聞かせて貰もらった。……この件は王都にて審議する。絡からんでおったセクメルの者達たちまとめて、な》

　ガルムの表情が固まる。ややあって、その体を再び大の字に倒した。

「──ちっ、ここまでか……おい」

　呼びかけに、アルは頭ず蓋がい骨こつを傾けた。

「お前よりも強いのか、勇者の仲間は──あの剣士の爺じいさんと、そこのガキんちょ宰相も」

《おうなんじゃ若造。儂わし舐なめとるのか。やんのか？　やんのか？》

「もっちろん。今のお前程度一発だな」

　アルはぐっと親指骨を立てる。ガルムは嫌いやそうに顔を背けた。

「くそっ……ああもう、好きにしやがれ」




　　　○




　──一週間後。呼び出されたセクメルの冒険者組合にて、受付嬢が何とも言い難にくい顔でアルへ感状を渡していた。

「えー……篝火ベルフアイア級冒険者、アル殿。人身売買に関与した犯罪組織『猟犬ハウンデラ』とアンドルス家を捕とらえた貴方あなたの行動は町の治安向上への貢献大として……」

　アルはそれを大半聞き流しつつ周囲をうかがっている。

（すげえ微妙な空気なんですけど！　俺褒ほめられてんだよな!?）

　ガルムは言ってみればセクメルの英雄だ。彼が突如重犯罪人として王都へ連行、そしてそれをやったのが町から忌いまれている余よ所そ者もののスケルトン、とくれば彼らの反応は無理もない。

（説明はされてるはずだけど。……少し派手にやりすぎたな）

　とアルは思う。事件の解決のみならず、この数日間フブルを通じて町の権力者への『説得』も多数行っている。

「それでは、こちらを授与します。ですが、『猟犬ハウンデラ』撲ぼく滅めつについては、冒険者組合としては依頼の発効前でしたので……」

　感状と少々の褒ほう賞しようを受け取り、アルは手しゆ根こん骨こつを振る。

「いーよいーよ。成り行きだし」

　貼はり付く視線から逃げるように組合を後にして、アルはスラムへと足を向ける。




　　　○




　ガルムの打倒後。セクメルを預かるアンドルス家以外の貴族には国から直接の要請があり、スラム環境の改善事業が始まった。

《やれやれ、話をでかくしおって》

「まあいいじゃん。言われた通り身を粉こにして働いた結果だぜ」

《ぐぬぬ。身なんぞ無い癖に》

　フブルは愚ぐ痴ちってはいたものの、問題が見えたからには解決に動かぬ人間ではない。

　ミクトラへは、

「例の水晶を換金して、孤児院の資金源にしてくれるかな。ランテクート家の名前があれば、早目に換金できるアテも見つかるっしょ」

「う、売るのかこれを……うう、勇者様の遺物……勿もつ体たい無ない……」

　彼女の実家がどう言うかがアルの心配事ではあったが、後に聞くところによると孤児院の引継ぎ含め貴族に相応ふさわしい仕事だと快かい諾だくしてくれたらしい。




　　　○




「や。元気してる？」

　自分の荷物をまとめたアルが、サランの元へと現れたのは旅立ちの当日だ。

「……無事だったようだな、ま、噂うわさには聞いてたがよ。大したもんだ」

「あんたもね、サランさん。……いや『猟犬ハウンデラ』先代頭領サラミス・マッケインと呼んだ方がいいかな？」

　光無い眼がん孔こうがサランを見た。一瞬の沈黙があり、サランは観念したように息をついた。

「──ばれてたかよ」

「後から考えてみりゃ、『猟犬ハウンデラ』がやってたスラムの人さらい下見について話してたのは、あんたしかいないんだよね。『猟犬ハウンデラ』はきっちり偽装してて、他のスラム住人は気付いてなかった。それで、ちょっとあれこれ調べさせてもらった」

　サランの目が変わる。好こう々こう爺やから、裏の世界を生きる者の目に。

「お前なら、もしかすれば奴やつらを潰つぶしてくれるかと思ってな。──まあ、期待以上だ」

　にい、とサランが酷薄に笑うが、アルは緊張の素振りもなく切り出した。

「んーなこと言ってサランさんよ。あんた、スラム自体を助けようとしたでしょ」

「…………何のことだよ」

「いやいいからそういうの。ガルムを俺に倒させるなら、直接俺へ『猟犬ハウンデラ』の情報を流すだけでいい。大体プーチ世話したり庇かばって刺されてる時点で言い訳聞かねえし」

　ずけずけ言い募つのるアルに、サランは決まり悪そうに黙り込んだ。

　サラミス・マッケインは、ガルムによる『猟犬ハウンデラ』乗っ取り後、死を装よそおってスラムへと潜んだ。その後、かつての彼から見ても外げ道どうの所業に走る『猟犬ハウンデラ』をどうにかするために策を練っていたところに、スラムへ現れたのがアルだったというわけだ。

「──悪党なりの責任って奴やつだ。そんなナリでも堅かた気ぎのお前には理解できんだろうがな」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいて、サラン。それを無視して、アルは指骨を立てた。

「いや分かる分かる。だから再就職先用意した」

「──ああ？」

　捕つかまるつもりで両手を揃そろえて出しかけていたサランが、その眉まゆをひん曲げた。

「大きな声じゃ言えないんだけど、結局はぐれ者を集めて管理する受け皿が無いと、色々不都合あるみたいなんだよね。だから、フブルさんがそんじゃあ専門家に丸々投げろって」

「どういうこったよ」疑問丸出しの声音で、サランが問い返す。

「『猟犬ハウンデラ』を再編して、町の裏を管理してよ。表の仕事も用意する」

「……まさか」

「アンドルス家が商売に使ってた孤児院だ。後援はランテクート家。当然、人身売買は無し」

　投げられた言葉に、サランはしばらく呆あつ気けにとられ──やや後、頭をがしがしと搔かいた。

「お上と繫つながってガキどもの世話する悪党かよ。世も末だな、ったく」

「悪いね院長」

「院長だあ!?　おいおい勘かん弁べんしろや」サランが泡を食って叫ぶ。

「命助けたろ？　恩返しと思ってよ」

「ぬっく……そいつを言われると参るな……。あの薬の代金なんざとてもじゃねえが払えねえ」

　互いに肩をすくめた。アルの骨の拳こぶしがサランの胸を叩たたく。

「俺は悪目立ちしたんでね。そろそろ町を出るよ。また近くまで来たら寄るから、プーチをよろしく」

「言ったな、覚えとくぞ。元気でや……いや死んでるか。達者でやれ……同じかこれも」

「いやまあ、分かる分かる」




　　　○




「アルっ！　アルー！」

「げ」

　セクメルの外そと門もんが見えたところで、背後からの声に捕つかまった。振り向けば、よてよてと危なっかしい勢いで走るプーチの姿がある。その更に背後には、ミクトラの姿だ。

「黙って消えようと思ってたのに、ミクトラのやつ……ちょ、おい、危な、落ち着け！　待ってるから！」

「ううううううー！」

　プーチを落ち着かせようとするも、半泣きな彼女の勢いは止まらない。そしてアルの予想通り、足を引っかけて体勢を崩す。

「ああもう……とりゃ！」

　アルも走り込み、ダイビングしてプーチの下に腕骨を差し込んだ。

「ないすきゃっち。みゅへへ」

「みゅへへじゃないよお嬢さん」

　苦りきった口調でたしなめて、アルはプーチを抱き上げて視線を合わせる。

「アル、いっちゃうの？」

「……ごめんなー」

　いやだ、とはプーチは思っていたが言わなかった。顔を寄せて、ぎゅうと頸けい椎ついへと抱きつく。

「またくる？」

　涙声である。アルは優しく頭を撫なでた。

「約束するよ。プーチは俺の心の師し匠しようだからな」

「うにゅ？」

　疑問の声。アルは笑う。

「いるんだからしょうがない、ってな。なんか楽になったぜ」

「あ、それー？」

　プーチが顔を離し、再び二人が顔を合わせる。

　死者がまだここにいたいと思い、誰かが死者を好きだから。

　プーチの母親に足りなかったのは、手段だけだ。その事実を、彼女は受け入れた。

（それをまあ、この歳としでなあ…………大したもんだな。俺よかよっぽど骨がある）

「アルをほねさんにしたひとも、わたしも、アルがすきー。みゅへへ、アルもてもて」

　プーチが笑う。アルも顎あご骨ぼねをカタカタと鳴らし、笑いを伝えた。

「参りました。プーチ、また来るよ。絶対」

「……うん！」

　プーチがもう一度強く抱き着いてくる。町に出入りする人々が、ぎょっとしたように二人を見るが、彼らはしばらくそのままでいた。
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[image: 四章　勇者、久しぶりに本気出す]

　深夜の森は意外なほどに生の気配で満ちる場所である。草木は眠っていても、虫獣は夜に動きだす。しかし、その中にあってなお、死を主張する存在があった。

　地中から伸びる手……いや、人の手の骨だ。

　死をこれ以上なく主張するそれが、唐とう突とつにもぞもぞと動いた。やがて宙をさ迷い、地面を摑つかむ。さらに、もう一方の手骨も地上へと現れる。

　ややあって、地面が大きく揺らぐ。土が崩れる音と共に、頭ず蓋がい骨こつが姿を現した。

「ふへー、酷ひどい目にあった」

　どうにかこうにか上半身を引っ張り出して、人骨──我らが主人公は地面に肘ひじをつく。

「でも案外よく眠れたなあ。いいとこじゃないか地中……」

　アルは周囲を見回し、今現在が深夜であると理解する。

（さてどうしましょ。何なら朝まで寝てもいいけども……夜の間に距離稼ぎたいな）

　と、アルはそこで木々の間から漏もれる光に気付く。

「何だ……？　ウィスプ？」

　しかし、光は話し声と共に近づいてくる。さらに足音。

（げ）

　光の正体はランタンだ。人である。アルは慌てて土から脱しようとするも、時既すでに遅しである。村人らしき格好の男女が姿を現し、場違いにのんきな声を上げた。

「おや、スケルトンさんが」

「あら」

「ど、どうもー……」

　ランタンに照らされ、とりあえずアルは挨あい拶さつを返した。




　ランタンを持った二人の名前は男性がガンティ＝エリュズ、女性がグレト。二人は夫婦で、森を抜けた先にある村、エンデから山菜取りにやってきていたと話した。

「……夜に山菜？」

「この辺には夜中に発芽する種類がありましてね。薬に珍重しているのです」

「娘が少し難しい病気でして」

「はあ、危なくないですか？　その、ほら、色々」アルは迷いつつ自分を指差して言うが、

「人を襲おそうような方には見えないもので」夫妻はあっさりとそう答えてくる。

（いやいやいやいや、どんな度胸してるのこの人ら）

　そんなアルに構わずエリュズ夫妻はかがみ込んで山菜を集めている。言葉の通り、夫妻の持つ編み籠かごには大小様々な山菜が入っている。

　ふたりは地中から生えたアルにも恐れることなく、脱出に手を貸し、そのまま警けい戒かいすらもせずに山菜の採取を再開したのだ。はっきり言えば、異常とアルには思えた。

「えーと……そのー、あのですね。自分で言うのもなんですが、怖くないので？　夜中に俺を見て。我ながら強面こわもての自覚はあるんですが」

「森番などしていると、あれこれ見ますからね。私は魔ま物ものの気配も多少読めるもので」

　森番とは、王や領主の命により重要な資源庫である森を管理する仕事だ。当然ある程度の戦闘力も求められる。場合によっては無断伐ばつ採さい者や森の獣などとも戦闘になるからだ。

（森番──か。なるほど。それなら度胸あるのも頷うなずける──かなあ？　にしても肝きもが据すわりすぎというか）

　アルがほんの少し納得しかけるところへ、ガンティの補足が加えられる。

「最近は日中にどこかから流れてきた強力な魔物が出るようになりまして。私では恥ずかしながら歯が立たない。こうして夜に動くのも半分ほどはそのためなのです」

「あ、それなら──」

　アルが思いついて声を上げた。それは、アルが地中に埋まっていた理由でもある。




　──遡さかのぼること十時間ほども前のこと。

「なん！　で！　こんなとこに！　凶きよう暴ぼう化した！　グレイトムースが！　いるんだよ！」

　アルはグレイトムース──別名王おう鹿じか──の角を避けつつ、森を走り回る。

　セクメルから出立して後、街道を通り、しばらく後に脇道に入って北へ。連合国の一つであるバルキア共和国との国境にそびえるニライ山。その山やま裾すそにエンデという小さな村がある。

　アルはセクメルを出る際、その村と連絡を取るという仕事を請うけ負っていた。

（何な故ぜか定期連絡が取れないって話だったが……こいつのせいかー？）

　森に入ってしばらく。唐突に巨大な鹿の魔物に追われる羽目になったというわけだ。





◆グレイトムース（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｃ。別段敵対はしていないが怒らせると非常に危険）

　巨大な鹿の魔物。王鹿とも。大地の魔力を角から取り込み成長する。非常に大きな体格を持ち、成体で体高が三メルにも達する鹿類の中でも最大を誇る種。

　魔力を吸う角の強度は凄すさまじく、生半可な鉄の剣が折られることもあるが、本体が死ぬとその強度は失われてしまうため武具などの素材には向かない。

　野生動物に近いため人間への明確な敵意は持たないが、怒らせたりした場合は凶暴になる。戦闘力はサイズに見合って著しく高いため、熟練者でないなら戦うことは考えない方が良いい。



　勇者アルヴィス曰いわく『個体によっては一帯のヌシをやってることもあって、その場合強さのランクが三つくらい違うので注意しよう』




「ああもうめんどくさい！」

　アルはぼやきつつ、突きこまれる角を回転を入れての跳ちよう躍やくでかわす。

「動拳『転襲テンシユウ』──どりゃせいっ！」

　その回転のまま、グレイトムースの横よこ面つらを蹴けり下ろす。顔を振ってグレイトムースが悶もだえるが、撃げき退たいにはほど遠い。

「堅かった。やっぱ成体だとちょびっと魔力駆動マナドライブしてやがるか」

　うんざりと、アル。しかし、これほど見事な成体が、村と連絡が取れなくなるほどの長期間荒れ狂い続ける理由が思い当たらない。

（何かあるな……とりあえず新技で片づけるか）

　彼は魔ま力りよくを強め、自みずからの左腕骨を肘ひじから分離させた。ガルム戦で行ったことの応用だ。

「おりゃ行けー！」

　本体を離れた腕骨が黒剣を持ったまま飛び、グレイトムースを切りつけた。

「!???!?」

　獣は面食らいながら叩たたき落おとそうとするが、腕骨は既すでに彼の直上だ。真下への打ち下ろしが叩たたき込こまれる。




「グゥ……ガ」

　そして。グレイトムースが地に伏したのは数分後だ。腕を元通りに戻したアルはと言えば、

「ひい……ひい……ほ、骨、取れそう……」

　膝しつ蓋がい骨こつに手しゆ根こん骨こつをやり疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

（ま、魔力消費やっぱ大きいなこれ……。普通に戦った方がまだ良かったかも）

　アルはふらふらと歩いて元の道へと戻る。

「いかん、魔力きっつい。久しぶりに夜まで『寝る』か」

　呟つぶやいて、アルは荷を適当なところへと隠し、自らは道からやや外れたところで座り込む。

　からり。音と共に、アルの頭ず蓋がい骨こつがぼとりと足の間に落ちた。数秒の後、バラバラの白骨が地面へ散らばる。無論、アルが滅ほろびたわけではない。骨の結合などに使っていた魔力を解き、いわゆる休憩している状態だ。さらに思考などに用いている魔力も弱める。

　この状態を、アルは『睡眠』と称している。通常のアンデッドであれば昼間はほぼこの状態だ。魔力を産み、貯蔵できる彼がこの状態になるのはかなり珍しいと言えた。

（最近色々あったものな……あわわわわ）

　必要のないあくびをして、アルの意識が薄れていく。

　そして、これがいけなかった。

「またか……しかも白骨とは」

　そう呟つぶやく声が、弱めているアルの聴覚にうっすら届いた。続いて、ざく、ざくという音。

（あれ、もしかしてこれ）

　アルが視覚を起動させると、土を掘る青年の姿。やや不安に思いつつ、状況を見守る。

「まあ墓ぼ碑ひもないが、勘かん弁べんしてくれよな。最近は危なくてこれ以上森に入れないし」

　青年が、アルの頭を手にとる。そして、掘った穴の中にうやうやしく、そっと置いた。

（埋まい葬そうされとる────!?）




「……まあ、そんなわけで。善意の人をびっくりさせるのも、ねえ？」

　アルが昼間の一部始終を話し、グレイトムースの死体に案内すると夫妻は非常に喜んだ。

「礼代わりって言うのもなんですけど……村まで案内してもらえます？」




　　　○




　エリュズ夫妻の案内でエンデ村へとたどり着いたのは日も変わる頃だ。

　アルは恐縮したものの、エリュズ夫妻は恩に報いるため、と自分たちの家の一室を貸し与えた。村に滞在する間、ここにいてもいいと彼かれ等らは請うけ合った。

　そんなわけで翌朝。台所へ降りたアルは、食卓にて彼を見ながらパンケーキをフォークに刺して固まっている黒髪が美しく輝く少女に明るく爽さわやかに挨あい拶さつした。

　少女は豪快に牛乳を吹いた。

「ぐぇっげふんごほっごほごほ！　けふっ」

　慌あわてて駆かけ寄り自前の手て拭ぬぐいを渡すアル。

「あっありがとうございます……ってうひゃあぁぁぁ骨の人！　なんでなんで！　あっこの手ぬぐいすごい肌触り良いいすごい！」

「アルさん、娘が申し訳ない。こらお客さんに失礼だろうハルベル」

「もうハルベルったら。ケーキ落ちちゃったじゃない。早く拾いなさい。机の上だしセーフよセーフ」

　早朝の台所はどったんばったんの大騒ぎである。

「いやお父さんお母さん待ってよ！　お客さんとは聞いてたけど予想してないって！」

（そりゃそうだ。実に正常な反応デス）

　ハルベルと呼ばれた少女の弁明にアルは心から同意する。

「こらハルベル。人に指をさすのは止めなさい」

「あ！　すいませんでした！　それはそれとして手ぬぐいありがとうございます！」

「あれーやっぱこの子もちょっとおかしいぞー」

「うひゃあぁぁああしゃべったぁぁあああー！」

　数分後。もう一回怒られ、不満げにパンケーキをほおばるハルベル・エリュズ。加えてエリュズ夫妻、そしてアルの三人と一体は朝食を囲んでいた。

「じゃあ、しばらくこのスケ──人、うちにいるの？」

「ああ。お父さんの恩人だ。失礼のないようにね」

「恩骨のアルです。よろしくね」

「あ、は、はい！」

　挨あい拶さつしつつ、ハルベルはアルを緊張したように見つめている。アルは場をほぐそうと頭ず蓋がい骨こつを手で上に外してみた。

「うひゅ!?」

　ハルベルは思い切りびくついた。失敗である。

「ううう」

　恨うらめしげに唸うなりながらサラダの人にん参じんをかじるハルベル。その顔は幼さがまだ少々残ってはいるが、長い黒髪がよく似合う少女だ。そして、素直で快活。やはり気にはなるのか、アルの方をちらちらと窺うかがっている。

（何だろうな……性格は全然違うんだが。放っておけないとこは、少しイザナに似てるかな）

　そんなことを考える自分を意外に思いながら、アルは夫妻へたずねる。

「ところで、冒険者組合はどこです？」




　　　○




（しかし、この村……いや、森からか？）

　屋外に出たアルは思う。魔ま力りよくが濃い。竜りゆう脈みやくの上にあるのかと思われた。日中にすら魔力が空気中に広がっている。起きてから一瞬、まだ夜かと思ったほどだ。

（楽だなあ。ちょこっとだけここに滞在してみるのもいいかもな）

　ガンティに教えられた通りの場所にあったのはただの一軒家で、看板に申し訳程度に書かれた『冒険者組合支部』の文字がなければアルもスルーしていたことだろう。

「噂うわさの骨ですこんにちはー……」

　そう言いつつ入るアルの姿は骨マントのままである。エリュズ夫妻が午前の内に村中に触れ回ってくれたためだ。

「ん……ああ、例の。いらっしゃい」

　やる気のなさげな受付嬢がカウンターに頰ほお杖づえをついている。一瞬驚いたような様子を見せたが、すぐに表情が戻った。

（セクメルとはえらい違いだぜ。場所が変わればってやつかな）

　アルはそう思いつつカウンターへ向かう。予想はしていたが、他に冒険者の姿は無い。

「セクメルからの連絡書。何でかここと連絡取れないって話で依頼を受けた」

「……あら、そ。確かに受け取りました。はい報ほう酬しゆう。……でも、返事出来ないのよね、今」

「魔ま物ものが出て大変って聞いてる。グレイトムースは昨日倒したんだが」

「……ああ、森のヤツね。最近はこの辺り、他にもワラワラ魔物が湧わいて孤立化してんの。半年以上前から、近くの廃はい砦とりでに魔物が住み着いてね」

「こりつか」

「使いを出そうにも森に魔物がうろついてるから危険すぎて身動き取れない。元々食料に関しては半自給自足な村だからまだなんとかなってるけど……穀物や加工品はだんだん少なくなってる。国も取り返した領土の確保で忙しくて、こんな国境近い村まで討とう伐ばつ隊は中々送ってくれなくてね。だから、冒険者への依頼になる」

　そんなことになっていたとは流石さすがに思ってもいなかったアルである。彼を埋めた木こりの青年の言葉も頷うなずける状況だ。

（ま、世話になる身だ）

　アルは手近なところから、同時受注規定いっぱいまで依頼を選ぶ。受付嬢がやや呆あきれ気味な表情になった。

「……いいの？」

「寝心地の良いい森だったんでね」

　疑問符を浮かべた受付嬢を残して、アルは村を出る。




「と言うわけで。今日も何匹か狩って来たんですが、しばらくご厄やつ介かいになって魔物退治の仕事をしたいと思います──はい、『鎧よろい騎き士し』成り」

「有あり難がたいことです。このあばら家で宜よろしければ、いつまでなりとも……うーん、ここは……」

　夜のエリュズ邸だ。ガンティとアルが戦せん駒く盤ばんを指す横で、ハルベルが興味深げにアルを見ている。グレトがつまみに燻くん製せい肉を机へ置いた。

「あ～ん……むぐむぐごくん」口こう蓋がい骨こつを開け、燻くん製せい肉を入れ、歯で咀そ嚼しやく。そして、

「口の中で消えちゃった……。えーすごいすごい！　魔法スゴイ！」

「ふははは、すごかろう。あっやめて肋ろつ骨こつの中に手入れるの止やめてぞわぞわするのそれ」

　拍手するハルベルにアルも満更ではない。夫妻は娘の不作法に苦笑いではあるが。

「すいませんアルさん。このような僻へき地ちでは客人など珍しいもので──では、本陣に僧兵を」

　夫妻の謝意を受けながら、アルは思う。

（多分だけど、少しは期待されてたんだろうな、この行動）

　しかしアルも、殊こと更さらそれを口に出したりはしない。元勇者なりの処世術だ。

　今はそれよりも、自陣へと食い込んできたガンティの僧兵集団の処理が肝かん要ようである。




　　　○




「お、今日も煙上がったぞ。もう日が暮れるか」

「ありゃ例のスケルトンの御ご仁じんだっけか。毎日毎日良くやってくれるもんだ」

「ああ、エリュズさんとこの。見た目怖いけど結構ひょうきんなお人だよな」

「だな。朝にうちのチビ共が上腕骨と大だい腿たい骨持ってチャンバラしててびっくらこいたけどよ。あの人のでやんの。返しに行ったら四頭身くらいになってた」

　アルが魔ま物ものの亡なき骸がらを燃やして立ち昇る煙を見て、村人達たちが農作業の手を止める。風変わりな来訪者がやってきてから一週間ほど。夕刻前の恒例となった風景だ。




「今日の宿分でございます、家主どの」

「結構です……と言うのも毎日繰り返すと失礼ですな」

「せめてお出しする食事、豪華にしますね」

　アルが差し出す野菜や肉をエリュズ夫妻が受け取る。

　連日魔物を倒し、食べられるものをさばいて山菜なども採取する。受付嬢も呆あきれるほどの働きぶりだ。天井を仰あおいでアルは呟つぶやく。

「もう組合からの報ほう酬しゆうも現物とか小切手になっちゃって」

「孤立化している状態ですからな。こんな村では貨か幣へいもそうそう蓄たくわえはありませんで」

「食える魔物がもっといれば、村の人ひと達たちにもたくさん分けられるんですがね。ゾンビは流石さすがに食う気しないですし」





◆ゾンビ（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｂ。多くが人を襲おそう。人型でも、脳まで腐ると交渉もほぼ不可能）

　死体に残った魂たましいが、魔力を得て低レベルの代謝で動いている魔物。人間、動物を問わない。

　大たい抵ていは代謝を賄まかないきれず身体が徐々に腐り朽くちていく影響で、肉食欲求が強くなっていき人を襲う。稀まれに、魔力が豊富に与えられたり、死し霊りよう術士のレベルが高い場合、かなり身体と理性を残したゾンビも存在し、高位の死し霊りよう術士は小間使いとしてゾンビを使役することもある。

　戦闘力は大して高くはない。身体の損そん傷しように伴ともない運動能力も落ちるからだ。反面、身体の制限が外れているため力は強い。一般的な致命傷は意味を為なさないため、頭を潰つぶすか、活動不能なほどに身体を破は壊かいするか、神聖魔法で昇天させるのが有効となる。



　勇者アルヴィス曰いわく『嚙かまれるとゾンビになるってのは、正確には嚙かまれて死ぬと死し霊りよう術の魔力が感染してゾンビになる、が実際のとこです。死んでないならきっちり傷口を消毒して治療すれば感染症も防止できて何も問題ないです』




　アンデッドがいることは竜りゆう脈みやく上の土地ゆえアルも予想はしていたが、比率的に半分以上を占めるのは予想していなかった。

「俺が言うことじゃないっすけど──アンデッド、多いですね。竜りゆう脈みやく上の土地にしたって、自然発生率なんて１％無いはずですが」

「昔はそんなことはなかったんですけどねえ」グレト夫人が嘆息する。

「応援を余よ所そから呼ぶ……にしても、セクメルですら俺しか依頼受けなかったしなあ」

　アル一人であれば村から外への脱出は可能だ。しかし、多数の村人を連れてとなるとどうしても魔ま物ものの目に引っかかる。かといって魔物を根絶やしにするにはまだまだだ。

（ここなら普通よりはもつけど、俺は魔力切れって問題があるからなあ。ほんと、何でこんなに魔物が湧わいてんだか。──ミクトラだけでも応援に呼ぶか？）

　と、そこまで考えてアルは食卓の異常に気付いた。用意はアルの分を含め三人分。

「……その、ハルベルちゃんは」

　半分予想しつつもアルが聞くと、グレトは澄ました顔でパンを千切って答える。

「少々おいたが過ぎまして。今日はご飯抜きですわ」

「……ところで何が？」

「ええ……最近夜遊びが過ぎましてね。昨日も門限後に外出していたようでして」

　どこか言い辛づらそうに答える夫妻。ハルベルも村の外が危険と言うことは知らないはずがない。ひょっとして逢あい引びきかなんかか、とアルは想像する。ともあれ、

「……時に浅ましいお願いするんですけど」

　眉まゆを上げて続きを促うながすガンティ。アルは続けた。

「少々、夜食を失敬しても？　昼間は戦い続けで腹と背中がくっ付きそうでして」

　下へ手たな噓うそどころか存在しない部位の話に、夫妻は優しく笑って了承した。




　　　○




　その夜、エリュズ家物置。

　蠟ろう燭そくの明かりの中、両親の叱しつ責せきから逃れて立て籠こもったハルベルがいじけていた。

「ううう……なんでばれたの……いいじゃんさ父さんたち夜に森入ってるんだから……」

　ぶちぶちと言いつつぶちぶちと寝床代わりの干し草を千切って愚ぐ痴ちを続ける。

「ゾンビ見たかったな……いや危ないのは分かってるけど……なんでかあれ系は何とかなる気がするのよねーわたし……あまり怖いとか思わないし……」

「そこのマッドなお嬢さん」

「うわぁぁぁああ!?」

　びくりとハルベルが跳ねる。声の主は物置の戸から現れたシーツ怪人だ。前面に雑に目が描いてある。

「マジで外出るつもりだったとか流石さすがにドン引きするわ。親おや御ごさん怒るのも無理ないぜ」

「……アルさん？」

「お、意外に鋭いね。分かった？」

「そんな変な格好する人、村にいないもの……」

　アルが物置へ入り込む。手に持つ盆の上にはサンドイッチだ。ハルベルが目を輝かせた。

「ごはん……ごはん……」

「どうどう。はいしどうどう。落ち着きたまえゾンビみたいなゾンビ好きな少女よ」

[image: ]

「なんかひどい言われよう……ごはん……」

　おどけながらアルが対面に座り、ハルベルへと皿を差し出す。

「はああありがとうございまひゅ……」

「やれやれ。個人の好みに口は出さないけども、根拠のない自信はよしといた方がいいぞ。アンデッドなんてトチ狂ってる方が多いんだから」

「はぁい……まー悪いの私ですからね……ところで、その格好は？」

　ハルベルがサンドイッチをかじりながら掌てのひらを向ける。

「暗がりで骨だとどうかなーって思って」

「ソレも相当アレだと思うんですけど……」

　くすりと笑って、ハルベル。

「そう？　んじゃ顔出すけど」

　アルが外がい套とうをめくる。蠟ろう燭そくに照らされた髑どく髏ろが、ハルベルを見み据すえた。

　彼女は少しだけ息を飲む。そのまま黙り込んだ。

「──ハルベル？　ど、どうした？　やっぱ怖い？　嚙かまないから平気だぞ？」

「あーいやいや、大丈夫！　大丈夫です！」

　サンドイッチを咥くわえたまま、ハルベルは首をぷるぷると振った。顔がやや赤くなっている。

　彼女は──自身でも分からないが『それ』に引き付けられた。引き付けられている。

　あの朝に出会った時からそうだった。驚きながら、どこか目を離せなかった。

「それに、むぐ、最初だってびっくりしただけでむぐ、私は別にスケ……とかそんな嫌いや……じゃ……なくて……」

　口にものを入れながら尻しりすぼみに小さくなる声は、アルにはよく聞き取れない。しかし、悪感情を持っていたわけではないということは伝わった。

「…………」「…………」

（…………えーと。差し入れ持ってきただけなんだよね……話題話題）

　しばしの沈黙の後、

「……この村、どうですか」

　切り出したのはハルベルだった。助けられた思いで、アルが返答する。

「んー、いいとこだと思うよ。資源が豊かで、戦争からも遠くて、俺みたいな骨からしたら魔ま力りよくも豊富で」

「魔力？　そうなんですか……？」

　目をしばたたかせるハルベル。彼女はそういったことを意識したことは無かった。直後、ふと気づいたように掌てのひらを左右に振った。

「あーいや、そうじゃなくて……状況っていうか」

　ああ、とアルは頷うなずく。

「そうだな……。魔物が多すぎる気はするねー。なんか原因があるはずだから、それ取り除かないと、解決はしなさそーだ」

　言いながら、アルはやはり廃はい砦とりでに住み着いたという魔物が癌がんかな、と推測する。

「何とか、なりますか……？　この村、大丈夫ですか？」

　ハルベルの声にはやや切迫したものがある。アルは彼女を見返した。顔半分を蠟ろう燭そくに照らされる彼女は、今にも泣き出しそうな顔をしている。

「私には知らせないようにしてるみたいだけど……分かります、何人か、いなくなっちゃってる……亡なくなったって」

　アルは無言を返す。覚えはあった。先は冗談めかしていたものの、彼女が夜に外出しようとしたことにはそれが一因でもあるとアルは推測していた。彼が聞くところでは、死者は皆、夜に村外へ出て行ったという。

「この村……、一度、全ぜん滅めつしかけたことがあるんです」

「……魔物が村に？」

「いえ。……疫えき病びようです」

　ハルベルは語り始める。

「半年以上前の話です。村の人たちが次々に倒れました。村の中で、無事だったのは私だけ」

　閉鎖環境での疫病は確かに恐ろしい問題だ。この村のような本格的な医療機関も、魔法使いもいないようなところでは、特に。全滅というのも大げさな話ではないだろう。

「父さんと母さんは、私に村を捨てて逃げなさいって言ったけど……」

　出来るはずもない。親や友人を見捨てて去るという判断は、彼女の年を考えればあまりに酷こくだ。そもそもが村から出たこともない少女だ。近い町まですらたどり着けたかどうか。

「肌の色が黒くなって、血をたくさん吐はいて。何人も死んじゃったと思いました。でもお墓を作る暇ひまもなくて、そのまま、まだ生きてる人のお世話して……」

「……村中の人たちを？」

　ハルベルが頷うなずく。死が蔓まん延えんする中を、生を探して引き延ばす。アルも戦場で似たような経験はある。

（心が先にしんどくなるんだよな、あれ。耐えたのか、この娘が）

　自みずからも思い出してきたのだろう。涙を浮かべたハルベルがこくりと頷うなずく。

「すぐに無理が来ました。……当たり前だけれど。ああもう駄目だ、これでこの村もわたしもお仕舞いだって思いながら……目を閉じました」

　ハルベルは自分が泣いていることを自覚した。

「でも……起きたらみんな、よろよろだったけど、それでも、生きてた。死んだと思った人たちも何とか起きあがれるようになって、今度は私がお世話されちゃって」

　それでも言葉は止まらない。

「──村はやっとのことで持ち直したばかりなんです。……せっかく、助かったのに」

　彼女は既すでに自分の膝ひざへ顔を突っ伏している。しゃくりあげる音がする。

「お願い……アルさん。お願い……します……。この村を、助けて」

　アルの頭ず蓋がい骨こつは感情を表すことはない。しかし、ハルベルの頭に指骨を被かぶせた。

「君の心には勇がある」

　掌てのひらの下で、ハルベルが反応するのをアルは感じ取る。

「それは力が無くては本来持てないものだ。だから君の勇は尊い。俺は君たちを守ろう。君のその心の光を消さないために。君の勇に価値はあったと示すために」

　かつての勇者アルヴィスが取りこぼしたもの。

　ハルベルのような人々が、勇者の陰にはたくさんいたはずなのだから。

　それが──フブルに言われたとはいえ──自分が再び旅に出た理由の一つだと、薄々アル自身も気付いてはいた。

「なんてな。でも勇者なら、きっとそう言うぜ」

　アルの手の下で「はび」とか「ばい」とか、そういう声がした。そのまま、泣き声が寝息へ変わるまで、彼はそうしていた。




　　　○




「仕事熱心なんだね」

　翌日の夕方。村の外に現れる魔ま物ものの掃そう討とうに向かうアルへ、ひょっこりと現れたハルベルがマントを渡す。その口調は昨晩より砕くだけたものになっている。

「骨があるなってよく言われる」

　マントを着込むアルに、くすり、ハルベルが笑う。

（うおお骨ジョーク初めてウケた……！）

「えへ。村の皆も狩りや山菜採りに行ける範囲が広がったって喜んでる。ありがとね。……その、昨日のことも」

「ああ、ハルベルさんボロ泣き事件」

「忘れてください……」

　うん、と頷うなずくアルの胸中はしかし晴れない。

（さて、守るとは言ったものの。謎なぞは多いな）

「でも、アルさん強いんだ。怪け我がして帰ってきたことないし」

「そこそこ長いからね、この稼か業ぎようも」

　ハルベルはその言葉で気付いた。この、人の味方をしてくれる強いスケルトンはしかし、どこかで死んだのだ。

「……死んじゃう前からやってたの？」

　アルは剣帯を取り付け、ハルベルへと振り向く。

　その風ふう貌ぼうに、ハルベルは心臓が早くなるのを感じる。そこには死への畏おそれ以外の何かがある。

（わたし、もしかして、ほんのちょっとだけおかしな趣味なのかしら……！）

「死んでも治らんとはまさにこのこと、なんつって」

　ハルベルの思考が打ち切られる。彼女が気付いたときには、アルは戸外へと失うせていた。

「……つまんないよ、それ」

　ぽつりと、取り残された少女は呟つぶやいた。




　　　○




「残るは……」

　アルは村外れに立ち、数キル先に見える丘の上に立つ廃はい砦とりでを眺ながめやる。

　彼がこの数日、魔ま物ものを掃そう討とうして感じたことは四つ。

　数が多いこと、村に攻めいってこないこと。人間獣問わず、アンデッドの比率が多いこと。

　では、最後の四つ目は。ハルベルも昨晩言っていたことだ。

（村人の死体……これまでに俺が見つけただけで三人）

　アルが魔物の掃討中に見つけたものだ。それらは、村からかなり離れた場所にあった。彼かれ等らの魂たましいは既すでに昇天しており、アルが村へと連れ帰り埋まい葬そうされた。

「にしても、俺を疑う人が全くいないのはちょっと分からんな……。遺体に外傷はほぼ無いが、信用されている……というには……うーん、半々……」

　呟つぶやきつつも、アルの視線は廃はい砦とりでから離れない。魔物が住み着いたという場所。

「あそこを綺き麗れいにしてやれば、魔物もいなくなるかな？」

　そうして、彼が足を踏み出した時だ。

　ぶあ、と廃はい砦とりでから黒い何かが湧わき出た。それは、いやそれらは、空と地面とに広がり、こちらへと迫ってくる。

「……おいおいおいおいおい」

　アルは視覚への魔力を強化する。そして、見た。百にも迫る数の魔物を。しかも、

「アンデッドの……軍勢だと？」

　彼は一瞬後方──村を振り返り、即座に向き直る。疑問その二が消えそうなことを認識する。そして、駆かけた。

（村との中間点で迎え撃うつ！）

　走りながら考える。まず間違いなく、廃はい砦とりでには何かがいる。この村周辺の魔物の増加は、その何かによるものだ。

　丘へ続く道を望む草原。そこでアルは足を止める。頭上には先行するワイバーン。五体。

（……めんどくさ！）





◆ワイバーン（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｃ。野生は人を襲う。しかし、飼い慣らすことも一応は可能）

　飛ひ竜りゆうと称される竜の最下級種。首が長く、手はない。

　体重・生態共に通常の魔ま物ものの範囲を出ておらず、竜の生態的特徴である魔力駆動マナドライブも飛行に伴ともなう最小限である。

　しかしそれでも竜の端くれ、成体ならば翼を広げれば五メル以上にもなり、体重も百キラムを下らない。さらにその体たい軀くで最高飛ひ翔しよう速度は時速百キルを軽く越える。

　カギ爪と牙きばにより攻撃を行うが、大型個体は翼つばさによる衝しよう撃げき波を飛ばすことがある。その威い力りよくは馬車を一撃で砕くだくことすらある。

　特筆すべきは他者に馴なれることで、この種を従えるテイマーは熟練者に稀まれに存在する。



　勇者アルヴィス曰いわく『飛んでるから外で会うとしんどい。屋内でも強いんだけど』




　まずは空中の相手をどうにかする必要がある。

（久しぶりだけど、出来るかなっと……！）

　アルは自らの足裏に魔力を集中させ、足場を作り空中へと踏み出す。駆かけ上る。

　高度三百メル。落ちかけた日がアルを照らす。最も高所のワイバーンの目の前にあっという間に到達した。ワイバーンが驚いたかのようにその場で翼を打ち、急制動をかける。

「ガァッ！」

「こんちは。何しに来るのか聞いていいかな」

　ワイバーンが即座に旋せん回かいし、返答とばかりアルへと横から首を伸ばす。鋭い牙が閃ひらめく。

　その口中へ、瞬時に黒剣が突き込まれた。

　黒剣からは薄黒いオーラがゆらめいている。魔力駆動マナドライブ。

「やる気があって大変結構。悪いが、足場になってもらう──動拳、『八ハツ艘ソウ蹴シユウ』──！」

　眼下のワイバーンを見定めルートを組み、アルが跳とんだ。既すでに魔力の足場は必要ない。

　直後から、アルが大空を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。ワイバーンへ飛び移り、一刀のもとに斬きり捨てて次のワイバーンへ、それを繰り返していく。

「最後──」

　凄すさまじい速度の弾丸と化したアルが、逃げる間もない最後の個体へと剣を構えたまま激突する。そのまま地面へ。地を行くアンデッドの群が迫る。

　アルは地面へと衝しよう突とつする寸前にワイバーンを蹴けりつけ後方へ宙返りを打つ。

　アンデッド達たちにしてみれば、大質量の砲ほう弾だんが落ちてきたと同じようなものだ。

　群の前列へ叩たたき込こまれたワイバーンが、幾体かのゾンビを押し潰つぶす。その鉄てつ槌ついを下した存在──アルが魔ま力りよくの足場を経由しつつ、その惨さん状じようを睥へい睨げいしながら緩ゆるやかに地へと降りた。

「おばんです。思い切り叩たたき込こんでおいて悪いが──降参の意志は？」

　かなり大上段からの発言であるが、割とハッタリである。

（連日の戦闘で！　魔力が！　あんま！　無いです！　かえって！）

　しかしゾンビ達たちは無言。代わりというかのようにアルを包囲し始める。

　間近で見れば、群の内訳はかなり多様だ。ゴブリン、オーク、人間。人間のゾンビが少ないのは、村の周りと同様だ。

（統制されたアンデッド……これまで村に攻め込んでこなかったことを考えても、明らかに何らかの意志がある）

　そこへ、群の中から一体の影が現れた。その姿にアルは警けい戒かいの度合いを強める。

　それはオークのゾンビに見えた。しかし肌は青く変色し、その動きに緩かん慢まんさは無い。そして体表には魔力が通る紋もん様ようが見て取れた。





◆グール（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ａ。生態的にほぼ相あい容いれない。知能はあるがその分余よ計けいに危険）

　ゾンビの上位種で、端的に説明するなら「魔力駆動マナドライブしているゾンビ」である。当然通常のゾンビやスケルトンとは比較にならない力を持ち、生前の能力も使いこなす。

　通常、発見次第、正規の兵隊や冒険者が一小隊級の人数で対抗する強力な魔ま物ものである。

　主に高位のハイリッチーやヴァンパイアにより、死体から作られる。特にヴァンパイアの吸血による殺害時に、自分の「子」を作らない場合、犠ぎ牲せい者次第でグールと化す可能性があるため危険である。



　勇者アルヴィス曰いわく『街に紛まぎれ込んだりするんで超困る』




（黒幕いるの確定）

「貴様ァ！　見つけたぞ！」

　突とつ如じよオークグールから声が発せられた。

「……どっかで会ったかな？　生前の知り合い？　最近物覚えが悪いんだ。脳が無いから！」

　軽口を叩たたきながら、アルにはうっすらと見当が付いていた。

「な、何て言い草しやがる！　貴様のせいで俺おれ達たちはなあ！」

「おー……はいはい、ティグ村にいた奴やつか」

　そういえば、とアルは思う。逃げたオーク達たちの情報はあれから聞いていない。

「あの砦とりでにいるのがお前等らの上役だったってわけか」

　その時だ。止まっていたアンデッド達たちがアルとオークグールを迂う回かいするように進み出す。

「おいこら待て！」

「おおっと！　お前の相手はこの俺だぜぇ……あの村ぶっ潰つぶす邪じや魔まはさせねえよ！」

「ほお……？」アルがつぶやき、オークグールへと向き直った。

　左右をアンデッドの軍勢が流れる中、約五メルの間合いでアルとオークグールが向かい合う。

「ヘヘヘ……生まれ変わった俺の力を見せてやらあ！」

「いや死んでんだろお前」

　アルのツッコミと同時。オークグールの腹に白く輝く聖剣が突き立っていた。

「……アレ？」

「俺もだけどな」

　剣を抜く。音を立ててアルの腕が組み戻されていく。上腕骨と尺骨をつないでいた複数の骨があるべき場所へと帰っていく。それが、刀剣の距離ではありえない刺し突とつの答えだ。

「色々試してみたがこれが魔力消費的には一番良いいかな……我ながらちょぅっとキモいけど」

「ぐ……ぐぇっぇぇえええ！　ちきしょう、なんだこれ力が抜けやがるぞ！」

「そらまあ、神聖剣の封印解いてるから……俺らにはもうすんごい勢いで効きく」

　つまり、

「安らかに眠ってくれ」しゅた、とアルが指骨を揃そろえて手骨を立て、頭ず蓋がいを下げた。

「くそったれえぇぇぇぇええぇぇぇええええ──────！」

　オークグールの体内で荒れ狂っていた聖せい光こうが、柱となって彼の体を包み込み強制昇天させた。

「……さて」

　アルはアンデッドの群を追いかけるため走り出す。瞬殺に成功したためさほど距離は離れていない。十数秒で追いつく。

「よしもうちょい……あん？」

　アルが最後尾を無視し追い抜いて行くと、群の先端で何か騒ぎが起こっている。

　少女だ。一人の少女が、ゴブリンゾンビに追い回されている。

「いやっ……ちょっ、待って！　止めて！　ぎゃー！」

（ハルベル……あーもう、付いてきてたか！）

　しかしハルベルを狙ねらうゾンビの足取りは何な故ぜか重い。それが単なる村娘であるハルベルを何とか逃げ延びさせている。

　アルが飛ぶ。群の最先端に着地すると同時にハルベルの腰を脇わきへ抱かかえ込む。再び走り出す。

「わああああ捕つかまったああああああ！　止めて離して下ろして止めて！　お願いだからスケルトンさん────！」

「ちょっと黙ってなさい！　足バタバタすんな！　俺肉が無いから保持が甘いんだよ！」

「あ、ああああ、アルさん!?」

　アンデッド達たちを少し引き離した後、アルはハルベルを下ろす。

「マントの内側に入って摑つかまってろ。絶対に離すなよ」

「ひゃ、ひゃい！」

　ハルベルが言われた通りに背中へ潜り込む。

　百近い敵の数。比較して全然足りない残り魔ま力りよく。背中にくっついたハルベル。アルは不敵に構える。活路が見えているわけではない、が。

「ま、昔やった四人で城落としよりは軽いもんだな。さあて……やるかい」

　集団へ飛びかかる。マントは主の意を汲くんでハルベルを包み込み、移動に付いて行かせる。

（うえええええ！　酔う！　酔うこれ！）

　内部のハルベルは目を回していたが、

（アルさん、こんなにたくさんの敵と……！　村のために……）

　先日の物置の会話を思い出す。彼女の勇を守ると言った言葉を。

（このままじゃ、わたしただの足手まといじゃない……！）

　迂う闊かつに村を出た自分が悪い。今この状況で何が出来るわけもない。それは自覚している。

（でも、それでも、何か……あのひとに、何か）

　出来る気がする──。アルが聞けば即「アホか、君は」と切り捨てただろう。

　それでも、ハルベルは自分を背に戦う彼を想おもう。

（ご飯の時、言ってた。アルさんはものを食べて魔力に出来るって）

　ハルベルは自らが狂っていないか自分に問いかける。内からの返事はない。何な故ぜか。

「つ・ま・り……！　やるしかないからよね……！」

　吐はき気の唾つばと共に恐怖を飲み込んで、彼女はマントの中でアルの背骨を見た。

（ひいひい！　流石さすがに辛つらいな……！）

　一方。背後の決意を知ることもなく、ゾンビを切り払いながらアルは残魔力と残りの戦闘可能時間を算段する。表情に出ないのは幸いだったと彼は思う。

　アルには焦あせりがある。このままでは相手を七割ほど残したところで魔力が枯こ渇かつする。

「……堕だ竜りゆう力りよく、解放。蓋ふたを開けよ。浸しん食しよくを許可する」

　なので、彼は即決した。胸から黒い炎のような魔力が沸わき上がり、たちまち全身を覆おおう。

（さあてギャンブル行ってみよーか……！）

　白き聖剣に黒い魔力がまとわりつき、大理石を思わせる複雑な紋もん様ようを描き出す。魔力は刀身を形作り、その長さが数メルに達する。

「っ！　退ひケ！」

「動剣奥伝『神カン無ナ・堕ダ式シキ』──！」

　何者かの声。しかしアルは構わず、最も早はや大剣と呼ぶことすらためらわれる巨大な刃を、眼前のオークゾンビごと地面に叩たたきつける！

　周囲の音が消し飛び、激震が大地を脅おびやかした。それは数キルの距離があるエンデ村の住人達たちにすら地揺れとして感知された。

　現地の状況は、当然ながらその比ではない。

　爆心地から前方、放射状に三十メルはクレーターとなりその内部には跡形もない。外縁には、種族問わずゾンビの手足や頭部が散らばっていた。

（意識は保った……か……ちっきしょー、生前ならこいつら全部余裕でぶっ飛ばせたのに）

　黒い炎を失ったアルが前方を睨にらむ。聖剣を地に突き刺し、その柄つか頭がしらへ両手しゆ根こん骨こつを乗せ、支えとして倒れ掛かる骨体の姿勢を保つ。余裕があるように見せねばならない。

「さあ、どうするゾンビ共！」

　必死に声を張り上げるアル。彼の視線の先には、流石さすがに足を止め、くぐもったうめき声をあげるゾンビの集団。およそ残り三十。大半を吹き飛ばされた格好だ。

「アルさん、アルさん！」

　そんなアルの背後からひそめた声がかかる。彼はそれどころじゃないと思いつつ、

「何だよ、今けっこー重要なとこなんですけど！」

「アルさん、私を食べて！」

（やっべえ錯さく乱らんしたー！）

　アルは慌あわてる。戦場で恐怖に精神をやられた人間は、生前たくさん見てきている。

「よし落ち着けー。深呼吸しろー」

　しかしハルベルは別方向にいっぱいいっぱいである。

「違くて！　魔ま力りよく！　食べると！　魔力！　腕一本くらいならいいから！」

「だから落ち着けー！」

　ただ、これでアルにも意味は伝わった。有あり体ていに言って、頭がおかしい。

（ったく、無駄に根性据すわってんなこの娘……。魔力ならまだ……ん？　あれ？　まだ動けるのか俺？　神カン無ナやっといて、まだ？）

「──おーら、全隊動くなー」

　アンデッド後方からの声。アルとハルベルの意識も、そちらへ引き戻される。

「ソイツは大将と同類の化ばけ物ものだ。これ以上暴れられてもめんどくせえ」

　新たな声の主が、集団を割って現れる。先のオークグールと同じく青黒い肌、魔力紋もん様よう。しかし、ゴブリン特有の矮わい小しような体たい軀く、胸部が縦に割れた軽けい鎧よろい、赤い帽子。

「おいおいおいおい。ヘリャル……か？」

「おう、今度は互いに死人だな。奇遇なもんだ」

「え？　え？　知り合い？　……むぐ」アルが指骨でハルベルの口をふさぐ。

　かつて遺跡にてアル達たちと戦ったゴブリンの練達者レツドキヤップ──ヘリャルの変わり果てた姿だった。

「どこに再就職してんだか知らんけど、やるなら容よう赦しやしないぞ？」

「やれんのかい、今のお前で。とんでもねえ大おお技わざ使ったろ」

「ふっふっふ──試すか？」

　軽口交じりに互いを探り合う。とはいえ、ヘリャルにもアルの状態は未知数である。

「──戦やりたいのは山々なんだがな。悲しいことに仕事優先だ」

　そう言う彼の理性はかなり保たれていた。言葉運びにも淀よどみはない。

　仕事。その言葉を頭に留とめつつ、あえてアルは話題を逸そらす。

「何でさっき、あのオークを止めてやらなかった？」

「クラルの野郎か。アイツはいい加減理性が怪あやしくてよ。村人殺しかねねえからな」

（……？　村人を殺すのが目的ではない？）

「が、こっちもこれ以上兵を削られちゃつまらねえ。この分じゃ、雇い主が腰を上げそうだが」

「それ、誰か教えてくれてもいいんじゃないか。あと待遇とか休みとか。通勤費出る？」

「そこまでの義理はねえ。ま、次は御おん自みずからお前の相手をするだろうよ。……ふん、邪じや魔まっぷりをせいぜい盛っておいてやろうか」

「止めろよそういうの。骨が折れるだろ……ん!?」

　その瞬間だ。目に見えるほどの魔ま力りよく奔ほん流りゆうが廃はい砦とりでから立ち上った。色は濃く、濁った青あお紫むらさき。真っ当な人間から出るようなものではない。質も、量も。

「な、なに、あれ」ハルベルが怯おびえの声を発した。

「──今の衝しよう撃げきで起きたか。ま、アレだ。叱しかられに帰るかね……」

　奔ほん流りゆうを親指で指し、ヘリャルは軍を返す。アルに追撃する余裕はない。見送る。

「アルさん……」

「村に帰ろう。どうするにせよ、ちょいと相談──それと、良く頑張ったな。大したもんだ」

　嬉うれしそうにしがみつくハルベルを片手に抱き、アルもまた反対に歩き出す。立ち上る魔力の気配を、背中に感じながら。




　　　○




「寝ましたか」

「ま、疲れているでしょうしね。すぐ沈没しました」

　数時間後。エンデ村、冒険者組合支部内。ガンティが家に戻ったハルベルを寝かしつけてやって来たところである。支部内には村の主おもだった成人男性が集まっており少々手て狭ぜまだ。

「だから廃はい砦とりでにいる奴やつがヤバいんだって。あのクラスの魔ま物ものがいるなら国も組合も優先的に動いてくれるから、無理にでも連絡つけないと。俺はここを守るために残るとしても、森を抜けるまでなら護ご衛えいしてやれる」

　アルが受付嬢に向き直って詰め寄る。

「……えーと……それねー……」

　それを伝えても、受付嬢はおろか村人達たちもはっきりとした返事をしない。

「アルさん。私がお話します」

　ガンティの言葉に、村人達たちがどよめいた。年とし嵩かさの男性が口を挟んだ。

「……いいのかガンティ。彼は外部の者だぞ」

「ここまで巻き込んでおいてそれは通るまいよ。それに、覚かく悟ごは決めていただろう」

　村人達たちが黙る。その表情の静かさに、アルは違和感を覚えた。事情は彼かれ等らにも話した。

（フツーの村の住人だろう……？　何でこの状況でこんなに落ち着いてる）

　机に促うながされ、アルはガンティと共に席につく。ガンティが指を組んで、口を開いた。

「まずはお詫わびします。貴方あなたが森の魔物を倒したことを知り、私はアルさんを利用することを思いつきました」

「こっちも宿の恩があるんで、気にしてないですよ」

「痛み入ります。しかし、事態は私の浅せん慮りよよりも遙はるかに深刻な様子。これからお話しするのは、この村の現状についてです」

「取り囲む魔物以外に、何か？」

　アルの疑問に、ガンティは一つ息をついた。これを語ること自体が、一仕事だというように。

「我々は、アルさんと同じなのです」

「……同じ？　肉は付いてるように見えるんですが……なんつって」

　冗談に、しかし戻ってきたのは予測を超える一いち撃げきだ。

「死んでいるのですよ、ハルベルを除く、村の皆が。老人から子供までね」

　暖炉の火が軽い音を立てる。人口密度は高いはずなのに、その音がはっきり聞こえるほどに誰もが黙っている。身じろぎすらせず。

　死人のように。

　やっとのことで、アルがうめくような声を上げた。

「……ンな馬鹿な」

「事実です。我々はいわゆるアンデッドです。分類するならゾンビでしょうな。生前と同じように活動できるというだけの」

「そんなゾンビは聞いたこともない。というか、それゾンビって言うのかな……」

「……以前に流は行やった疫えき病びようのことは？」

「ハルベルから聞きました」

　ガンティはそこで頷うなずく。

「それで我々は娘を残し全ぜん滅めつしたのですよ。謎なぞの奇病により壊かい滅めつに瀕ひんした村が、奇跡的に村人全員一人残らず回復……そんなことがあると思いますか？」

　押し黙るアルへ、横からグレトが腕を差し出した。

「私に触れてみてください。……アルさん、温度は？」

「感じようと思えば。──失礼」

　アルがグレトの二の腕に触れる。骨に伝わるその体温は、生者の熱ではない。戦せん慄りつする。

「術者は誰です。こんなレベルの……」

　思わずアルが勢いづく。彼の脳のう裏りに浮かぶのは、かつての仲間であり、勇者アルヴィスをアルへと変えた元死し霊りよう術士・イザナだ。

「この村でそれが出来た人間は、一人しかいません」

　ガンティ他、村人達たちが一いつ斉せいにある方向を見た。その先にあるのはエリュズ邸ていだ。

「──我が娘、ハルベルしか」

「……それこそあり得ないでしょう。ただの村娘が、これだけの人間を、これだけの高機能なゾンビにして、維持するなんて」

「あれは……死の神ネーガルに見初められてでもいるのかもしれません。しかし、数々の出来事を前にして、我々はそれをどうやら事実だと認めざるを得なくなった」

　ガンティは首を力なく左右で揺らした。

「我々も、最初は何事かと惑まどいました。確かに死んだはずの自分が、はっきりした意識と冷たい体と共にこの世にある。一部の者は、死し霊りようとなっていた時のことすら覚えています。そして、村から離れるほどに衰すい弱じやくするこの体。お分かりになられますか。この一帯は、自然豊かな土地ではあれど、いわゆる竜りゆう脈みやく地ではない」

　それにはアルも再びの衝しよう撃げきを受けた。

「じゃ、じゃあこの土地一帯に広がる魔ま力りよくは……」

「ハルベルによるものです。あの子は昼間、我々を維持するため魔力を満ちさせている」

「常にその状態であれば、肉体が朽くちていくこともない……と」

　アルが手骨で顔を覆おおう。眼がん窩かに指骨を引っかけ考え込む。尋じん常じようなものではない。それほどの才、魔力優越種であるエルフを含めた人類全体、かつ歴史上でも、どれほどいるものか。

　かつてヘイベル法国の都を乗っ取り死者の国を作ったハイリッチー・骸がい征せい王おうヘームス。

　断崖の町ガイムラで絶ぜつ滅めつ生物のスケルトンに囲まれて暮らすという滅めつ種しゆ博はくペルゼン。

　それらと並ぶ、あるいは凌りよう駕がしかねない才能と言えた。何せ無意識でこれだ。

（昼間俺が予想以上に長く戦えたのも、彼女のおかげか。足手まといどころじゃなかったな）

　アンデッド達たちがハルベルを追う足が鈍かったのも、無意識の死し霊りよう支配術の影響なのだ。

「……村の外で見つけた遺体は」

「蘇よみがえった我々の反応は分かれました。アンデッドの自分に絶望する者、受け入れられぬ者もおりました。そうした者達たちは、自みずからハルベルの魔力圏から去ったのです」

「緩ゆるやかな自殺ですわ」

　グレトの哀かなしげな補足。

「俺が疑われもしなかった訳ですね。自慢じゃないですが、信用されるのは得意じゃなくて」

　道理で、夫妻が夜に村から出て山菜取りなどしているはずだ。

（最初に会った時俺に怯おびえなかったのも、答えは単純。死霊どうぞくだからか）

「このような体になってからは、同族の気配は分かるようになりましてね」

　そして、居並ぶ村人の一人が声を上げた。

「俺たちは、死に行く村の中であの子が一人、皆のために走り回っていたのを覚えている」

「だから、あの娘のために俺らはいる。死人の俺らは」

　村人が一様に頷うなずく。ガンティは意を決したようにアルを見た。

「ゆえに──アルさん。貴方あなたにお願いしたい。土地にも術者にも縛られてはいない貴方あなたに。

　ついに魔ま物もの達たちは村に押し寄せようとした。ハルベルを連れ、この村から出てください。貴方あなたが周辺の魔物は減らした。貴方あなたとあの子だけならば、逃げきれるでしょう」

「あなた方は、どうするんです」

　村人達たちを睨にらんで、アル。

「……どうせ、一度死んだ身だしね」

　答えたのは受付嬢だ。気だるげな仕し草ぐさのまま、髪をもてあそんでいる。

「……最さい期ごにあの娘からもらった水の味、覚えてるんだ。……感う染つるってのに、聞かないし。

　──あの娘のためなら、もう一回くらいは死んでいい」

　恥はずかし、と舌を出す受付嬢。そして、村人達たちの視線がアルを向いた。

「行くのは、今すぐです。寝ているハルベルを連れ、一刻も早く村を」

　アルは視線を上にやった。そのまま天井を見るようにのけぞる。数秒。

「嫌いや・で────す！」

　頭とう骨こつを勢いよく戻しつつ腕骨を胸の前で交差し、元気良くアルが即答した。

「い、嫌って……」「テンション高い拒絶！」「おいおいおいおい」村人が一いつ斉せいにたじろぐ。

「お、お話、聞いてましたよね？」横からグレトが顔を出し、ガンティが言い募つのる。

「廃はい砦とりでにいる魔ま物ものの親玉は、相当に強いのでしょう。他にどんな方法が……お願いします」

「断・固お断りします。俺の趣味じゃない」

　それに対し、アルはぷるぷると頭ず蓋がい骨こつを振りにべもない。

「趣味などと言っている場合では」

「俺の素性はお話ししましたね」

「え、ええ……勇者アルヴィスを助けた、とか」

「あれは噓うそです」

　言って、アルは自分の外がい套とう、胸元部分をめくる。

「う、噓うそって……!?」

　呆あつ気けにとられたガンティが、目前の光景に目をしばたかせた。

「なんだ、黒い……胸きよう骨こつ？」

　胸骨とは、文字通り胸部にある骨であり、通常、胸骨柄・胸骨体・剣状突起の三部から成り、肋ろつ骨こつを肋ろく軟なん骨こつにより前面で繫つなぐ。

　しかし、アルの胸骨。それは真っ黒な一本の骨で形作られていた。通常の胸骨に比べ図太く、長く、その先もまた鋭利に尖とがっている。肋軟骨も、影響を受けてか黒く染まっていた。

「いや、骨と言うより、巨大な獣の爪か牙きばの、ような……」

「当たり。これは、魔ま王おう幹部十じゆう堕だ臣しんの一体、堕だ竜りゆう王おうディスパテの牙」

「……竜りゆう牙が兵へい…………！」

　これに、受付嬢が戦せん慄りつの声を漏もらした。

「……上位アンデッド。しかも言うことが本当なら素材は最高級。そりゃワイバーンにグールとゾンビの軍勢も追い返すってわけだわ」

　ぱ、とアルが外がい套とうを胸元へ下ろす。

「自前のは死んだ時に叩たたき壊こわされてね」

「ま、待て待て待て。堕竜王ディスパテって言ったら、勇者が最終決戦の時に倒したって……」

　ディスパテは、戦争初期に示し威い行動のため国をまたぎ、複数の都市を配下のドラゴン達たちと破は壊かいした。そのため、連合諸国の人間でその名を知らぬ者はいない。それが、五カ国同盟の決定的要因になったのは魔ま王おう軍にとって皮肉な話ではある。

「ならあんたは、少なくとも魔王と戦う直前まで生きてたってこと…………」

　ざわつく村人達たちを抑え、ガンティが問う。

「……アルさん。生前のお名前を、教えていただけますか」

「アルヴィス・アルバース。生前は勇者を少々」

「────────」

　室内から声が消える。居並ぶ者達たちが、再び薪まきのはぜる音を聞いた。

「証拠はまあ、いくらでも」

　ぽいぽいと、アルが袋から机上に物を置く。アルヴィスの冒険者証。連合五カ国王連名の国家間通行許可証。アルヴィス達たちが乗り回し、堕だ海かい王おうとの戦いで沈んだ船「ソカリスヘヌ号」の権利書。

「信じてもらえました？」

　未いまだ言葉はない。村人達たちは絶句している。

「人は辞めましたが、勇者を辞めたつもりは無いので。もっかい死ぬ前に、戦いませんか」

　どよめきが広がった。アルの正体が村人達たちの決意に迷いを打ち込んだと言える。

「で、でもだな」

　一人の青年が声を上げる。

「あ……あんたが勇者様だってことは、一応、未いまだにちょっと信じられないけど……分かった。俺らと同じ身の上ってことで親近感もあるよ。だが、肝かん心じん要かなめ……勝ち目、あるのかい？」

「け、けどよお、勇者様だぞ。魔ま王おうを倒した勇者様だ！　いくら廃はい砦とりでにいる奴やつがちょっと強えからって問題になるかよ！」

「そ、それもそうだな！」

「いや多分今の俺より強いんだけど。俺、生きてる時の強さの半分くらいだし」

「「「おぉ──────い!?」」」

　村人達たちがそろって突っ込んだ。

「……最高の素材と素体で作られた竜りゆう牙が兵へいより強い。となると相手は限られてくるね」

　一人冷静な受付嬢が、心当たりを探るように宙を見る。

「……元からオークとかを従えてたと考えると、黒幕も魔物な可能性は高い。死し霊りよう術を扱あつかえるとなると、リッチ系かヴァンパイア系の高位種」

「おっ話せるね。生前の俺が監修した魔物図鑑お勧めよ」

「初版で持ってる」

「マジで……。ありがとう。今度サインするわ」

「いやいやいや、そのようなことを言っている場合では」

　感動するアルへガンティが割って入り、村人達たちも同意するように頷うなずいた。

「そうだぜ勇者様、あんたが勝てないんなら、結局ハルベルちゃんと逃げるしか」

「勝てない、とは言ってませんよ」

　後ろからの声に、アルは振り向く。頭ず蓋がい骨こつだけ。

「うおおお頭が！　百八十度ぐるっと！　怖い！」

「こいつと俺の剣技と魔法で、ある程度格上にも勝ちは拾えるとは思います」

　アルは首を戻しつつ、立てかけた聖剣を示す。

「な、なるほど……勇者だもんな」

「ただ、そのためには親玉と一対一に近い状況を作りたい。つまりは、あなた方におよそ30のゾンビを抑おさえてもらう必要がある。グールは俺が斬きります」

　それに、再びのどよめきが走る。

「戦えって、ことか」

「出来るのか俺らに。そんなこと……」「無理じゃねぇ？」「ゴブリンはなんとかなりそうだけど、オークはな……」「でもよ、元々死ぬつもりだったわけだろ俺たち」「死んでるけどな」「ハルベルちゃんが危険になるだろ」

　小声でああでもないこうでもないと話し始める村人達たちを後しり目めに、ガンティが言う。

「私は少々、無理が多いように思えます。我々は確かに普通の人間と変わらぬように動けるゾンビです。しかし、それは普通の人間と変わらぬ程度の力しかないということ。戦闘や狩りの心得がある者も、私を含めて十人いるかどうか。それでゾンビとは言え、元は兵隊のゴブリンやオークどもを引き受けられますかな」

「俺が指導します。彼らの目的は、あなた方の殲せん滅めつではない。それならとっくの昔にやっている筈はずですからね。守りに徹するならば不可能じゃない」

「籠ろう城じよう、ですか……」

　考え込むガンティ。彼の頭の中にあるのは、戦闘の可否よりもむしろ、ハルベルの安全だ。とはいえそれは、村人全員の考えでもあった。

「どうする……」「勇者様の言うことが本当なら何とかなるかもしれないが」「死人の俺らのためにハルベルちゃんが危ないってのはなあ」「それな……」「やれるんならやりたいもんだが」「──大体、俺らが生きてること自体、不自然なことだ」

　ざわめきは続く。村人達たちの迷いは未いまだ晴れない。

「『いるんだからしょうがない』」

　アルがざわめきの隙すき間まを狙ねらい、声を通した。村人達たちが静まり返って、アルを見る。

「だそうです。俺の、心の師し匠しようが言うには」

「勇者様の……？」

　村人達たちの頭の中でどんな賢者が想像されているのだろうと、アルは心中で笑う。

「今の貴方あなた達たちは、ハルベルちゃんが在あり続けてほしいと望んだ結果です。貴方あなた達たちも、それを受け入れたから今も在る。違いますか」

「それは……そうだが」

　そうでない者は、既すでに自みずからで自らを裁さいしたのが今のエンデ村だ。ここの村人は、自らの生の理由を自問自答した者達たちである。

「だったら。貴方あなた達たちはいていいんですよ。誰に迷惑をかけているわけでもない。負い目を感じることもない。いていい。そのためなら、俺は力を貸します。他ひ人と事ごとじゃないんでね」

　アルは村人達たちを眺ながめやる。彼らの目に僅わずかに意志が灯ともるのを確認する。アンデッドに言うのもおかしいが、生きる意志だ。そのタイミングで、

「──もう一度言います」

　アルは扇せん動どうに近いと意識して煽あおる。

「貴方あなた達たちは、この世界に、いていい！　ああだこうだ言う奴やつらには堂々『うるせえ』と言い返せ！　馬鹿は一発殴なぐって分からせろ！」

　生前、必要に迫られ連合国の兵隊達たちに何度かやった技術でもある。「おお……」と村人から感嘆するような声が上がる。

「何人かは死ぬかもしれません。全ぜん滅めつの目だってある。だが、理不尽に抗あらがうことは出来ます。

　──どうせ二度目だ。死ぬなら、前向きに死にましょう」




　　　○




　結局のところ。村人達たちが心を決めたのは最後に付け足した、

「いよいよ無理だとなったらハルベルちゃんをさらって二人で逃げますよ」

　というアルの念押しだった。それならやるだけやるか、と村人達たちの心は決まった。

（うーんハルベル強し）

　アルが向かっているのは、そのハルベルの眠る部屋だ。夜も更ふけたが、外では村人達たちが急いで村の入り口前の地面を掘り、杭くい付きの柵で固めている。

「ハルベル。起きてるか」

　部屋をノックしながらアルが聞く。

「……は、はい!?　え！　おお!?　おき、ぽきていやごめんちょっと待って!!」

「起きてるな」

　彼は容よう赦しやなく部屋に入った。

「い────や──────!!」

　中でシーツに隠れているのは、当然ながらハルベルだ。アルは呆あきれて骨こつ盤ばんに手骨をやった。

「何してんの」

「起き抜けなのにー！　髪ぼさぼさで顔むくんでて！」

「知らん知らん。俺なんて乱れるほどの髪もむくむ肌もない」

　からころ歩いて、ベッドに腰掛ける。この辺り、既すでにアルは遠慮がない。彼の感覚では共に戦場を駆かければ戦友である。

「なによぅ……」

　ハルベルは、村の事情を知らない。くぐもった声がシーツの下から響く。ありふれた少女の声からは、昼間の度胸は露も感じられない。

　アルは、自分は非道かもしれないと思う。それでも彼は行動を止めない。彼は勇者である。情を知り、無む辜この人々の守護を信条とする。

　しかし。平行して、他の何よりも彼を勇者たらしめた要素がある。

「酷こくな話をしにきたのさ」

　アルは──かつての勇者アルヴィス・アルバースは、確実に必要だと分かっていることを、躊躇ためらわない。

　自分が死んだ時のように。










　　　○




　翌日の朝。村の入り口でちょっとした騒ぎが起こっていた。

「騒がしいな」

　アルは近場の青年に事情を尋ねる。

「なんか、女の冒険者が一人やってきたって話です。それが、この村の秘密を知ってるかのような口振りで。入れるわけにも帰すわけにも行かないんでどうしようって……」

（こんなタイミングでか）

　アルは村入り口へと歩いていく。徐々に、喧けん噪そうの内容が聞き取れるようになる。

「ですから、この村は今立ち入り禁止なんですよ」

「だから、この村にアンデッドがいるかと聞いている！」

（ああ、はい。分かりました）

　彼は大体理解した。聞き覚えのある声。さっさと声の方へ向かう。赤髪の女剣士が村人たちと押し合いへし合いしている。

「ミクトラ！」

「おおアル、いたか！　こっちへ向かったと聞いてな！」

「良く来てくれた！　……んだけど……んんんん～～～～でもなぁ～～～～…………」

「な、なんだ唐とう突とつに複雑そうに頭ず蓋がい骨こつを抱かかえて」

「結構な鉄てつ火か場ばなんだよ今ここ」

「……お、お知り合いで？」ミクトラの手で頰をぐいぐいやられている若者が、苦しげに聞く。

「すまなんだ。彼女が言うのは俺のこと。入れて大丈夫」

　ミクトラを迎え入れて、そういえば、とアルは思う。彼女には行いき先さきを教えていたのだった。

「……とりあえず、まずは来ちゃった理由を聞こうか」

「ああ……あのな、貴方あなたが売れと渡してきた水晶。あれ、とんでもない代しろ物ものじゃないか！　孤児院どころか城が建ちかねん！　私程度の働きで、あんな代物貰もらうわけにはいかんぞ」

　ミクトラは憤然としたものである。アルは頭とう骨こつをぽりぽりと引っかいた。

「……ミクトラ。君、本当に育ちが良いいよな」

「む。なんだそれは。からかっているのか？」

「超誉ほめてる」

「ならばよし。……さて、鉄火場と言ったな。それならば、水晶を貰もらう埋め合わせをさせてもらおうか。手を貸そう」

　ミクトラは強気に笑う。アルは下を向いて頸けい椎ついを振り、諦あきらめの嘆息。

「君ならそう言うと思ったよ。正直助かる──が、今回はマジでけっこー相手ヤバいぞ」

「何、自分が出来ることをするさ。貴方あなたと行動して学んだことだ」

　怯ひるまないミクトラに、アルも開き直ることにする。

「んじゃまあ時間無いことだし仕事を振ろう。ミクトラ、君、集団槍そう術じゆつと投なげ槍やり出来るか？」

「デオ流の練達位アデプトを舐なめるなよ。専門ではないとはいえその程度嗜たしなみだ」

「ナイス。とりあえず、まずはここの人ひと達たちに基礎を教えてやってくれ。超特急で」

「心得た」

「じゃあよろしく頼む。みなさーん、ちょっとこの人に集まってー」

　へーい、という村人達たちの返事。男達たちがぞろぞろと集まってきた。

「うわ結構多い……おいアル？　どこへ行く。私一人で教えるのかこれ？」

「がんばれファイトけっぱれ気合だ。状況の説明は後でする」

　アルは次の仕込みへ向けて歩き出す。すれ違うガンティに冗談めかして一声かけた。

「俺の……えー、前職のことはご内密に。あの娘、ちょっとこじらせてるから」

　苦笑気味に頷うなずくガンティと、戸と惑まどいの声を上げ続けるミクトラを置いていく。

（ミクトラが来てくれて出来たこの時間であと一手……イケるかどうかは分からないが）




　　　○




　そして、日は落ち、満月が村を照らし始める。

　村人総出で時間の許す限りの準備はした。村の入り口前には外に杭くいを向けた柵があり、さらにその直前には横へ大きく広がる深さ二メルほどの穴がある。穴の左右終点には、掘り起こした土を使った土ど塁るい。迂う回かいして村へ入り込むには、深い森の中や山を通った上で家をいくつか解体して作った柵を越えねばならない。

　そんな村の広場に、村人たちとアル、ミクトラが集まっている。

「魔ま物ものたちの本拠地である廃はい砦とりではハルベルの魔力圏外です。なら、昼間から集団を動かすには親玉の魔力を必要とする。昨夜と今日の朝攻めてこなかったと言うことは、つまり出来ない理由があるということです。敵の幹部は昨日の魔ま力りよく奔ほん流りゆうを『起きた』と言いました」

「……今やっと本調子になったばかりということか？」

　ミクトラが後をつぎ、アルも頷うなずく。であれば、とアルは心の中で続ける。倒すなら今だ。この先力を蓄たくわえられれば被害はこの村だけで済まない。

「作戦ですが、基本的には村の入り口を固めての籠ろう城じようになります。お願いし辛づらい話ですが、ひたすら我慢してください。敵はゾンビとグール。グールは可能な限り俺が斬きります」

　しかし敵の数を考えれば、部隊を分けるには心こころ許もとないはずである。前日のアルの奮ふん闘とうが功を奏した形になった。

「俺が敵の大将を見つけ次第、ミクトラに協力してもらってそこまですっ飛びます。大将首取るまで、皆さん持ちこたえてください」

　アルが周囲を見回す。流石さすがに村人のほとんどが緊張の面おも持もちだ。

「……とまあ、つらつらと語りましたが」ここで、アルは緊張を解いた。腕骨を広げる。

「気負わずに。負けても死ぬだけです。しかも、病気で衰弱して全身血を吹き出したりとか、心臓を特大呪じゆ怨おん魔法でブチ抜かれるよりは多分楽です」

「違いねえ！」「ありゃきつかったからな！」「俺血ち反へ吐ど木き桶おけ二杯ぶんは吐はいたぜ！」

　どっと村人が沸わいた。反面気まずい顔なのは村の事情を聞いたミクトラだ。

「し、死人ジョークにノれない……」

「まー駄目なら俺とミクトラがハルベル抱かかえて逃げますからね。ご安心ください」

　村人たちの視線がエリュズ邸てい二階へ向く。そして、各おの々おのが配置へと動く。




「き、来ますかね、敵」

　そして数分後。柵の後ろで槍やりを持つ男たち、その一人がアルに尋たずねる。

「っていうか……来たね」

　アルが廃はい砦とりでの方向へ目を向ける。青年も顔を向けるが、何も捉とらえられず疑問を浮かべる。

「もっと上」

　高高度、遙はるかな高さ。千メルほどか。空を行く影がある。しかしその数は、

「え、あれ敵なんですか鳥じゃなく？　……一体で？」

　凄すさまじく高い。というか、砦とりでから来たにしては高すぎる。明らかにわざと高度を稼かせいでいる。

　眺めていたアルはその狙ねらいを推察する。直後、雰ふん囲い気きが突とつ如じよ変わった。

「ミクトラッ！」

「い、今やるのか？」

「状況が変わった。あれは陣崩しだ！」

　アルが助走距離を取る。空を飛ぶワイバーンらしき影を、ミクトラと挟む位置に立つ。

「……わかった！」

　ミクトラが剣を下段に構える。そして集中。剣へと魔ま力りよくが流れ込んだ。魔力を観みることに長たけた者ならば、その腕部にもいくらかの魔力が通っていることが感知できただろう。部分的な魔力駆動マナドライブだ。

（ほんと、天才肌だこと……！）

　無い舌を巻きながら、アルは疾しつ走そうする。魔力駆動マナドライブ開始。風を貫く速度になってから数歩後、大きく踏み出す。利きき足の落下先は、ミクトラの剣の腹だ。

「おおおおおおおおぉおぉっ！」

　足骨が触れた瞬間。渾こん身しんの力で、ミクトラがアッパースイングする。彼女の手元が、アルの踏み込みの重さを得る。

「……てぇっ！」

　振り抜いた。

　アルはそのスイングの最高力点で、剣を蹴ける。凄すさまじい速度で宙へと飛んでいく。加速を殺さぬ内に、魔力の足場を作り、駆かけ上る。一歩で数百メルの高度を稼いでいく。

　先ほど説明した通り、本来は敵軍奥の親玉の元へアルを突っ込ませるための合体技だった。しかし、このままでは村の中へ直接、高高度から大質量弾と化したワイバーンが降下する。

（やり返されてたまるかっつの！　速度が乗ったら止められねえぞこんなん！）

　宙を跳ぶアル、三段。四段。五段。そこで、前へと飛んだ。

　ワイバーンへと迫る。その体色は黒い。亜種かと言えば、それは違うとアルの直感が告げていた。

　数メルの体たい軀く全体を斬きり裂さこうかとするような、黒剣の一いち撃げき。それを、ワイバーンの背中から生えた腕が受けた。切断できない。

「やっぱな……！　結果オーライ！」

「なるほど、君がそうかね！」

　ワイバーンの口から、不自然に滑なめらかで、蠱こ惑わく的な男の声が響いてくる。

　ワイバーンの重量も加わり、時速五百キルにも迫る勢いで二体が落ちていく。

「頭が一匹で来るとは良いい度胸してやがるな！」

「匹は止めたまえ匹は！」

　腕が増える。アルへと襲おそいかかる腕をマントがひとりでに動いて阻はばむ。武器への魔力駆動マナドライブの応用だ。地表が徐々にアルの視界を占領してくる。このまま落ちればアルの体は砕くだけ散る。

「せいっ！」

　黒剣を振り切る。切り裂くことは出来ず、しかし打撃による追加速度を得て、ワイバーンのような何かは地面へと墜つい落らくする。

　アルはマントを広げた。端を足指骨で強く固定。急激な空気抵抗がかかり、速度が大きく減じた。さらに地面が近づき、

「分離ぃ！」

　アルの体がばらばらになる。部位となった骨たちが地面へと落ちる。頭部と上半身が、マントにくるまれてふわりと軟着地した。

　落下点はエンデ村からおよそ一キル離れた場所、森の中だ。木々がワイバーンの落下によりなぎ倒され、小さな空間が出来ている。地面に広がるのは、肉塊とバラバラの白骨である。

　数十の骨たちが、ひとりでに動いて組み上がっていく。

　やがて。完全に元通りになったアルが、ワイバーンの死体を見下ろす。

「さっさと戻れ。このレベルの変化が出来るヴァンパイアが墜落で死ぬわけないだろう」

「ウフフフフ！　ウフフフフフフフフフフ！」

　肉にく塊かいに、そこだけ無傷の唇くちびるが浮かんだ。

「これはオークごときが手に負えなくても仕方ない。罰にアンデッド化なんて、彼らには悪いことをしたものだ。まあ反省して次に活いかそう！」

　死体が、黒い不定形の何か──霧となる。それが宙で細長くまとまり、人体の姿を取った。黒に色が付き、確かな物質としての重みを得る。

　現れたのは、長い銀髪をたなびかせた、正装の紳しん士しだ。





◆ヴァンパイア（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｓ。人類にとって永遠の捕食者である）

　ゾンビと並ぶアンデッドの代表格。ただし、ゾンビをボトムとするならヴァンパイアはトップである。

　力、知能、魔ま力りよく、強度、特殊能力。あらゆる点において全種族中でも上位にある強力な魔物。

　最も特徴的な能力が、吸血による魅み了りよう、そしてそれによりアンデッドを自みずから作り出すこと。放置すれば一つの村や町がそっくり壊かい滅めつすることもあり極めて危険。

　反面、日光や銀製の武器、流水などの弱点も多い。

　だがこれも、上位種のロード級ともなればある程度の耐性を持つようになる。加えて単純な物理攻撃はほぼ無効、アンデッドを操あやつる死し霊りよう術士に酷こく似じしたスキルを持ち、さらには固有の能力を身に付けることも少なくない。まさにアンデッドの王に相応ふさわしい力を持つ魔物。



　勇者アルヴィス曰いわく『長引けば長引くほどあれこれやってくるんで、初しよっ端ぱなに多重支援かけた聖属性のでかい一発でぶっ飛ばすのが一番。倒しても塵ちりに封印かけるまでが吸血鬼戦です』




「あの世に行ったら謝あやまっとけよ」

　ティグ村を占領していたオークのことだ。彼らは目の前のヴァンパイア──間違いなくロード級──の配下だったというわけだ。そして敗走の責を取らされ、アンデッド化された。

「君に伝言を頼んでも良いかな？」

　既すでにワイバーンの肉にく塊かいは血の一滴すらもその痕こん跡せきを残していない。丸ごと、アルの目前に立つ男へと変化してしまった。銀髪の吸血鬼は、芝居がかった仕し草ぐさで一礼する。

「──この私、魔王死し霊りよう軍団長であり、十じゆう堕だ臣しん・堕だ屍し王おうセッケルの、潔いさぎよく気高い謝罪の言葉を！　実に！　すまな！　かった！」

（はあ!?　十堕臣？）

　十堕臣。魔王オルデンが率いた魔王軍、その十に分かれた軍団の長であり、魔王軍の最高幹部達たちである。

　堕竜りゆう王ディスパテ、堕獣王ケルベラ、堕花王ムンフス、堕海王ワダツ、堕人王アイザノム。

　勇者アルヴィス一行は戦いの中でこの五体を打倒し、その軍勢を瓦が解かいに導いた。堕竜王を別格としても、その力はアルヴィスの仲間とほぼ互角。それが、各おの々おの一国の主力軍を相手取れるほどの軍勢を率ひきいているのだ。アルヴィス達たちも撃げき破はには多大な労力と犠ぎ牲せいを要した。

　そう、十堕臣は軍の長なのだ。このような僻へき地ちで、百程度の手勢を集めて砦とりでに巣食っていていい存在ではない。

（堕だ屍し王おうとは会ったことはない。ないが、こいつの魔ま力りよく……）

　目の前の相手から感じる魔力はかつて戦った十堕臣達と比べても引けを取らない。

　そして、かつてのアルヴィスの仲間達たちと互角の力量と言うことは、

（今の俺よりは間違いなく遥かに強いってことだな）

　彼が想像していたよりもさらに大物が出てきた格好だ。

「何でまたこんなところにいるんだい、我ら不死者の御大将、堕だ屍し王おうサマ」

「いやはや全く、何でだろうね！　どうしてこうなったという感じさ！」

　額ひたいに手を当て、大おお袈げ裟さに天を仰あおいでみせるセッケル。

　そのまま数秒。アルが首を斬きろうかなと思ってきた辺りで、

「遡さかのぼること三年！」

「うわっびっくりした」

「魔王が倒され、後方の統制は混乱し、その末に私は攻め込んでいたバルキア中央で孤立！　連合軍により包囲！　総力戦！　奮ふん闘とうも配下は壊かい滅めつ！　おのれ聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たい！」

「──聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たい。あそこが出たのか」

　アルも聞いたことはあった。光明神マルドゥを崇あがめる、国を越えて信仰される最大の宗教組織『マルト教』が擁ようする、世界屈指の精強さを持つ戦闘組織だ。特に神聖術に秀ひいでており、その隊員は末端ですら練達位の神聖魔ま法ほうの使い手であることが前提とされる。確かに、死し霊りよう軍に当てるならばこれ以上の集団はいない。連合軍の後方支援があれば、孤立した堕だ屍し王おうの軍を破ることも可能かもしれなかった。

「それで、ここまではるばる逃げてきたわけか」

「部隊長の首を二つほどもぎ取ってやったがね！　何とも恥ずべきことだ……しかし！　その苦難が私をまた一つ上の段階へと導く！　はずだ！　この地を征せいし、哀れな民たみ草くさと敗残兵から軍団を再構成し、新たな魔ま王おうとなるべく力を蓄たくわえていたのさ！」

　べらべらとセッケルが述べる内容に、アルがぴくりと反応する。

「は？　なんつった？　新たな魔王？」

「決まっているだろう！　魔王オルデンが崩ほう御ぎよした今！　残った十じゆう堕だ臣しんの誰かが魔国の統制を取らねばならない！　それは死を越えるものである私以外にいない！」

　両手を広げ、自みずからの姿を誇示するセッケル。

「だ・と・いうのにだ！　せっかく配下にしたオーク達たちは進軍先で撃げき退たいされ！　人間領へ入り込ませていたゴブリン達たちを殲せん滅めつされ！　爪に火を灯ともす思いで再編成した軍勢の大半を滅ほろぼされる始末！　はっきり言うが呆ぼう然ぜんとしたね！　聞けば、それがたった一体のスケルトンにより行われたという事実！」

　セッケルはそこで再び、アルを見た。ついでのように魅み了りようの邪じや眼がんが発動するが、無効化レジストする。

「ここまで長々と喋しやべったのはね！　そうやって私の作戦をことごとく邪じや魔ましてくれた君に！　罪深さを自覚して滅ほろんでもらうためだ！」

「あー……そう来るか」

　つまりは。最近のアルの行動が、この十じゆう堕だ臣しんの徴兵計画を逐ちく一いち潰つぶしていたというわけだ。

「しかも私の血でグールになっているはずの村人もあの通り元気なものだ。それも君かね？」

　それに、アルがぴくと剣先を揺らめかせた。思い当たることがある。

「血……？　そうか、『魔ま血けつ散さん布ぷ』か！　ロード級がやる死人災害」

　通常、ヴァンパイアは血を吸う際、血を媒ばい介かいに魔力を相手に感染させることで仲間を増やす。ヴァンパイアロードはそれを吸血の他、自分の血を撒まいて病のように広げることが可能だ。これにかかった者は死亡後グールとなり、術者の下僕となる。

「御明察！　ちんまりちんけな村の防ぼう御ぎよなど蹂じゆう躙りんしてやるつもりだったが……なるほど私の術を破るだけはある。ただのスケルトンとは思えぬが、竜りゆう牙が兵へいか何かかね？」

「教えてやらん」

　返答はノーモーションからの一いち撃げきである動剣『無ム拍ヒヨウ』。しかしそれは、セッケルの首すぐ横で、見えない何かに止められた。

（魔力の壁？）

「ずるくないかねぇ!?　私にこんなにも赤裸々語らせておいて！」

「そっちの都合じゃねーか！　ここで滅ほろんでくれりゃ墓の前でいくらでも聞かせてやるよ！」

　未知の能力を警けい戒かいしアルは一歩間合いを離す。

　格上との正面切っての戦闘になる。アルは聖剣を起動した。黒剣が白く光を放っていく。

「神聖剣の類たぐいかね……面倒な。自分も痛かろうに！」

　セッケルはアルヴィスを知ってはいても、抜き身の聖剣スカットゥルンドを直接目にしたことはない。アルの正体にも気付いてはいなかった。

「私の後追いで兵が村へ向かっている。かつての我が軍に比べれば矮わい小しような数ではあるが、君がいなくては防ぐことは出来まいよ！　そして私は君より強い！　多分！　詰みだな！」

　セッケルの言うことは大おお方かた正しい。ただ、手は打ってある。

「さて……お前は俺より強い、かもしれないが」

　アルはちりちりと手骨を灼やく聖剣を下段に構える。三年ぶりの感覚だ、と骨体が認識する。

「強い方が勝つなら、魔ま王おうは負けなかったんじゃないか？」

　魔王と堕だ竜りゆう王おう以来の、格上殺し。




　　　○




「来たぞ……」

　ガンティが誰にともなく告げた。

　夕ゆう闇やみの中、村の周辺は松明たいまつにより明々と照らされている。迫り来るのはゴブリンやオーク、人間のゾンビによる混成部隊、およそ三十強。アルから事前に説明があった通りの数。

　一ひと際きわ、目を引く姿がある。集団の中から頭一つ、どころか三つ四つ抜けている。肉を使って作られたフレッシュゴーレムだ。これもグール化している。手に持つのは樫かしの丸太一本に鉄の鋲びようを取り付けた特製の棍こん棒ぼうだ。三メル以上の長さがある。これには、入り口前の穴も杭くい付き柵も意味を為なさない。外側からの一振りでまとめて潰つぶされる。

「構えろ！」

　ゾンビ達たちとの距離が五十メルを切り、ミクトラの号令が響いた。

（アルは、敵には以前私たちが倒したゴブリン達たちのゾンビもいると言っていた。ならばあのゴーレムも、もしや元はあの遺跡にいた個体か？）

　柵のすぐ後ろにいる槍やり隊のさらに後方、弓を持つ十人ほどの男達たちがオーガへ向けて矢をつがえた。ガンティをはじめ、狩しゆ猟りよう経験のある者達たち全てが弓隊に回された。長なが槍やりを持つのは成人男性を中心とした二十名ほどだ。集団で扱あつかう場合の長なが槍やりはさほど技術を要しない。

「狩人かりゆうどがいやがるか」

　ヘリャルが忌いま々いましげに呟つぶやく。弓を射る能力としては、戦争においても問題の無い者達たちだ。

（ゾンビ達たちに注意したところでかわせねえしな……穴だらけにされるのは面白くねえなー）

　しかし、彼やゴーレムのような、グール化している者達たちにしてみればさほどの脅きよう威いではない。

　ゴーレムグールを前面に出し、弓を受けながら塹ざん壕ごうや柵を強引に叩たたき潰つぶす。

「行ってこい、元大将」

「ギ、ゴ……」

　ゴーレムグールがひゅうひゅうという風の音を喉のどから発しながら集団の前に出た。

「射てぇっ！」

　ガンティの号令が響く。ヘリャルは気にせず前進を続けさせる。人間の長ちよう弓きゆうの威い力りよくでは、グールとなったゴーレムには通じるはずもないからだ。

「ギ……！」

　しかし、想像よりも遙はるか早く、そして激しい炸さく裂れつ音。重苦しい呻うめき。ゴーレムグールの掌てのひらが、顔部を押さえている。

「あぁん……？」

「第二射！　構え！」

　ヘリャルは舌打ちして柵の向こうにいる弓きゆう手しゆ達たちを見た。そして気づく。彼らの体にかなりの量の魔ま力りよくが走っている。それが、通常百メルに満たない弓の射程と威力を多大に引き延ばしている。実際、彼らが撃うった弓はそこらの人間では引くことすら出来ない強度である。

「んだと……？　あんな村人が魔力駆動マナドライブ、いや違うな。外部……誰だかの支援か」

　ヘリャルが気付かなかったのも無理はなかった。彼は日中に村周辺に漂ただよう魔ま力りよくを知らなかった。それが今、意志により束ねられ、村人達たちに分け与えられていることを。

「射うてっ！」

　ミクトラの号令。唸うなりを上げる剛ごう矢し。ゴーレムグールは見かけによらぬ俊敏さで棍こん棒ぼうを振り回し大半を払ったものの、さらに胸や肩に重い音を立てて被弾した。巨体がよろめく。

「ゴ、ゴゴ、小こ賢ざかしイ……！　火精よ叫ベ、万象へ咎とがを為なセ……」

　突とつ如じよ、ゴーレムの頭部から言葉が漏れた。肉を押しのけてそこに現れたのは、ゴブリンの顔。遺跡にてキメラとなったゴブリンメイジだ。彼はセッケルの手によりサルベージされ、フレッシュゴーレムの核とされていたのだった。

　ゴーレムグールが怒りに打ち震ふるえながら、単身進み続ける。その口から呪じゆ文もんが紡つむがれる。中級の『火炎魔法パイロストライク』だ。

「おい！」

　ヘリャルが慌あわてる。直径三十セルはある火球がゴーレムグールの掌てのひらに生まれた。狙ねらいは弓兵達たちの中央だ。ゴーレムグールの魔力で撃うたれたパイロストライクが着弾、炸さく裂れつすれば、半径５メルは死体も残らない。それは、セッケルからの命令を違たがえることになる。




『あの村には興味がある！　私の魔血から生き残った人間達たち！　無力化と！　占せん拠きよだ！　殺すんじゃないぞ！　それに、人間のグールは何かと便利なんだ！　欠損もノウ！』




　そういったわけで、ヘリャル達たちは今ここで村人達たちを下へ手たに殺すわけにはいかない。

　しかし前を行かせていたゴーレムグールのパイロストライクは最も早はや止める暇ひまもない。

（ちっ、野郎の人間への敵意を甘く見ていた……数人欠ければ威い圧あつも通りやすくなるか？）

　ヘリャルは苦々しくそれを見る。

「させるかっ！」

　鋭い声。号令を行っていた者の声だ。そこで、ヘリャルはその姿に初めて気付いた。

「ありゃぁ……ミクトラ・クート。何な故ぜここにいやがる」

　自みずからを降くだした剣士の姿を目にして、ヘリャルは複雑な思いに囚とらわれる。

（ままならねえもンだなおい。これで死なれれば興きよう醒ざめだぞ）

　ゴーレムとミクトラ。距離は詰まって穴を挟み十メルほど。村人達たちは恐れおののいてはいるが、持ち場を離れてはいない。ヘリャルから見れば驚嘆すべき覚かく悟ごだった。

　ミクトラも、アルから説明を受けてはいる。村人へ簡単な指導をしたら村を抜け、駐留軍のいる町から応援を呼んできて欲しいとも言われた。

　しかし、ミクトラ・クートはその心根が貴族なのである。彼女はアルへ答えた。

「民たみ草くさが危機にあるなら助けねばならん。例えそれが死者であろうと」

　セクメルの一件から訓練を重ね、体の一部ならば魔力駆動マナドライブを行えるようになった。アルが驚いていたように、これは驚異的な修得速度だと言える。

（しかし、あれを食らえばそこで終わる。剣で斬きっても爆発し同じことだ。──ならば！）

　ミクトラは剣を収める。代わりに持つのは村にあった狩しゆ猟りよう用の手て槍やりだ。簡素な作りだが、よく手入れされていた。

「合図と共に最後の斉せい射しや！」

　言葉と同時、振りかぶる。右肩から先、手て槍やりまで魔ま力りよくを通す。

「我が目に従イ、触レ、咎とがめヨ……消し飛ベ。『パイロストライク』」

　誘導補助呪じゆ文もんまで入れた必中の魔法。大火球が大気を歪ゆがませ、打ち込まれる。

「図に乗るでないわ寄せ集め風ふ情ぜいが！」

　一いつ喝かつに、貴族の地が出た。ミクトラが魔力を通した投とう擲てきを放つ。上う手まく手て槍やりにも「乗った」。音を貫き、手て槍やりが飛ぶ。

　衝しよう突とつはゴーレムグールとミクトラの中間だった。質量以上の破は壊かい力となった手て槍やりが、火球の内部へと潜り込むことに成功し、その場で火球が爆発する。熱と火、衝撃が走った。

　その場にいたほぼ全ての者達たち──ゾンビですら──が顔を覆おおう中、ミクトラが走る。

　炎と煙が一時的にその場の者達たちの視界を著しく狭めていた。爆発と視界の高さが近しいゴーレムグールは、視界のほとんどを煙に塞ふさがれ、屈くつ辱じよくに喘あえいでいる。

（ヌグググググ！　おの、レ！　おのレ！　人間！　ここまでしてモ、まだカ！）

　そこへ、宙から炎と煙を割ってゴーレムグールの目前へミクトラが飛び現れる。

「「な────！」」

　ゴーレムグールとヘリャルが戦せん慄りつする。

　ミクトラとしては当然の帰結で、これしかなかった。まがりなりにも全身の魔力駆動マナドライブを行えるグールに対し、生身であるとはいえ体の一部でしか行えないミクトラは不利である。かつ、ゴーレムの圧倒的重量から来る破壊力は受けの剣術を使うミクトラには相性が悪い。

（ならば、取り得る手段は出で鼻ばなの一いち撃げき必殺のみ！　ゆえに勝機は──火中！）

　迎撃から間かん髪はつ入れず足への魔力駆動マナドライブ、疾しつ走そう・跳ちよう躍やく。爆煙の中へと突っ込んだ。

「おおおおおおおおお！」

　煙から現れたミクトラは既すでに剣を抜き、振りかぶっている。流派を無視した特攻。

　だが通常であればこれでも足りない。ミクトラの攻撃力では、魔力駆動マナドライブがあるとしても同条件のゴーレムを一撃で撃破することはまず不可能。

　しかし彼女は考える。このゴーレムグールの素体があの時、遺跡でアルが倒した相手ならば、

（あるはずだ。彼が首を貫いた、傷跡……！）

　ある。ゴーレムグールの首、肉で埋もれた奥に、平突きで穿うがたれた刺さし疵きずが。

「ゴォ、オオオっ……！」

　ゴーレムグールが腕を払おうとする。

「遅ォいッ！」

　その内へ入り込み、叩たたき込こむ。手応えは堅い。しかし、傷口へと剣は滑り込む。

「ぬうぅぅっぅ……てぇぇぇえっ！」

　振り抜く。岩が砕くだけるような音と共に、ゴーレムグールの首から大量の肉と土が飛び散る。

　気合いの叫びは同時に号令でもあった。完徹で用意された残り少ない矢の最後の掃そう射しやが、地面へと滑り込むミクトラの頭上でゴーレムグールへ突き刺さる。

「ァァオオォオオオオ……」

　言葉にならない呻うめきを上げながら、ゴーレムグールの巨体が崩くずれ落ちる。地響きが起きた。

　貼はり合わされた肉にく塊かいが剝はがれ行く巨人の倒とう壊かいを背後に、ミクトラが立ち上がる。鎧よろいも髪も爆発の煙で黒く煤すすけ、顔や肌が出た場所には細かな火傷やけどが無数にある。

「夢は終わりだ……眠れ」

　しかし彼女は美しく松明たいまつの火に照らされ、ゾンビ達たちの前に立っている。貴族の体現として。

「……いやはや」

　ヘリャルは──ゴーレム……いやゴブリンメイジには悪いと思いながら──賞賛の念を押さえられない。大した壊こわれ具合だ。

「ミクトラさん！　早く戻って！」

　後方からの声にミクトラが反応する。去り際ぎわにヘリャルへ鋭い一いち瞥べつをくれて、彼女は穴と柵を跳躍して村内へと戻る。

「ミクトラさん！」「すげえよあんた！」「お見事でした！」「やれる、これでやれるぞ！」

　口々に賞賛で迎える村人達たちに、ミクトラは力なく手を挙げる。一連の行動で体力を著しく消耗した。本格的な戦闘は厳しいだろう。

（だが、それを悟さとらせる訳にもいかん。ヘリャルならばこの防備を飛び越えられる）

　彼女がアルから聞いた情報では、ヘリャルもまたグールと化している。

　逆に言えば、後はそれさえ防げれば、穴と杭くい付柵、長ちよう槍そう兵へいによる防衛戦がまともに行えるということだ。

「もう弓は無いか」

「所しよ詮せん急場の改造品ですから……三射持っただけでもマシな方ですよ」

「強ごう弓きゆうは壊れたり弦つるが切れたりで、もう使い物になりません。狩しゆ猟りよう用のなら、あといくつか」

　矢もほとんど残っていない。

「あと一頑張り、要るか……」

　ミクトラは自分を奮ふるい立たせ、槍そう兵へいの真後ろに立つ。

「やれやれ。どうしたもんかねえ……」

　対し、ヘリャルは嘆たん息そくする。ミクトラに睨にらまれたからではない──多少はあるが──ゴーレムグールを失ったことで、村を効率的に攻略する手立てが失われた。

（正面からの殺し殺されなら、疲ひ弊へいしたミクトラと魔ま力りよく支援を受けたとはいえ所しよ詮せん村人。俺とゾンビ兵共で何とかなるんだが、村人を殺すわけにもいかねえ）

　村人達たちの状態──高機能ゾンビ──を知らぬヘリャルでは、そういう判断になる。

　手振りでゾンビ達たちを止める。穴を挟んで村人達たちと相あい対たいしてしばし──

「ま、いいかめんどくせえ。元からこういうのは趣味じゃねえしな」

　ヘリャルが剣を納めた。そのまま、彼は傍かたわらの岩へ腰を下ろす。

「何を……？」

「板挟みの辛つらいところでよ。主が戻ってくるまで、膠こう着ちやくさせておくだけで良しとするさ」

　ガンティの疑問に答えてやる。

「出てきて戦うなら相手してやらあ。けどそんなつもりもねえだろ？　なら、せいぜい大人おとなしくしとけや」

　村人達たちに戸惑いが広がった。ミクトラが気け色しきばむ。

「ヘリャル、貴様は──」

「ミクトラ。断っておくが、そいつら逃がそうとか考えんな。そうなればこっちも出方を変えにゃならねえ。最さい期ごの小休止とでも思っとけ」

　疑念の目を向けながら、ミクトラも村人達たちへと指示をし始める。ヘリャルは主がいるであろう方向を見る。

（まー、この辺りが契約違反ギリギリだわな……そっちはどうだい、骨と鬼の両大将）




　　　○




「ぬっぐ……！」

　大気の破は裂れつ音と共に、数本の樹木が紙細工のようにへし折れ、上空へ舞い上がった。

　黒い炎をまとったアルが草をまき上げながら後ずさる。

「はっは！　何だねその魔力は！　闇やみ竜りゆうの牙きばなぞどこから手に入れた！」

　セッケルの哄こう笑しよう。黒い炎を開放したアルが正面から力負けしている。戦闘を開始してから十数分。彼が劣勢という段階で済んでいるのは、アルの持つ戦闘技能、経験、聖剣の三要素が食い下がっているからだ。

　大物すぎた。ただのヴァンパイアロードやハイリッチーならば、アルには確かな勝算があった。しかし、セッケルの力は同種の上層よりもさらに一段階上の次元だ。

「なんつう変化の種類だ、ゲテモノ食いめ…………しゃーないな」

　らちを明ける決意をする。アルは剣を肩けん胛こう骨こつへ担かつぐ。ヴヴヴヴヴヴヴ、と音が発せられる。これは聖剣からの音ではない。周囲の空間が、剣に集まる力に軋きしみを上げているのだった。

　聖剣が黒の炎をまとい、大理石のような斑まだら模様へと変化する。

「動剣・『神カン卸オロシ』──」

　特殊な走法──飛ひ燕えん足そくにより数十メルを詰め、肩けん胛こう骨こつから剣を跳ね上げ、大上段で振り下ろす。白黒の波動が、通り道を空間ごと破は砕さいしながら一いつ閃せんを為なす。それは空間どころか、極低範囲ではあるが過去と未来すら切り裂さいて打ち込まれる。東国剣技の極みの一つだ。

　剣けん閃せんがセッケルの見えない障壁をも一息に食い破り、易やす々やすと彼の体を通り抜け地面へと到達した。余った力が間かん欠けつ泉せんの如ごとく天へと立ち上る。

「やべっ！」

　しかし。アルは急いで刃を引き戻し、背後へ飛ぼうとする。

「遅ォいっはぁ！」

　セッケルが爆発した。切り裂かれた体内から幾百の眼めがのぞき、倍する数の牙きば、爪がアルへ向かって飛び出す。

　衝しよう突とつする。上空の鳥は、森が爆はぜるのを見た。




　　　○




「良かった、皆まだ無事……」

　エリュズ邸てい二階。ハルベルはそっと自室のカーテンの隙すき間まから、村の様子を確認する。

「じゃ、ないんだよね。みんな、死んでるんだ……」

　彼女は肩を落とした。ベッドに戻り、腰掛けて膝ひざへと顔を埋める。

（昨日、アルさんが教えてくれた。この村の真実を。──噓うそだと思いたかったけど）

　目を閉じる。自分と周囲へのつながりを意識する。屋内で、目を閉じてなお、百以上の村人達たちの位置が知れてしまう。




「それが契約のラインだ」

　あの夜、事情を明かしたアルはそう言った。死者と死し霊りよう術士を繫つなぐ、魂たましいと魔ま力りよくの契約。

　自覚してしまった。これまで無いものと思っていたものを。無いものとしていたものを。

　ハルベルが顔をシーツへ埋めたまま、独り言のように返す。

「小さい子だっているのに。カンティルさん家のアルンちゃんにメイちゃん、シュミノさんの所の子なんて、まだ赤ちゃん……あの子たちも、そうだっていうの……？」

　アルはしばらく置いてから、逆に問う。

「知らないままの方が良かったか？」

「…………いいえ。いいえ。そんなこと、あるわけない」

　ハルベルは首を振る。実際には、あの奇跡が噓うそのようだと思っていた。こんなことがあるのかと疑問に思いながら、村人達たちの笑顔に彼女はそれを忘れた。

「──そうか。じゃあ、選択肢しタイムだ」

　ハルベルは顔を上げた。

「ガンティさん達たち──村の皆さんの望みは君が生きることだ。俺が君を逃がす。だがもう一つ」

「もう、一つ……？」

「ふざけたこと抜かす奴やつらの鼻はなっ面つらを殴なぐり飛ばす」

「なぐ!?」

　言葉の響きにハルベルは呆あつ気けに取とられる。

「村人の皆に防衛戦をしてもらって、その隙すきに俺が大将首を取る。断っておくが、確実に成功する訳じゃないし、こっちでも幾人かは本当に消える可能性はある」

「…………」

　消える。偽りの生を終え、死へと戻る。

「ただまあ、逃げるなら全員がそうなる。どちらにせよ犠ぎ牲せいは出る。だから──」

　とはいえ。この娘にとって、これは選択というものにはならないと、アルも知っていた。

「好きにしろ。これは言ってみれば君の──いや、この村の戦いだ。喧けん嘩か売ってきたクソ野郎を殴り飛ばすか、どうか。俺も協力はさせてもらうとしてもね」

　知っていて選ばせた。戦うのであれば、その姿勢が重要だ。ハルベルの力を意識的に使うことで勝率を上げられる。

　アルが教えたのは二つだ。村人達たちへの契約ラインを意識すること。そのラインへと、魔ま力りよくを沿わせること。

　つまりは、ハルベルが無意識に周囲へ垂れ流している魔力を、契約下（彼女にその覚えはないのだが）にある村人たちのみへと流すようにする。




（そうすれば、皆も戦えるようになる……）

　ハルベルには、自分の力への自覚は薄い。有り余る魔力があると言われても、それを世に聞く魔法使いのように、力として変換できる気はまるでしない。

　アルもあれこれ試させたが、コメントとしては「マジで他の才能無いんだなあ」である。

（でも、父さん母さん……皆が消えるなんて、絶対嫌いや）

　膝ひざから顔を上げる。その目には確かな意志がある。

　そこへ、遥はるか森から轟ごう音おんが届いた。




　　　○




　その光景は、エンデ村からすらも見えた。森の木々の頂点を軽々越える爆発的な衝しよう撃げき。

　腰を下ろしていたヘリャルらゾンビ兵、戸と惑まどいながらも交代で休きゆう憩けいを取って敵を睨にらんでいたガンティ達たち村人が、同時に空を見上げる。

「うおっ！」

　ガンティが思わず身をかばう。吹き飛ばされた枝や土が村の敷しき地ち内まで飛んで来ていた。

「おわあ────…………！」

　遅れて、叫び声と共に。大きな黒い塊かたまりが今度は村の手前、ヘリャルたちの目前へ落ちてくる。砲ほう弾だん並なみの勢いで地面に激突し、盛大な土煙を上げた。

「何だ一体……！」

　顔の前に手をかざしたヘリャルが、薄れゆく土煙の中に人影を見いだす。

「ぐおおおお、骨こつ盤ばん打った……！」

「お前は」

　落ちてきた塊の正体はアルだ。土まみれになった人骨は黒剣を地面に突き刺し、森の先を睨にらんでいる。その体にまとわりつく鎧よろいめいた黒の炎は、ヘリャルの記憶からは随ずい分ぶんと薄く、小さくなっているように見えた。

（うへえ。村まで飛ばされたか……くそ、スカットゥルンドの起動も衝しよう撃げきで切れてやがる）

　アルは無い舌を打つ。ゾンビ達たちと村人は上う手まく均きん衡こう状態にあるようだが、自みずからがこの様ではどうしようもない。

「こーん　ばーん　わ」

　やがて。異い形ぎようが森の木々を引き倒しながら現れた。

　元の銀髪の紳しん士しの面おも影かげは髪にしか残っていない。目は蜘く蛛もめいた複眼に、腕は虫の足めいた鋭さを持ち、下半身は無数の人間や獣、魔ま物ものの手で構成されていた。

「う、うわ、うわああああ！」

　村人の一人がその姿に恐きよう慌こうをきたした。精神が耐えかねたのだ。

「おや！　困るね！　そこの骨君が私の人間体を吹き飛ばしてしまったからね！　抑おさえが利きかなくて失礼した！」

　てんでばらばらに無数の手が蠢うごめいて、結果として滑るように高速で巨体が動く。

「…………んー？」

　村の様子に気付いたセッケルが、形のいい顎あご先さきをヘリャル達たちから村へと動かしながら、複眼をきらめかす。最後にヘリャルへ向けて、問う。

「どうしたのこれ」

「……ゴーレムがやられた。村人を殺さない条件でこれ以上やれば、ゾンビ共を消耗する。だから、監視で留とどめている」

　流石さすがに緊張した面おも持もちで、ヘリャルが説明する。それを気にする様子もなく、セッケルは首を百八十度傾かしげた。

「ふうん。何だ、またぞろ計算外戦力がいたかね！」

　再び複眼が村を見た。

「何だ、あ……！」

　そこへ、小休止していたミクトラが慌あわてて現れた。やはり、セッケルの姿を見て絶句する。

（なんたる化ばけ物もの……あのキメラよりも遙はるかに……）

　彼女が思うのは見た目だけの問題ではない。魔ま力りよく操作の訓練を多少なり積んだ彼女には、セッケルの力をごく一部とは言え感じることができた。

「なるほど彼女かね！　……しかし」

　セッケルは僅わずかにミクトラへ視線を向けたが、すぐに村人達たちへとその興味を移した。

「芸術じゃあないか……！　私は勘違いしていたな！　これは解かい呪じゆなどではない！」

　しばし後、感極まってうめく。興奮し、村へと駆かけ寄ろうとする。

「ふー……じろじろ人を見てるんじゃあないぜ」

　だがそこへ、アルが立ち上がる。村とセッケルの間に立ち、剣を突きつけた。

「何だ君か！　まだ行動できるとは！　驚きだが、今の私はそこの村人を見たいのだ！」

（流石さすがは死の王様だ。気付いてらっしゃる）

　アルが歯は嚙がみする。

「どういうことだ、大将」

「気付かんのかね！　まあ無理ないな！　アレはねえ！　ゾンビだよ！　君らと同じだ！」

「な。何ぃ……？」

　聞いたヘリャルは村人へと顔を向け、目を凝こらす。しかし、確信は持てなかった。

「いや死し霊りよう術もここまで来ると蘇そ生せいに迫るな！　なるほど納得！　我が死病は解呪されたのではなく上書きされたわけだ！　お見事！　では術者は!?」

「何……!?　では……」

　まくしたてられた事実に、ガンティが衝しよう撃げきを受けている。それを完全に無視して、首を伸ばして村をのぞき込もうとするセッケル。

　アルが無言でつっかけた。下から襲おそう剣は無数の腕によって摑つかみ止められる。

「邪じや魔まは良くない！」

　魔力を弾はじく黒剣を摑つかんだセッケルの複腕が、ばちりばちりと音を立てる。

　が、構わず無理矢理にアルを振り回し、投げた。軽々と吹き飛ばされた理由は、彼の重量だけではない。セッケルの力に踏ん張ることが出来ないほど、魔力駆動マナドライブも弱くなっていた。

「ぬおわぁー！」

「アルッ！」

　ミクトラの悲鳴。アルはエリュズ邸ていへと壁を破やぶり突っ込み、見えなくなる。両者に決定的な戦力差が生まれているのは誰の目にも明らかであった。

　既すでにセッケルの興味はアルから離れている。村の前までにじり寄り、村人達たちを睨ねめ回す。それだけで、数人が意識を失った。

「術者の気配はぁ……ああ、そこか」

　ぐる、と複眼が一方向に向けられた。エリュズ邸、二階。

（やばい）

　村人全員とミクトラの意識がシンクロする。止める間もなく、エリュズ邸の二階上部が急速に干からび、崩くずれていく。激烈な『精命吸収エナジードレイン』だ。

　しかし、崩れた屋根から現れるのはハルベルを抱く骸がい骨こつの剣士。アルだ。剣を向ける。

「強引なアプローチは嫌きらわれるぞ、王様」

「彼女かね！　玉はァ！　邪じや魔まはイケないよ骸骨君！」

「アルさんっ！」

　ガンティの声。意図するところは明白だ。撤退。

「投げろぉぉおお！」

　続けてのガンティの号令で、恐怖を耐えることに成功した村人たちの投げ槍やりが飛んだ。一秒でも足止めするためだ。今や防衛どうこうの段階ではない。

　無論、セッケルには通じようもない。魔ま力りよくが乗った槍やりは、それでもセッケルの体に僅わずかな煙を残しながらずぶずぶと沈み込んでいくのみだ。

「みんなっ！　逃げてぇっ！」ハルベルが必死の形ぎよう相そうで叫ぶ。

「……『死霊隷属エンドオーダー』……鎮しずまりたまえ」

　セッケルが静かに告げた。ヴァンパイアロードは死し霊りよう術にも似たアンデッド支配能力を持つ。ゾンビである村人達たちでは抗しようもなく、呻うめきをあげながら膝ひざを屈した。

「これは……まずいか……！」

　ミクトラが戦せん慄りつする。最高戦力同士の戦いで押し負け、数的な拮きつ抗こうすら崩くずれた。追い打ちをかけるように、渋しぶ々しぶではあるがヘリャルも剣を抜く。ゾンビ達たちも戦闘態勢に入る。

「やれやれだ！　先行の術と食い合って操あやつるとまではいかないね！　では攻め入ろうか！」

「……にしてくれてんの」

「うん!?　何かね？」

　ハルベルの声。セッケルがわざとらしく耳へと手を十本ほどそえた。彼女の目に炎が宿る。

「みんなに！　何してくれてんのよ！」

　闇やみ色いろが迸ほとばしる。可視化されるまでに束ねられた魔力が、ハルベルから立ち昇った。




　──昨夜、アルがハルベルへ伝えたのは村人への魔力提供だけではない。

「よし。話は決まったが、もう一つ、保険と言うか切り札を話しておく」

　首を傾かしげるハルベルに、アルは続ける。

「俺が敵の大将に負ける可能性だ。あまり考えたくはないし出来るかも不透明だが、その場合は君に俺のご主人様になってもらう。仮のだけども」

「…………」

　間があった。

「ご、ご主人さま？」ハルベルが、首の後ろを赤く染めた。

「何考えてんの。死し霊りよう術士として、だ」

　そう言ってアルが伝えたのは、イザナの契約魔ま法ほう。アンデッドを、新たに従える業だ。




「アルさん……あいつが、やったのよね。伝染病じゃなくて、あいつが」

（聞いてたか……）

　黒い魔力の奔ほん流りゆうの中、場のすべての視線がハルベルへと集まる。彼女を片腕骨に抱くアルはちょっと冷や汗をかく思いである。

（ブチ切れたらえらいことになったな……）

　村人たちへの『死者隷属エンドオーダー』をも無効化した。ミクトラが声を張り上げ指揮を取り直す。

「残った槍やりを持て！　来るぞ！　防げ！　村の中に入れるな！」

　──ハルベルの村人への契約は無意識下だ。昨夜の段階では、村人たちとの契約を再認識し、魔力を操あやつることで精一杯だった。今、意識的に新規契約が出来るかは半々といえた。

「ハルベル、例の」

「やるわ」

　眼下の死者達たちを睥へい睨げいし、女王の如ごとくハルベルが即答した。

　セッケルは両陣営の攻防に関わることなく、興味深げにハルベルを眺ながめていた。

「……仮に成功しても、この状況から戦うってことは命いのち懸がけにな」「やる」

　食い気味の答えに、アルは苦笑する。

「大事なことは、相手を自分のモノだと思うこと、だそうだ」

「え、え、え。アルさんを？　私のモノ？」

　憤ふん怒ぬに燃えていたハルベルの態度が崩くずれた。

「そーいうのはまた今度な！」

　大丈夫かなこの娘は、と思いつつ、アルは続ける。彼女の人生に関わることだ。

「──自然に背そむくのが死し霊りよう術だ。この魔法を意識的に使うなら、君は死し霊りよう術士だ。普通の人からは忌いみ嫌きらわれるだろう。……使役する存在と同じように。あと、神様にも嫌われる。マジで」

　しかし、これにもハルベルが動じることはなかった。

「いい。皆がいてくれればいい。あの世なんて行かせないし、あいつには絶対、あげない」

　セッケルを睨にらみ返すその目には昏くらい光がある。死者を世に残すことへの抵抗が一切無い。特異な心のありようではあるが、死し霊りよう術士としては、これもまた得え難がたい才の一つであった。

「──分かった。じゃあ、やるか」

　ハルベルが頷うなずく。既すでにその顔には涙も熱もない。冷たい決意と怒りがあった。死人のような。

　反面、セッケルはというと眺ながめるままだ。村人相手に現状の異い形ぎようめいた自分の形態ではやりすぎる、ということもあるが、ぶっちゃけ舐なめていた。

（向こうの最大戦力であるあの竜りゆう牙が兵へいも、少女の契約下アンデッドだろう。あれを私が凌りよう駕がしている以上、状況は変わらん。むしろあの術者が手に入る棚ボタ！　素晴らしい！）

　よもや野の良らの竜牙兵が、単に勇者なだけで村に与くみしているとは露も思っていない。

　そのツケは直後に来た。少女の傍かたわら、アルが息を吸うように上体を反らし、

「ruuuuuooooooooooOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO！」

　叫んだ。

「ぬっ……！」セッケルが反射的に身を退ひいた。

「があ!?」戦場のヘリャルが膝ひざを付いた。

「っ!?　う、ううう？」ミクトラが側頭部を押さえ、苦く悶もんの声を上げる。

「おお、おおおおおおおおおお……」ゾンビ達たちと村人が、平伏するように体を折った。

「うひゃあ！」

　ハルベルだけが、ただの騒音としてそれを捉とらえている。自みずからの使役する者の行動だからだ。

　以前からアルが用いていた、『圧』だ。しかし、その威い力りよくはこれまでとは比較にならない。

（この圧……！　私すら抵抗が必要なレベルとな!?）

　一声で。兵力は敵味方ごと消しよう滅めつした。立つのはアルとハルベル、そしてセッケルのみ。

「あ、やっべ。ミクトラと村の皆さんに効きいてる。うん、許せ」

「じ、事後承しよう諾だくとは……」

　アルから気付けを受けたミクトラが苦々しげに体を起こす中、月光が村の中を照らす。

「──堕だ竜りゆう力りよく解放。浸しん食しよくを許可する」

　黒のオーラで、アルの姿が禍まが々まがしく彩いろどられていく。その形は軽けい鎧よろいを通り越し、全身を覆おおう漆しつ黒こくの鎧よろいとなる。髑どく髏ろと聖剣だけが、その白を夜に浮かべていた。蒼あおの炎が眼がん窩かに灯ともる。

「アルさ……いえ、アル！」

　背骨に声がかかる。その主が、真まっ直すぐにセッケルを睨にらみつけている。

「やっつけて！」

　応こたえるように、髑どく髏ろの騎き士しが悠ゆう然ぜんと踏み出す。

「貴様ら……」

　セッケルの表情から、薄笑いが初めて消きえ失うせた。

「こっちも、スケルトン・ロード級までは行ったかな」

　がちゃりと。最も早はや物理の領域まで凝ぎよう縮しゆくされた黒炎の鎧よろいを鳴らして、アルが聖剣を構えた。

「第２ラウンド、行こうじゃないの」

　セッケルが即座に、ハルベルへと自みずからの分身を送り込んだ。そしてそれは、ハルベルの背後にわき上がった影に即座に斬きり捨てられた。

「『影法師シヤドウバトラー』……！」

　セッケルの分身が忌いま々いましげに叫び、消え去る。闇やみの高位魔ま法ほうだ。自分の影を産み出す。だが戦闘力は術者に依存するため、満足に戦えるほどの影法師を産み出せる者は滅めつ多たにいない。

「魔法まで扱あつかうか！」

「当たり前だっつの。契約主は当然護まもるさ」

　アルが何でもないような口調で、セッケルへと肉薄する。それだけの魔力貯蔵が今はある。聖剣が唸うなる。セッケルが上方へと逃げを打つが、

「動剣『星セイ卍マン』」

　瞬時に五つの剣けん閃せんが星形を描いて走った。一つは障壁に阻はばまれるも、残りの四つが直ちよく撃げき。セッケルの五体が開きのように弾はじけた。

「おォのれ！」

　下方、村へ向け、セッケルの中身が再び爆発しようとする。その瞬間、アルの前面に魔力の壁が発生する。

「防げるとでも！」

「いや。返す」

　セッケルの内部爆発が、彼自身に向かい炸さく裂れつした。

「なんとぉぉぉぉおおおおお!?」

　大量の黒色と共に、吸血鬼が月光照らす夜空へ吹き飛んだ。それをアルが地上へ着地しながら眺ながめる。

「馬鹿正直に繰り返すんだもんなあ」

　アルが使い切った魔ま石せきを放り投げる。封じられていた魔法は『反射障壁フイジカン』。物理的な衝しよう撃げきを反射させる魔法だ。あらかじめ起動させていた。

「んじゃ、行ってくる」

　ハルベル達たちにしゅた、と手を上げて、アルが跳ちよう躍やくする。それは木々を軽々と越え、セッケルの落下地点へと向かう。

「つよっ……！」「何という……」

　後には呆あつ気けに取とられるハルベルとミクトラ、そして未いまだ身動きが取れない者達たちが残された。

「お……い……、ミク、トラ」

　ヘリャルがやっとといった体ていで呟つぶやいた。ふたりが顔を向けると、続けた。

「俺らを、始末するなら、今だろうが。で、そこのガキ……、後を追う、んだろ」

「……もちろん」

　グールに話しかけられてもまるで怯ひるまない少女に、ヘリャルが笑う。

「……しかし、あれが君の魔ま力りよくを受けたアルの力か……よもやあれほどとは」

「生きてた頃の七割くらいって言ってた」

　ハルベルの返答にミクトラは呆あきれたように黙って、ヘリャル達たちを拘こう束そくし出す。

「おい……何、してんだ」

「戦意の無い者に剣は振るわん。戦時規定にもそうある。……というか、体力がもう無い」

「けっ、四角、四面が」ヘリャルが嘆たん息そくする。

「……今の私では足手まといになるだろうから、ここを見張ろう。アルの影法師の方が、頼りになりそうだしな」

　ハルベルが頷うなずいた。すぐに駆かけ出していく。それを見送ったミクトラが、力なく座り込む。

「やれやれ、相棒の座を奪うばわれてしまったか」

「嫉しつ妬とかよ」

「やかましい」




　　　○




　四方からの影腕は見もせずに打ち払い、障壁は同時かと見み紛まがうほどの連れん撃げきにより無視。炎、消化液は黒の鎧よろいと打ち振るわれるマントを突とつ破ぱせず、魔法は魔力吸収能力を備えた聖剣による超技巧の斬ざん撃げきが捕らえていく。

　さらには、空間の跳ちよう躍やくすら魔ま力りよくの移動を即座に察知、道を次元ごと斬きり破は壊かいする。

　セッケルの手て管くだ一つ一つに対応するアルの攻勢に、吸血鬼の王は押し込まれつつあった。

「なー！　何な故ぜ！　何な故ぜ競せり負けるか！　魔力はまだ私の方がちょびっと上のはず！」

　アルの基礎能力が上がっていることが、全てに影響を与えていた。

（おのれ！　この竜りゆう牙が兵へい、能力が上がったことで使う技能も増えている！　そのせいで対応力が先ほどとは段違いではないか！）

「影族の『シャドウアーム』、炎えん耳じ竜の『ブレイズブレス』、ゼラチナマスターの『岩石消化』、あと闇やみ属性上級魔法。まあ大体知ってる技だな。しかも魔力に任せてるだけで練度が甘い」

　心を読んだかのように逐ちく一いち言い当てられて、セッケルが戦せん慄りつする。

（どういう戦闘経験をしている……！　本当に勇者の仲間だったとでも言うのか!?　アンデッドの仲間など情報にはなかったはず……）

　追い詰められ、たまらずセッケルは三度目の体内爆発を行う。しかしそれも、最接近していたアルは素早く真横の安全圏へと回り込む。

「あと、お前の正体も大体見当は付いた」

　爆発後のセッケルの硬直に対し、アルが振りかぶる。セッケルの魔法による魔力をたっぷりと吸収した聖剣を。

「っ……ぬううぉ！」

　闇やみ色いろの奔ほん流りゆうが、セッケルの広がった体内要素を吹き飛ばす。彼自身は即座に障壁と共に退避したが、相当な部分を切り離す羽目になった。

「……次元蜘ぐ蛛も。生きてた頃でも一度しかお目にかかったことないぜ」

　巨木に張り付いたセッケルの姿へ、その名前を口にした。





◆次元蜘ぐ蛛も（人間敵対度[image: さんてん][image: さんてん]Ｅ。その実在すら曖あい昧まいだったため。人間を特別に狙ねらってはこない）

　その名の通り次元を操作する能力を持った蜘く蛛もで、次元を通して広範囲、遠距離にその糸を伸ばす。そして、基本的にはダンジョン奥深くに存在する自みずからの巣へ、各地から捕まえた獲物を取り込むのである。

　体格は足の長さを含めれば三メルほどもあり、人間も補食するため危険であるが、希き少しような上に生息地も滅めつ多たに人が踏み入れない地であるため出会うことはほぼ無い。人知れず産まれ人知れず寿命で死んでいく生物。



　勇者アルヴィス曰いわく『超レア素材剝はげるので見つけたら頑張って倒しましょう。見つけるのにダンジョン内で連泊する覚かく悟ごがいるけど』




「……真体まで晒さらすのは、魔ま王おうオルデンどのに仕えてから初めてだよ」

　先ほどまでとは別人のように沈んだ声。

　異い形ぎようである。ヴァンパイア化の影響か、巨大な人間の手の形をした足を含めて五メルほどの巨大蜘ぐ蛛も。体長のみでも二メルはある。さらには、蜘く蛛もの頭部にあたる部分からは、金属の質感を持った人面が浮いている。ただし、その目は蜘く蛛もの複眼のそれだ。

「ううむ、前見たのより大分キモい」

「──では、死ぬがいい」

　直感で、アルは横に飛んだ。右腕部に僅わずかな感触。

（短気過ぎるだろこんにゃろ！　……にしても、この鎧よろいを斬きり飛ばすか）

　肘ひじ当ての部分が欠けている。魔力を圧おし固めたこの鎧よろいは、単純な物理攻こう撃げきであればその威い力りよくのほとんどを減げん衰すいして受け止めることが可能だ。それが抵抗もなく破は壊かいされた。

「……『次元糸』」

「御明察」

　いつの間にかセッケルの周辺、宙にいくつもの線が浮かんでいる。

　次元を切り裂さいて遠方へ伸ばすことが可能な、次元蜘ぐ蛛もの固有能力だ。その性質を応用し、あらゆる物を切断できる。

　八方から気配。アルの聖剣が神速で周囲を舞った。剣先が正円の結界を描く。静剣『円マドカ』。

「……やる」

　蜘く蛛もは静かに賞賛した。空中・地中から合わせて数十の次元糸を全て斬きり落とした。

「その聖剣……高位存在からの下か賜しか」

「生前、いけ好かない神様にな。目ぇ付けられると苦労するんだ」

　セッケルは話半分に聞きつつも納得する。高次元に座する神々の品であれば、この次元の切断で斬ることは出来ない道理だ。

（隙すきを与えればここら一帯を吹き飛ばしかねん……。休ませんよ）

　糸の上を滑るように動き、時には霧となり、矢継ぎ早に糸を飛ばしていく。さらに、蜘く蛛もと骨騎士の間には、いくつもの糸が罠わなめいて張られている。

「良いいだろ。一手一手詰めてやる」

　アルは切り落とし、かわし、被弾は最小限に抑え、徐々にセッケルへと接近していく。罠わなの糸も一つずつ破は壊かい。僅わずかずつ傷つきながらも、その動きは精せい緻ちの極みで、淀よどみ一つない。

　何手先までも計算に入れた、戦せん駒く盤ばんめいた攻防が繰り広げられる。

「ああくそ、ちくちく痛い！」

　ゆえに、セッケルは次に破壊される糸を予想するのも簡単だった。かわされることも、切り落とされることも、罠わなに切りつけられることも予測は出来るが防げない。ならば、

「！」

　アルの剣が宙で止まる。糸が剣へと絡からまっている。粘着糸だ。これまでにも斬られ続けた糸の中に織り交ぜていた。それが積み重なり、ようやく聖剣を捕らえたのだ。

「離さんよ」

　剣へ力が籠こもりかけるのを、即座に追加の糸を何十と送り込み、押し込める。既すでにそれらは次元を通すことで数千もの森の木々を中継し、糸への負荷を分散させ、剣を拘こう束そくする。

　現在のアルの力をして、剣は中空でびくともしない。これを動かすならば、森ごと吹き飛ばす必要があった。

「こいつは……！」

　アルの周囲に、次元の穴が開く。数十の次元糸がその先端を覗のぞかせた。

「詰みだ。もう二手あれば、君の剣が届いていたかな」

　セッケルが静かに王手を宣言する。事実、アルが剣技でこの状況を切り抜ける手段は皆かい無むだ。しかし、彼に焦あせりはない。……元より、浮かぶ顔色も無いのだが。

「じゃあ、盤面をひっくり返すか」

　アルの黒くろ鎧よろいが、一瞬にして彼自身へと吸い込まれた。セッケルはそれを見る前に次元糸をアルへと飛ばす。しかし、アルは呟つぶやく。

「黒封シールブラツク──『ソード・アセンション』」

　音も無く。吸い込まれた黒い鎧よろいと同質の黒い光。周囲へ吹き付けられるかのような、衝しよう撃げき無き波動が走った。それはセッケルへ何の影響も与えない。

（何を……構うか）

　物理的な影響は何も無かった。次元糸がアルへと到達する。驚異のスケルトンを、千々に散さん逸いつさせる。そのはずだった。

「────何な故ぜだ」

　アルはそのまま、そこへ立っている。いくつもの次元糸が彼に衝しよう突とつし、そのまま落ちた。ほどなく、次元の穴すら維持できず、周囲の糸全てが地の草へと沈んだ。

　聖剣も自由となる。一振りで厚く覆おおっていた糸が割られ、黒い剣身が露あらわになる。

「何をした、貴様」

「辺り一帯を、高次元に遷移させた。三次元を斬る次元糸は、ここでは何一つ突とつ破ぱできない」

　さらりと、鎧よろいが消えたアルが答えた。セッケルは絶句した。

　アセンション。主に対象となる魂たましいを高次元へ昇天させる超上級魔ま法ほう。扱あつかえるのは、神聖魔法の練達者が集う聖せい杖じよう討とう滅めつ隊たいにおいてもほんの一握り。

「属性反転させたから、冥めい界かい寄りか。聖属性のまんまだと俺ら焼けちまう」

　それを、次元糸をしのぎながら着々と準備し、空間そのものに適用し発動させた。対象を広げるための莫ばく大だいな魔力は鎧よろいを犠ぎ牲せいにまかない、神聖剣を通すことによりその効果を拡大した。

「対局をしていたつもりだったのは私だけか……！」

「戦せん駒く盤ばん、好きなんだけど友達にも戦法が無茶苦茶だって怒られるんだ。まあ性分だな」

　返答に、セッケルが牙きばを砕くだかんばかりに軋きしらせる。

（……おかしい。有り得なさすぎる。何でも出来すぎる。こんな能力を持った奴やつが、勇者アルヴィスの仲間にいたなどと……仲間に）

　仲間。セッケルの脳のう裏りに何かが横切った。しかし、

「さあ、第三局だ」

　のうのうとアルが言ってのける。セッケルは、卑ひ屈くつさを自覚して言う。

「……喜びたまえ。腕比べは君の勝ちだ……だから、次局はハンデを貰もらわんとな」

　あらゆる力に対し防御を張っていた黒の鎧よろいは消えた。アルの総魔力も、戦い始めた頃からすれば目減りしている。であれば、通る可能性はある。契約の上からでも。

「──『死者隷属エンドオーダー』」

　セッケルの魔力の波動に、アルが焦しよう燥そうを露あらわにした。

「ちょおま……！　それナシだろ……！」

　動きが鈍る。どうにか振った斬ざん撃げきを、セッケルは悠ゆう々ゆうとかわした。

「耐えるか……！　だが」

　セッケルの足がアルの左ひだり鎖さ骨こつを打ち据すえる。倒れ込むのをどうにかこらえて、アルが横へ跳ねた。その動きも、先ほどまでの精彩は見る影もない。

「早く従いたまえ。そうしなければ、低レベルな殴なぐり合いを演じることになるぞ」

「ぐぬぬ……！　こーのーやーろー！」

　アルがセッケルを睨にらむ。今、アルの中ではセッケルによるアンデッド支配能力と、自身のハルベルとの契約、そして魔ま力りよく防ぼう御ぎよがせめぎ合っている。万全の状態ならば弾はじくことが出来ただろうが、今の状態では押されている。

　反面、セッケルもまた、次元糸が使えない上にその身に取り込んでいた魔物たちも吹き飛ばされた。故に、ヴァンパイアロードの大おお蜘ぐ蛛もとしての能力だけで戦わざるを得ない。

　それらが出来ることと言えば、単純な肉弾戦だ。いや、もう一つ。

「いっって……！」

　アルの尺しやつ骨こつと脛けい骨こつに複数の傷が刻まれる。セッケルの前に、幾つもの線状のきらめきが生まれていた。

「フツーの鋼糸か……脛すねに傷持っちまうのは勘かん弁べんして欲しいな！」

「今の君ならばなんとか切り刻きざめそうだな。それとも、捕ほ獲かくがお望みかね……？」

「……もてなしてくれる？」

「消化液を御ご馳ち走そうしよう。君の骨は時間がかかりそうだが」

「グラスに入らなそうだな。遠慮するわ」

　軽口を叩たたきつつ、アルは飛び交う糸を斬きりかわす。徐々にセッケルの手数が多くなっていく。

「次は小細工もさせん。このままじっくりと押し込んでくれよう」

　糸による斬ざん撃げきと捕獲、そして八本足の打撃。じりじりと、アルは押される形になる。周囲へいくつもの糸が漂ただよい始め、手足のいくつかに粘着糸が取り付く。

「魔ま力りよくの余裕無し、防衛手段無し。……今度こそ、君に手はない」

　セッケルが注意深く確認する。それは正しかった。

　だが、アルは不敵に顎あご骨ぼねを鳴らす。彼は高次元遷せん移いしたフィールドの中で、ぎりぎりまでそこに接近していた。

　初めて、この土地で戦った場所へ。

「そうだねえ、無いね──俺にはね？」

　その時、木々が揺れた。セッケルの横から、角を備えた獣が躍おどり掛かる！

「ぬっ……」

　殴なぐりつけられ、セッケルの巨体が傾かしぐ。

「ブルオオオオオオオオオ！」

　獣──グレイトホーンのゾンビは叫び、持てる己おのれの凶きよう器きをセッケルへ叩たたきつける。

　彼は死の苦痛に正気を失っていた。かつて自分を飼い慣らし森へ配置した主も、最も早はやそれと認められずにいる。アルへ向かわなかったのは、単に小さくて目立たなかったからだ。

「おのれ、幾つ手を打っている、貴様」

　セッケルが獣へと足を組み付かせる。しかし、獣の膂りよ力りよくは生前に迫る勢いである。糸に傷つき、捕らわれながらもその攻勢を緩ゆるめない。

「ええい、執しつ拗ような……貴様など配するのではなかったわ」

　いくつかの攻防の後。とうとう糸に動きを止められたグレイトホーンゾンビが、その全身を再び切り刻まれてどうと倒れた。

（ちっ……偶然発生したのか……？　いや、もしや何者かの施術……。いや待て、何者かの!?）

　疲ひ弊へいしたセッケルの思考がそこへ辿たどり着き、彼は思わず、ば、とアルの方へと振り向いた。沈んだ口調が、憤いきどおりに持ち上がる。

「お前か……！」

　アルの向こう。糸の向こうに怒りの双そう眸ぼうを冷たく燃やすハルベルが立っている。

「来ちゃうもんなあ」

　残っていた糸を潜くぐり抜ぬけてきたのだろう。彼女の顔や手足には幾筋もの傷がある。

「私が来なくてどうするの。私の戦いよ」彼女は親指で頰の血を飛ばす。

「ごもっとも」アルが頷うなずく。

「それに──来て良かったでしょ、私のお骨さん」

「──ごもっとも」

「おのれ、おのれ……。そこな竜りゆう牙が兵へいではない、のか！　おまえか！　おまえが！　最も！」

　ハルベルの手がアルの背骨へと触れる。

「ぜんぶ持っていって。そして、あいつを──」

　セッケルを視界に映す。畏い怖ふさえ覚えそうな、蜘く蛛もの怪異。だが、脳のう裏りにあるのは父と母、村の人々。死んでいった人ひと達たち。

　ハルベルは自分の何かが外はずれていくのを感じる。無意識の部分が留とどめていたたが。逆に言えば、真正の死し霊りよう術士となる、最後の留め金。

「ぶ・ち・の・め・し・て！」
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「あいよ。仮だが、我が主」

　魔ま力りよくがアルへと流れ込む。ハルベルの中の全てを移し込むような圧倒的な奔ほん流りゆう。

　どくん。

　胸の竜りゆう牙がが鼓動を打った。起爆剤を注つぎ込こまれた竜王の牙は、竜牙兵の心臓としての役割を果たそうとする。通常ならばあふれて周囲に散る魔力は、世界最強の牙きばが捕らえて離さない。宿主へと全てを循環させる。竜牙兵としての最高の姿を、与えられた魔力が超える。竜の牙は思う。ではどうする。次は。その次は。

「お、おおおおお……」

　セッケルが驚異の声を上げた。

「その牙……貴殿か、ディスパテ！　そうか、そういうことなのか。しかし……しかし！」

　光が満ちる。アルの姿がその中にかき消えた。

　同時、ハルベルが魔力切れで草の上へ倒れ込んだ。

　その代わりというように光の中から現れたのは、ぴんと立つ黒髪だ。細身ながら均整の取れた筋肉。魔ま王おうに砕かれた神聖鎧がい衣いを模した黒の鎧よろい。その立ち姿。眼まな差ざし。呼気までもが、世界を圧する純粋な力で満ち、そして世界はそれを許容する。

「お前……お前は」

　セッケルが正面に立つその人物を見て総身を戦慄わななかせた。その姿は、姿絵でのみ見たことがあった。無敗だった魔王軍を破竹の勢いで破り続ける、悪夢のような冒険者。

　魔王はその脅きよう威いをこう称した。三界の希望。神と精霊と大地の代行。祝福を与えられし人。

「何な故ぜ……何な故ぜここに現れた」

　人間たちからはこう呼ばれていた。

「勇者！　アルヴィス・アルバース！」

　全ての幻術を見通すと言われた紫の炯けい眼がんが、セッケルを見み据すえる。

「おお、髪まで黒い。さて、舞台を冥めい界かい寄りにしたのが悪かったかな。迷って出ちまった」

　アルヴィスが一歩を踏み出す。設置された糸が迫るが……溶けて消えた。体にまとった魔ま力りよくで、軽度の攻撃全てを触れる前に無効化する技『破裁はさい』だ。だが、セッケルは怯ひるまない。

「魔王を倒した勇者……。貴様を打破したなら次の魔王へ相応ふさわしきは私と言うことになるな」

「やってみるか」

　返答とばかり、セッケルの頰がこれまでの高貴さとはかけ離れて歪ゆがむ。ただ彼の場合、それが地だ。かつて地上に出て、異い形ぎようの吸血王として魔王オルデンに挑いどみかかった時の。

　セッケルの蜘く蛛も体が戯画のように鋭角化する。全ての複腕が地面を、木を突き刺さるように握りしめた。さらに、糸が一瞬で周囲へ展開される。

　アルの紫し炯けい眼がんが閃ひらめき、蜘く蛛もとしての毒性を全て注そそぎ込こんだ、竜りゆうをも殺す毒どく牙がを見抜く。

「ＫａａａａＡＡＡＡＡＡａａ………………」

　きりきりきりきり、と。いびつに瘦そう身しんを捻ひねらせたセッケルが牙きばを閃ひらめかせた。きゅお、と。その体が弾はじけた。音速を抜いた体が、周囲の糸を超音速で跳ね回る。

　その速度は一跳ねごとに速くなる。跳ちよう躍やくごとに衝しよう撃げき波はが撒まき散ちらされる。

　やがてセッケルが左後上方からアル目がけ突っ込んでいく。

「ッ…………！」

　そして、大地へと殴なぐり落とされた。音ははるか遅れ、森全体を貫くような一ひと際きわ高い音が今更響く。衝撃で牙が地面に突き立つ。複眼を勇者へ向ける。

「動剣奥伝『不ブ尽ジン滅メ』」

　黒こく白びやくの光が、彼を包んだ。
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　目を見開いた彼を迎えたのは、差し込む朝の光だ。不快感に顔をしかめると同時、

（あれ？　おや？　うむ？　やけに復活早いな……？）

　セッケルは疑問を抱いた。勇者に敗北した以上、無事な訳はない。

「お、起きたか。大変だったんだぞそこまで再生させんの」

「アルが吹っ飛ばしすぎなのよ」

　言葉にセッケルが視線を向ければ、スケルトンの姿に戻ったアルと、ハルベルがいた。さらには、ガンティの姿もある。

　さらに後ろの風景から、ここが室内だとセッケルにも知れた。日の光は窓から入っている。

　冒険者組合、その倉庫室である。

「なんと監禁！　何のつもりかね」

　喋しやべってみて、自分のテンションが人間体のそれになっていることにセッケルは気付いた。自みずからを見れば、常態である銀の髪の紳しん士しに戻っている。力はまだまだ戻ってはいないが、少なくともすぐに消しよう滅めつの危機、というほどではない。

「お前が寝てる間に色々相談してな」

　アルの言葉にセッケルは首を傾かしげる。その拍子に、横にいたヘリャルに気付いた。

「おや！　君も無事だったかね」

「ま、成り行きでよ……」

　そこで、セッケルは違和感を覚えた。ヘリャル達たちの支配権が、自分から失われている。

「契約は解除したぞ、勿もち論ろん。一応ゾンビも三十くらいは残ってる。今は寝て貰もらってるけどな」

「……何な故ぜまた？」

　意図が摑つかみきれず、セッケルはアルへ尋たずねた。ヘリャルの軽い嘆たん息そくが響く。

「お前をこの村で雇う。ガンティさんら──村の人ひと達たちをお前の魔ま力りよくで維持するんだ」

「……何と？」

「この村に娘を縛りつけるのは如何いかがなものかとは、前から言っていてね」

　次に口を開いたのはガンティだ。元げん凶きようを前に、流石さすがに難しい顔をしている。

「一つ！　聞きたいのだがね。それを私が身の安全と引き替えにやると……まあ仮に承しよう諾だくしたとしてもだ。どうして私を信じられるのかね？　この村を殺したのは私だよ？」

　せせら笑うセッケルの前へ、ハルベルが進み出た。アルを振り返り、

「いいよね？」

「一発だけな」

　なにを？　とセッケルが聞き返す前に、

「つぇい!!」

　彼の顔の中心に拳こぶしが飛んだ。

「捕虜の虐ぎやく待たい！」

　不満を漏もらすセッケル。仕返しでもしてやろうかと思い立つが、変化の能力が作動しない。

「む、これは！　もしや！」

「ふん。ほんのちょっとだけすっきり。貴方あなたはね、これから私の契約アンデッドとしてここで仕事するのよ。ずっとね！」

　ハルベルが宣言し、セッケルが契そ約れを自みずからの中に見いだした。流石さすがに慌てる。

「ぬうう！　君たち！　私が『死んで』いる内に契約術式を通したな!?　ぬおお、禁止条項山盛りではないか！」

「五十回は失敗したわ、契約魔ま法ほう」

「死んでた癖に抵抗力高過ぎなんだよお前」

「同意無しとはなんというブラック！　恥をしりたま……おぶ！」今度はチョップが飛んだ。

「うっさい！　病気撒まいといて人のこと言えた義理!?」

「それはその通り！　そして止めてくれ、支配者の攻こう撃げきはノーガードで通って痛い！」

「どうどう。はいしどうどう」

　ひょい、とアルが興奮するハルベルを抱き上げて後方に配置する。

「ま、そういうことだ。どちらにせよ、村全体がこうなっている以上、届けはせにゃならん。でないと調査が入った時にゃ、最悪村ごと討とう伐ばつ対象だ。だからハルベルを登録して、ここを『死し霊りよう術士ハルベルの工房』と認定して貰もらわなきゃならない」

「しかし、娘が離れれば我々は天に還かえる。それも止やむ無なしとは思ってはいたが、そこでアルヴィス様……アルさんの妙案により、貴方あなたをここで使うことにしたのだ」

「本当は貴方あなたなんて、塵ちりにしたいけどね。でも、アルがどうせ復活するっていうし……」

　事実である。セッケルほどに力をつけたヴァンパイアの個体は、完全に世界の摂理に背を向けた存在となる。仮に魂たましいごと塵ちり一つ残さず消し飛ばされたとしても、人々と世界に記憶された個体情報を基に数百年のスパンで復活してしまう。呪のろいとすら言える不死性である。

「……なるほど？　理屈は見えた。私には君きみ達たちを生者のようにすることは不可能だが、この娘がかけた術の上でそれを維持することなら可能だ。私は今やこの娘の契約下にあるゆえな」

「……俺らは村を守る傭よう兵へいだとさ」

　ヘリャルが補足する。アルが水を向けた

「不満か」

「いや。また練れん磨まが出来ると思えば悪くねえ。……大将からも解放されたしな」

「なんだなんだ！　私が不満だったのかね君！　労働環境はそんなに悪くなかっただろ！」

「失敗するとアンデッドにするのはどうかと思うねえ」

「黙ってなさい」

　ハルベルの鶴の一声。それに、セッケルは居住まいを正した。

「……ぬう。ふん！　まあいい！　良かろう！　やってやろうさ」

「素直じゃないか」

　アルが意外そうに頸けい椎ついを傾かしげる。正直、もっとごねると思っていたのだ。

「業ごう腹はらではあるがね！　だが私はこの村を従属させようとし、そして敗北したのだ。ならばまあ、こちらが従属させられても仕方あるまい」

　あまりにあまりな、力の論理である。アルがハルベルへ眼がん孔こうを向けた。

「本気。私には噓うそつけないから。はあ、こういうのに、みんな殺されちゃったわけね……」

「まあ私が管理するからにはだな！　あの芸術的なゾンビども、ランクアップさせまくってやろうぞ！　あれだけ質が良いいなら、未成熟個体も成長だって出来ようさ！」

　ガンティが額ひたいを押さえる娘の肩を抱いた。ともあれ、話はまとまった。

「……ところで！　あの麗うるわしき女騎き士しどのはどうしたのかね？」

　縄なわを解かれた体をほぐしながら、思いついたようなセッケルの問いかけに、今度はアルが額を押さえた。代わるように、ヘリャル。

「……まだ寝込んでるんだと」

「アルの正体知って気絶したのよ、あの人……」




　　　○




　当のミクトラは、民家の一つの客間、ベッドの上でシーツにくるまっている。

　あの後、帰ってきたハルベル達たちを迎えたミクトラは、かつての想おもい人を見た。疲労による幻覚だと思った。だが、

（アルが勇者様……アルはアルヴィス様……えへ、えへへ……うそ……うそだあ……）

　呪じゆ文もんのように唱えるが、現実は変わらない。脳のう裏りにはこれまでの出来事が浮かび上がる。

　襲おそいかかったこと、散々助けられたこと、馴なれ馴なれしくあれこれ接したこと。

　そしてなにより、勇者への想おもいをあけすけに語ったこと。

　何度も行ったプロセスだが、繰り返しそこに思いが至る度、彼女の顔は真っ赤に染まる。

（うわあああああああ～～～～！　死にたい！　死ぬ！　死なせて！　あああああああああああ！）

　明け方から延々、この調子である。家主の夫婦が、伝わる振動に二階を見上げた。

「ミクトラさん、まだ悶もだえてるな」

「そっとしておいてあげましょうね……」




　　　○




「ええと、まあそういうわけなんだけど」

『お主……ほんっと！　ほんっとにああもうああ！』

　場所は戻って、再びアル達たちのいる組合である。床に置かれたのは通信符。符から浮き出る幻影は、フブル・タワワト魔ま導どう宰さい相しようだ。

　彼女は蒼あおい髪をくしゃくしゃとかき回し、紅あかい目でアルを睨にらみつける。

『いー加か減げんにせーよ！　次から次へと！　そりゃ詰まらん用事で呼ぶなとは言ったがな!?　だからって面倒事次から次へと投げろってことじゃねーんじゃよ！　わし忙しいの！　村一つ死し霊りよう術士の工房て！　王だの代官だの税務だのわしゃどんだけの方面に上う手まいことせにゃならんのじゃ！　ああ!?　わしゃお主の母親か！　ああ!?』

　最高権力の一角からの罵ば声せいに、ハルベルや村の人間、組合嬢はただただおののくばかりだ。

「だ、第二の母くらいには思ってるよ……」

『ぬっ』

　不意を突かれたようにフブルが顔を引く。やや頰が赤い。ここがチャンスとアルが拝み倒す。

「お願いしますフブルさん！　こんな大仕事を頼めるのは貴方あなた様さましかおりません！　何か仕事あったらやるから！　サボりません！　お願い！　この俺に免じて！　肋ろつ骨こつ一本あげるから！」

　骸がい骨こつから畳み込まれて、フブルは眉み間けんを摘む仕し草ぐさをする。見た目が幼いため、どうしても微ほほ笑えましく見えてしまう。

『はー……分かった分かった。分かったわい。十じゆう堕だ臣しん落としたのはお手柄じゃしな。肋ろつ骨こつはいらんからとりあえず王都に来い、そのハルベルという娘と一緒にな。……そこにおるな？』

「あ、は、はい！」

　かちこちに緊張して、ハルベルが前に出る。それを見て、フブルが表情を和やわらげた。

『……苦労したの、少女よ。良く頑張った』

「っ……」

　アルへのそれとは打って変わって、その声には労いたわりのみがある。

『不安じゃったろう。だが、もう心配はせんでよい。悪いようには、せんでな』

　ハルベルの内心を見通し、優しく包むような言葉だった。彼女は涙を浮かべ、頭を下げる。

『うむ。それでは、そこの面倒発生器の骨を連れてこっちまで来ておくれ。なに、旅費だのなんだのはそやつに全部投げてしまえ』

「はい……はい」

　涙が床へと落ちる。アル、ガンティ、受付嬢、そして村の人々が彼女を優しく見ていた。




　　　○




「行くか」

「うん」

「……はい」

　数日後。旅の準備を終えたアルとハルベル、そしてミクトラが元通りとなった村の入り口へと立っていた。

「ご両親とはもういいのか？」

「うん、昨日たっぷり甘えたもん。それに、諸もろ々もろ片付いたら帰ってくるしね」

　ハルベルが弾はじけるように笑う。そこへ、おずおずとミクトラが口を開いた。

「その……私も同行してもいいのでしょうか、アルヴィスさ……あ、いや、アル、様？」

　睨にらまれて、ミクトラが小さくなる。

「様は止めてくれっつったでしょー。俺ただの骨。君友達アンド仲間」

「は、はい……じゃない、分か、った。うん、努力しま……するます」

　まだまだ時間は必要なようである。嘆たん息そくするアルの腕骨に、ハルベルが抱きついた。

「私はアルのご主人様だもんね。敬語使ってもいいのよ、アル」

「仮だろが。お調子に乗るんじゃありません。半人前さん」

　指骨をぐりぐりと額ひたいに押され、あうあうとハルベルがうめく。ミクトラが羨うらやましそうにそれを眺ながめた。

「とりあえず、俺らは上う手まいこと王都で堕だ屍し王おうがらみの報告。ハルベルは資格取ることな。そんで、俺の目的でもあるが──イザナを探す」

「以前話に出たお仲間の一人でしたね……ごほん、だったな。凄すご腕うでの神官だと聞いている」

「噂うわさの通り、元は死し霊りよう術士だよ。俺を蘇よみがえらせてくれたのもそいつだ。可能なら、彼女にハルベルを弟子入りさせたい。死し霊りよう術士の知り合いなんてほとんどいないし、信頼できるって言えば彼女しかいないからな」

「き、緊張するんだけど……勇者の仲間の弟子とか」

「ただ、失しつ踪そうしちまってどこにいるかも分からない。とりあえずは王都だな。少し長旅になるけども、よろしくな、二人とも」

「ああ」「うん！」

　村人達たちに見送られ、三人が歩き出す。一匹の蜘く蛛もが、高所からその様子を眺ながめていた。

　戦争は続いている。しかしそれでもこの一時、太陽は空高くにありてその光を地に与えていた。その下を、死し霊りようと、それを操あやつる者と、人が歩いていく。

　世界に背そむくとしても、そこに在ることを選んだ者、それを良しとした者が。


了












　　　あとがき




　はじめまして！　新人の佐さ伯えき庸よう介すけと申します！　電撃文庫読者の皆様ヨロシクお願いします！

　噓うそです。

　そんなわけで多分九分九厘以上の皆様には初めましてなんですが、お前を知っているぞと言う奇特なお方にはお久しぶりです。電撃文庫は十三年……ぶり……？

　色々ありました。デビュー作の二巻がポシャったり、事故ったり、父親が死にかけたり（今は元気です）、学校司書やって最近の若者たちと交流したり、姪めいが産まれて叔父さんになってしまったり、別レーベルで復活したり、車の横っ腹にぶち込まれて危うく死にかけたり。

　そんなわけで出戻りです。安心してくださいゴールド免許です。

　ちなみに、どうやって電撃文庫に復帰したかと言うと、


・編集部が土地変わってる上に元担当さんも部署を去ってる。

・同郷の久く住ずみ四し季き先生に編集部の電話番号教えてもらう。

・わたし「昔こういう本を出した者ですが！　十三年ぶりで悪いが企画を見てくれ！」

　電撃編集部「さて……まあ、貴様が今どの程度出来るか見せてもらおうか（意訳）」

・企画を山ほど投げる。

・電撃編集部「良かろう。新たに担当を付けてやる（意訳）」



　こんな感じです。単なる持込みだなこれ。ちなみに、付き合いのない会社の編集部に営業かける場合がこれとほぼ同じだと聞きます。うわー。

　十三年音信不通やらかすってこういうことだぞみんな。

　潜伏期間中は色々な方々にお世話になりました。未まだ自分が文章書いていられるのはその人たちのおかげです。ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

　さて本作ですが「明るく楽しい冒険活劇」を主テーマにして作ったつもりです。骨ですけど。元勇者のアルと仲間たちの冒険を是非お楽しみください。もう読まれた方は、どうでした？　楽しんでいただけたならば幸いです。白ぱい狼らんさんのイラスト超カッコかわいいでしょう？

　担当の清瀬さん、舩津さん。大変お世話になりました。二巻以降もがんばりましょー。出れば。出ると良いいな。

　それでは、次もお目見え出来ることを祈りつつ！





二〇一七年　神かみ有あり月づきの地元のこたつにて
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佐さ伯えき庸よう介すけ

こっそり現れたフレッシュさゼロの昭和産まれ。

山陰の片隅で売ったり貸したり書いたりあれこれ本に関わる仕事をしている。

著者近影画像は愛機と愛眼鏡。最近動作が怪しい。

俺、この本の印税が入ったらＤＭ２００買うんだ……。
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イラスト／白ぱい狼らん

オリジナル作品メインで活動しております。

作品を通して少しでも何かを感じて頂ければ幸いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「佐伯庸介先生」係

「白狼先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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昔むかし勇ゆう者しゃで今いまは骨ほね








佐さ伯えき庸よう介すけ
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